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ご使用の前に 

•ご巧用の陈は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点を いつでも 解みできるように、すぐに取り出して見られる場巧に保管 
してください。 


を全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正し<お使いいたださ、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意なは次のとおりです。内容をよく理解してか!5本文をお読みください。 


A 警 


化 この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
cn 性がおをされる内容を示しています。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取り披いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項け旨示、行為）を示しています。 

€ 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

0 


交流1 00 V 政外の電源は、使用しないでください。 

交流100 V 政外の電源を使ラと、感電-火災の原因とな0ます。 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。 

感電の原因となります。 

0 H 

雷が鳴りだした5、電源プラグをさわ S ないでください。 

感電の原因となります。 

C 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか S 抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

0 


電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、乂ぶの原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100 V )か6電源を直接取ってください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-乂災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いものを載せない。 

-発熱器具の近<に配線しない。 

電源コードが破損した6、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊） 

をご覧ください。 

0 

築 

G ) 國 

本機か6異臭や異音がする、発煙するなど、異常状態のまま使用しないで<ださ 
い。 

感電-乂災のおそれがあ0ます。 

すぐに電漁を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、バッテリパックを本機か 

S 取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

お客様による修理は危険ですか!5絶対にしないでください。 

〇固 

通風孔など開□部か6、本機内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落としたりしないでください。 

感電•乂災の原因となります。 
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A 警告 

0H 

バッテリパックの金属端テを水、コーヒー、ジュースなどの液体でめ S さないでく 
ださい。 

感電•乂災-乂傷の原因となります。 


水などの液体や異物が本機内部に入った場合は、そのまま使用しないで<ださい。 
感電•乂災の原因とな0ます。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか S 抜いて、バッテリパックを本機か 

6取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご K くだ 
さい。 

0 


本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている政外の増設-交換はしないで< 
ださい。 

けが-感電-火災の原因となります。 

运 

メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントか S 抜いて、本機から 
バッテリパックを取り外してください。 

感電や乂傷の原因となります。 

0 

9 

厂 

い 

バッテリパックを、指定外の方法で充電しないでください。 

発熱や発乂、液漏れによる被害の原因となります。 

01 


本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、火気に近づけたり、加熱した 
り、高温状態で放置したりしないでください。 

破裂などで火傷の原因となります。 

0S 

バッテリパックの金属端テをショートさせないでください。 

乂傷の原因となります。 

Q 

吝^" 

付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定 L ソ外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでくださ 
い。 

感電や乂傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定がの AC アダプタやバッテ IJ パック、または分解-改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性や製品に 
関する保証ができません。 

G ) 圓 

ルさなおモ様の手の届く所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると、火傷や化学物寶による被害の原因となります。 

o 因 

バッテリパックには、落下させる、ぶつける、先の尖ったもので力を加える、強い 
圧力を加えるなど、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れによ0、乂傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 
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A 警告 

c 

> 

バッテリ駆動時間が極端に短くなった場合は、当社指定の新しいバッテリパックと 
交換してください。 

駆動時間が短くなったバッテリパックは、内部に使用されている電池の消耗度合い 
にば S つきが発生している可能性があります。電池の消耗度合いにば!5つさがある 
バッテリパックをそのまま使用し続けると、発熱•発火-破 S の原因となります。 

01^1 

航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むとさは、本機の 
電源を切るか日 luetooth 機能および無線 LAN 機能の電波を停止してください。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してか S 、 本 
機の電源を切ってください。 

o 

直 

医療機関の屋内で巨 luetooth 機能および無線 LAN を使用するときは、次のことを 
守ってください。 

•手術室■集中治療室り CU ) ■冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込 
まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政外の場所でち、巧おに医療用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか 
電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してから、本機の 
電源を切る 0 

〇理 

植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合 、 Bluetooth 
機能および無線 LAN 機能を使用するとさは、装着部と本機の間を 22 cm 拟上離し 
て < ださい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、巧近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
巧では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

0 

爲 

補 

团 uetooth 機能および無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機 
器の近くで使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 
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/5\ 注意 

01 

M 

ルさなお子様の手の届 < 巧に設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 

薄 

湿気やホコリの多い所に置かないでください。 

感電•火災の危険があります。 

0 

M 

起動状態で本機の通風孔をふさがないで<ださい。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこちって本機が熱<な0、火傷や火災の 
原因となります。次の点を守ってください。 

-じゅラたんや巧団の上にのせない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャリングケースやバッグなどに入れない。 

G ) 厘 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている政外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 

0 

a 

FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して火災の原因となります。 

-構内交換機 （ PBX ) 

- 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 

O 

Volume 

■iiiniiiiiiifTO 

恆 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してか S 接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量により聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0 

? 

— ♦ — 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本徽; m には使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があ0ます。 
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A 注意 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があります。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリパックが破損したり、 
変形したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、 

本機か!5バッテリパックを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱•発火-破 S のおそれがあります。 

0 

言 

AC アダプタを毛なやな団で覆わないでください。 

义傷-义巧のを険があ0ます。 

&函 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないでください。 

1岳温乂傷の原因となります。 

〇函 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでくださ 
い。 

乂傷の危険があります。 

作業は電源を切って10分政上待ち、本機の内部が十分冷めてか S 行って<ださい。 

S 画 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめた0、触っ 
た0しないで<ださい。 

乂傷や化学物寶による被害の原因とな0ます。 

万一、液体が皮膚に付着した0、目に入ったリした場合は流水で十分に洗い、医師 
に相談してください。 

QM 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で巧び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを険があり 
ます。 

0 

細 

長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、禮銷炎などの原因となります。 

© 

本機を移動する場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、すべて 
の配線を外したことを確認してか6行ってください。 

运 

連休や旅巧などで本機を長期間使用しないとをは、安全のため、電源プラグをコン 
セントか S 抜いて、本機か S バッテリパックを取り外してください。 

〇 

-つ 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正し<処理して<ださい。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 
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I 製品保護上のを意 


►使用-保管時のを意 


コンピュータ （本機）は精密な機械です。次の注意事項を確認して正しく取りなってください。取りあ 
いを誤ると、故障や誤動作の原因となります。 

特に指定のない限り、注意事項は、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同栖品に適用され 
ます。 



温度が高すぎる所や、化すぎる所には 
置かないでください。また、急激な温 
を変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因となります。適切 
な温度の目安は10で〜35でです。 


^-不安をな前こは設置しないでください。 

落下したり、振動したり、倒れたりす 

ると、本機が壊れ、故障することがあ 
77,. IP ^ ります。 


LU 


LCD 画面の表面を先の尖ったもので 
引っかいたり、無巧な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調巧用器具など）の近くな 
ど、高温-を湿となる巧には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因となります。 

また、直射日光などの紫外線は、変色 
の原因となります。 


-本機の汚れを取るときは、ベンジン、 

シンナーなどの溶剤を巧わないでくだ 
ぐ/ さい。を色やを形の可能性がありま 

す。柔らかいホに中性洗剤を適をに染 
み込ませて、輕く拭き取ってくださ 

い。 



テレビ やラジオ、磁石など、磁界を発 
生するものの近くに置かないでくださ 
い。誤動作やデータ破損の原因となり 
ます。逆に、本機の影響でテレビやラ 
ジオに雑をが入ることもあります。 


M. 


本機を捆包しないが態で、遠隔地への 
輸送や保管をしないでください。衝撃 
や振動、ホコリなどから本機を守るた 
め、専用の相包箱に入れてください。 


团 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリパックのが 
態により、電源コードが抜けると、そ 
れまでの作業データがメモリ上から消 


えることがあります。 


'ぶ 


本機を長«間巧わないときは、バッテ 
リパックを本機に装着したままにしな 
いでください。 

液漏れを起こすことがあります。 



ホコリの多い巧には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因となります。 


~二 I 本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けたりしないでください。 
「3 LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 


-^アクセスランプ点灯.点;滅中は、本機 

® の電源を切ったり、再起動したりしな 
J°L いでください。 
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ほかの機械の振動が伝わる所など、振 
動しやすい場所には置かないでくださ 
い。故障、誤動作の原因となります。 


- Ifl 本機を落としたり、ぶつけたりして、 

J 衝撃を与えないでください。持ち運ぶ 
ときは、電源を切り、バッグに入れる 
: miM などして衝撃から守るようにしてくだ 
さい。 



AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの斬線や接触不良の原因となり 
ます。 

a 


本機の LCD ユニット （液品 デイスプレ 
イ 部）を開けた状態で 、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 


夕 




けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破損しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


記録メディアは、次の注意事項を確認して正しく取りなってください。取りあいを誤ると、記録メディ 
アに収録されているデータが破損するおそれがあります。 

<記録メディアの種類> 


1351 FD 

laa 光ディスクメディア 


ma メモリカード 


記録メディアの種類を指をしていない注意事項は、すべての記録メディアに適用されます。 



直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温•多湿となる場巧には置か 
ないでください。 



^3 


3 


アクセスラン プ点な•点滅中は、記録 
メディアを取り出したり、本機の電源 
を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 






巧用後は、本機に七ットしたままにし 
たり、ケースに入れずに放置したりし 
ないでください。 


ar~ ぃ。 



ゴミやホコリの多い巧では、巧用した 
り保管したりしないでください。 


一一クリップで挟む、折り曲げるなど、無 
理な力をかけないでください。 


: T —^アクセス カバーを 開けたり、磁性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
P ] ださい。 

—n 1351 IBia 
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磁性面や金属端子にホコリや水を付け 
ないでください。シンナーやアルコー 
ルなどの溶剤を近づけないでください。 

I 3 H row 




-- クク可一--ク 1 

—クウ— 

ゥク—つゥ 1 

H 

何度も読み書きした FD は使わないで 
ください。 

磨耗した FD を使うと、読み書きでェ 
ラーが生じることがあります。 



の 


テレビやラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 

133 1^ 


信を面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコード や レンズ 用のクリ ーナーなど 
は f まわないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リーナーを f 吏ってください。 




信を面（文字などが目口刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 

の 


@ 

光ゲイスクドフイブのゲータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は f まわ 
ないでください。 


クリーナ CD 

BB 1 


レコード のように回転させて巧かない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 

い。 



感 


シールを 贴らないでください。 




温度差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

の 
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お線 LAN 使用時における 

セキュリティに関するま意 撫線 LAN 搭載時のみ) 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを{吏用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所 
に届くため、セキュリティに関する設をを行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

■通信内容を盗み見6れる 

悪意ある第 S をが、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
• メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第 S 者が、無断で個人や会社内のネッ トワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情巧漏を） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルス などを流し データ やシステムを破壊す る 印皮壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントは、これらの問題に対応するため 
の七キュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品の七キュリティに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施 
されていない場合があります。 

したがって、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アク七スポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
の 七キュ リ テイに 関するすべての設定を マニュアルに 従って行ってください。 


なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方をにより七キュリティ設定が破られること 
もあり得ますので、ご®解の上、ご使用ください。 
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※セキュリティ巧策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情 
により七キュリティの問題が発生してしまった場合、当をは、これによって 
生じた損害に対する責任を負いかねます。 

七キュリティの設をなどに ついて、 お客様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカル七ンターまでお問い合 
わせください。 

当社では、お客様が七キュリティの設をを行わないで使用した場合の問題を+ 
分理解した上で、おを様自身の半 IJ 断と責任においてセキュリティに関する設定 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 


12 



コンヒュータの基本操作 


AC アダプタ/バッテリパックを使う... . 60 
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バッテリ残量がかなくなった!5 .…… ...... 66 
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バッテリの寿命を延ばすには . 69 

バッテリの交換 . 69 

バッテリ保管上のま意 . 71 
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Fn キーと組み合わせて使ラキー . 79 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事項について説明し 
ます。 


r マニュアル中の表記について」 . 

r 本製品の仕様とカスタマイズについて」 
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I マニュアル中の表記について 


本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関する記号 


A 

敢化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想をされる内容を示しています。 


A 

ミち意 


この表示を無視して、誤った取りおいをすると、人が傷害 
を負う可能性がおをされる内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


J!^ 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載していまず。 



参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『栖包品の確認』：本機に添付の『捆包品の確認』を示 
します。 


ra 参照先を示します。 
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fctrl )+r Z 1 


操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

[ 1で囲んだマークはキーボード上のキーを表します。 

〔三厂1は Enter キーを表します。また、 [TTI はのことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに巨口字された文字とは異なる場合があります。 

+の前のキーを巧したまま+のをのキーを巧します。 

この 例では、 （ Ctrl 」 を押したまま （ Z ) を押します。 
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はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品のぶ称を次のように表記しています。 


HDD 


FD 

FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

C □メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモ U —スティック、でげメディアカード、 SD メモ U —力ード 

の総術 


オペレーテイングシステム (0 S ) に関する記述 

本書では、 オペレーティングシステム ( OS ) の名称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows XP 


HDD 容量の記述 


Microsoft® Windows® XP Professional 
Microsoft® Windows® XP Home Edition 


本書では、 HDD 容量を 1 GB (ギガバイト） =1000 MB として記載しています。 

メモリ容量の記述 

本書では、メモリ容量を 1 GB (ギガバイト） =1024 MB として記載しています 
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マニュアル中の表記について 


Windows の画面表示に関する記載方法 
デスクトップ画面 

本書では、 WindowsXP の画面に表示されるを箇所の名称を次のように記載します。 

— デスクトップ 



タスクバー 


も* □巧 句) 

通知領域 


ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載しまず。 

例）^^ [スタート] I : [ OK ] 


画面操作 


本書では 、 Windows XP の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

♦記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer ] をクリックします。 
•実際の操作 

( 1 ) [スタート]をクリックします。 

( 2 ) 表示されたメニューか!5「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

( 3 ) 横に表示されるサブメニューか5 「Internet Explorer ] をクリックします。 
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本製品の仕様とカスタ 7 イズについて 


本製品は、ご購入時におを様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類-メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様にあわせて、お客様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によって必要なマニュアル 

本製品の操作に必要な マニュアルは、 おを様が選択された仕様によって、『ュー 
ザーズ マニュアル』 （本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となる マニュアルは、 下記のとおり別冊 や 電子 
マニュアル などの形式で添付されています。ご確認ください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに収録されている電モマニュアル （ PDF ファイルなど） 

• コンピュータに収録されている電モマニュアル （ r マニュアルびゆ一わ」から閲 
覧） 
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本製品の仕様とカスタマイズについて 
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第 1 胃 

巧い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切り方、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 . 24 

「本機ででさること」 . 26 

「添付されているソフトウェア」 . 27 

「各部の名称と働さ」 . 30 

「コンピュータの設置」 . 35 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . 41 

「 Windows 使用時の確認事項」 . 50 

「電源の切りち」 ........ 56 

















I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品に不足や不良びないかを確認する 

ra 『栖包品の確認』側刪 


本機を使用する前にぶ、要な情報を確認ずる 

Clip -2 

r 安全にお使いいただくために」 

rap -8 

「製品保護上の注意」 

ド 

「マニュアル中の表記について」 

r ^ p -21 

「本製品の仕様とカスタマイズについて」 

C 3 p -24 

「ご使用の前に」 

C 3 p -26 

「本機でできること」 

cap -27 

「添付されているソフトウエア」 

^3 P -30 

「を部のを称と働き」 




コンピュータを設置し、さ機器の接続を行ラ 

口 P .35 「コンピュータの設置」 


電源を入れ、 Windows をセットアップずる 

p .41 「電源の入れ方■と Windows の七ットアップ」 



使用開始！ 
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►ご使用前の確認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機底面には、製品情報が記載された次のラベルが貼られています。本機をご 
使用の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶対に 
はがさないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート.サービ 
スのご案内』側刪の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベルに ert 出 cate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品を購入さ 
れたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを紛失された場合、再発行はできません。 


COA ラベル お問い合わせ情報シール 



サポート-サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内容が詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 








本機ででまること 


本機は、 12.1 型 TFT XGA 液晶 デイス プレイを搭載した B5 サイズのノー ト型 モノくイルコン ピュータです。 
本機では、次のようなことができまず。 



無線 LAN に接続する（オプション） 

p. 136 

USB 機器や IEEE 13日4機器を 
接続して使ラ 


Bluetooth 機器を使う（オプション） 

’历 P . 101 


と 尹 P. 日1 と 尹 P. 171 


FAX モデムで通信する 


が P.1 已〇 


PC 力ードやメモリカード（メモリース 
テイックなど）を使う 


とす ="p. 日3 と 3Pp.97 


音声を入力-出力する 


が P.1 吕〇 


画面表をを調節する 
が付けディスプレイに表をする 

p . 110 AlP p . 113 


指紋認証機能を使ラ 


が P.1 吕3 


省電力機能を使ラ 


ご^ P . 1已已 


メモリを増設•交換する 


が' P .1 フ已 
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I 添付をれているソフトウエア 


購入時、本機にインストールされているソフトウェアと、購入後、必要に応じてインストールするソフ 
トウエアは次のとおりです。 

表中記号の見ち 


巧 

ソフトウェアは添付の CD に収録されています。 

□ 

ソフトウェアは HDD の「消去禁止領域」に収録されています。この領域を削除すると再インス 
トールがでさなくなります。 r 消去禁止領域」は、絶対に削除しないでください。 

r ^ p .82 「消ち禁止領域とは」 


本機にインス I ルされているソフトウエア 

購入時、次のソフトウェアは、本機にインストールされています。 


本機にインス1ルされているソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

• Windows XP 

本機のオペレーティングシステム （ OS ) です。 

か 

Windows XPU カイく UCD 

♦ リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウェアを再 
インストールするためのプログラムです。 

巧 

リカバリツール CD 

♦チップセットドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 

消去禁止領域 

♦ビデオドライバ 

Windows を高解像度.多色で表示するためのドライバです。 

♦サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

♦タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

♦ メモリカードドライバ 

メモリカードスロットを使用するためのドライバです。 

• FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用するためのドライバです。 

♦インスタントキードライバ 

(Fn ) と組み合わせて巧用する機能キーを使用するためのドライバで 
す。 

♦ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用するためのドライバです。 

• ネットワーク切替えツール V 2 

接続先にあわせて、ネットワークの設定を切り替えるためのユーティリ 
ティです。 

• Bluetooth ドライバ（巨 luetooth 搭載時のみ） 

Bluetooth を使用するためのドライバです。設定を行うためのユーティリ 
ティも含まれます。 





























添付されているソフトウエア 


本機にインス1ルされているソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

•無線 LAN ューティ IJ ティ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのューティリティ（ドライバも含む）です。 

消去禁止領域 

•指紋認証ドライバ 

指紋認証機能を使用するためのドライバです。 

•セキュリティチップドライバ 

セキュリティチップ （ TPM ) を使用するためのドライバです。 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷した 
りするためのソフトウェアです。 

• Java 2 Runtime Environment 

Java アプリケーシヨンを実行するためのソフトウェアです。 

• Microsoft .NET Framework 

.NET Framework の開発環境で作成されたソフトウェアなどを使用するた 
めのプログラムです。 

• Windows Media Player 11 

動画や音声を再生するためのソフトウェアです。 

• インフオメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覽するためのューティリ 
ティです。 

•マニュアルびゅ一ね 

本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウェア 
です。 

• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールで 
す。 

• Nero 7 Essentials 廈き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウェアです。 

• WinDVD (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウェアです。 


必要に応じてインス I -ールするソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。 Windows のセットアップ後に必要 
に応じてインストールしてください。 
rap .47 「初期設定ツール」 

^^ p .48 「セットアップ完了後の作業」 


本機にインス1ルされていないソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Norton Internet Security 日0日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺対策機能 
などを備えたセキュリティソフトウエアです。 

消去禁止領域 
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本機にインス!ルされていないソフトウェア 

ソフトウェアの収録場巧 

• i — フィルター 4 30日版 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを防止する Web フィ 
ルタリンダソフトウェアです。 

消去禁止領域 

• マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版 

Web サイトの安全14評価を表示し、危険なサイトへのアクセスを防ぐ Web 
セーフテイツールです。 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを横索する 
ためのソフトウェアです。 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツールバーに、横索サービス 「 goo 」 の検索ボックスを 
追加するためのソフトウェアです。 

♦セキユ IJ ティチップユーティ IJ ティ 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を行うためのューティリティです。 

• 指紋認証ユーティリティ 

指紋認証機能の設定を行うためのューティリティです。 

• 電源管理ツール 

Windows の電源設定と連動して本機の電源が態を管理し、省電力を実行す 
るためのソフトウェアです。 


そのほかのソフトウェア 

次のソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 
广 ai P .253 「システム診断ツールを使う」 


そのほかのソフトウエア 

ソフトウ I アの収録場巧 

• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールで 
す。 HDD 巧のデータを消去することもできます。 

巧 

リカバリツール CD 



消去禁止領域に収録されているソフトウエ 了の1 いックアップ 

書き込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消ち禁 
止領域」に収録されているソフトウエアを、 CD にバックアップすることができ 
ます。 

rS p .263 「バックアップ CD の作成ホ法」 

























I る部の名荷 i と働を 


►正面 



a: LCD ユニット 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画 
面部分の総称です。 

b: LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示し 
ます。 

C ： キーボード 

文字の入力やソフトウュアの操作 
などを行います。 
d: 内蔵マイク為 

音声を本機に取り込みます。 


e : タッチパッド 

タッチパッドを指でなぞることに 
より、画面上のポインタを操作しま 
す。 

f: クリックボタン 

マウスの 左あのボタンに相当しま 
す。 

旨：指紋センサー 

指紋認証機能使用時に、指紋を読み 
取ります。 

h: LCD ラッチ 

LCD ュニットを開くときに押しま 
す。 
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ボタン/スイッチ/ステータス表示ランプ 



a : 無線 LAN スイッチ(が 

無線 LAN の ON/OFF を切り替えます 
(無線 LAN 搭載時のみ機能します)。 
b: タッチパッドボタン曰/X 

タッチパッドの有効/無効を切り替 
えます。 

C： 電源 スイッチむ 

本 機の電源の入/切を行います。ま 
た、スタンバイや休止が態からの復 
帰にも使用できます。 
d: 電源ランプ① 

電源が態を示します。 

緑点げ：通常の状態 
緑点滅： スタンバイ 
消灯：電源切断時または休止が態 
巨：バッテリ巧電ランプ E 

バッテリの充電が態を示します。 
オレンジ 点灯：充電中 
ホ レン ジ点滅：バッテリ残量少 
消な：満充電または電源切断時 


たアクセスランプも 

HDD、 光ディスクドライブへのアク 
セス中に点灯-点滅します。 

有：無席 LAN/ 团 ue1 田〇か状態ランプ (( か0 
無線 LAN および B 山 etoo 化の ON/OFF 
状態を示します（無線 LAN または 
Bluetooth 搭載時のみ機能します)。 

rs P.14Q 「無線 LAN の ON/OFF」 
巧 P.104 「BluetoothS 能の ON/OFF」 
h : Caps Lock ランプを] 

Caps し〇じたキ'一の設定状態を表示しま 
す。点灯しているときは、臣^を押 
さずにアルファべットの大文字を入 
力することができます。 

i : NumLock ランプだ] 

>411111し0じ1<；キ'一の設定が態を表示しま 
す。点なしているときは、数値キー 
モードに設定されています。 


(trtL アクセスランプが点な■点ミ威しているとをに本機の電源を切ったり、再起動した 
じぉぶ。しなし、でくださし、。デ-夕が破損するぉそれがぁ。ます。 














































香部の名称と働さ 


►を側面 



a : 通風孔（排気用） 

本機内部で発生する熱を逃がしま 
す。 

b: VGA コネクタロ 

破晶ディスプレイなど外付けディ 
スプレイ（アナロダタイプ）を接続 
します。 

C ： US 巨コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 
d: IEEE13 日 4 コネクタ 1394 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピン)。 


e. メモリカ ー ドス □ ツト [mMC.SD.MS 

メモリ カー ドをセットし、 データの 
読み出しや書き込み、書き換えを行 
います。 

f: PC カードス□ット G 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットして使用します。 

旨： PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 
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►ち側面-背面 



a: へッドフォン出カコネクタ〇 

スピーカ、ヘッドフォンなどを接続 
します。 

b: マイク入カコネクタぶ' 

マイクを接続します。 

C： US 日コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 
d: 光ディスクドライブ 

光ディスクメディアの読み込みや 
書き込みなどを行います（光ディス 
クドライブにより、巧用できるメ 
ディアや機能は異なります)。 

白：光ディスクドライブアクセスランプ* 
メディアへのアクセス中に点な•点 
滅します。 

f: イジェクトホール* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイが開かなくなつ場合に使用し 
ます。 


有：イジェクトボタン* 

ディスクトレイを開けるときに押 
します。 

h : セキュ U ティ□ックス□ットを！ 

市販の盗難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を接続します。 

i ： モデムコネクタ0 

電話回線と接続します。 

j : LAN コネクタ品 

ネットワークと接続します。 

k : AC アダプタコネクタ 些!^ 

付属の AC アダプタを接続します。 


* 位置は、光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライブの PDF 
マニュアルを ご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルびゆ一わ」 からご覧になれます。 

が2「インフォメーションメニューを{まう」 














さ部の名称と働さ 


侣面 



a : バッテリパック* C ： 内蔵スピーカ 

バッテリパックを装着して、本機を 警告音や音声などを鳴らします。 

使用します。 
b : 通風孔（吸気用） 

本機内部に外気を取り入れます。 

* 本書中の本機イラストは、バッテリパックに輕量バッテリを搭載したモデルを 
使用しています。 

厂 口-6日 「バッテリの種類」 
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コンピュータの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。 

プリンタなどの周辺機器を接続する場合は、 Windows のセッ ト アップ完了後に 
周辺機器に添付のマニュアルを参照して行ってください。 




設置におけるを意 


A 

ま意 


•不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
乂災の危険があります。設置の際は次の点を守ってください。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-ち巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャリングケースやバッグなどに入れない。 

■ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱くな0、低温火傷の 
原因となります。 


各種コードやバッテリパック装着時のを意 


A 

警告 


•めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 
•電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流100 V )か6電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 


A 

ま意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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コンピュータの設置 


設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きます。 

左側面と底面の通風孔をふさがないようにしてください。 



バッテリパックを装着する 

ここでは、軽量バッテリを装着する手順を説明します。長時間バッテリや標準 
バッテリの場合、バッテリパックのおがは異なりますが、手順は同様です。 

2 バッテリパックを装着しまず。 

(1) 本機の底面部を上にして置さます。 

(2) 左側のラッチを□ック解除位置 （ rf ) までスライドさせます。 
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(3) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

(4) バッテリパックを矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

バツテリパック 




出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。バッテリパックだけで 
使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

FS P .64 レくッテリの充電」 










コンピュータの設置 


ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN) を使用ずる場合は、巿版の LAN ケーブルを本機 
背面の LAN コネクタ（品）に接続しまず。 

LAN ケーブルが抜けないように、しっかり差し込んでください。 

インターネットへの接続作業は Windows のセットアップ後に行います。接続 
方法は、通信サービス会社やプロバイダから提供されたマニュアルをご覧く 
ださい。 



電話回線に接続する 


A 

を意 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。 

発熱して义巧の原因とな0ます。 

■構内交換機 （ PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど) 
• 旧 DN 対応公を電話のデジタル側ジャック 


4 FAX モデム機旨目を使巧ずる場 S ホ、電話回線への接続を行いまず。 

( 1 ) 巿販のモジュラコードをモデムコネクタ（已）に「カチッ」と音がするま 
で差し込みます。 

( 2 ) モジュラコードのちラー端を電話回線に差し込みます。 
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AC アダプタを接続ずる 

通常は、 AC アダプタを接続して使用します。 

5 AC アダプタをコンピユータと家庭用電源コンセントに接続しまず。 

( 1 ) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタに接続 
します。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

( 2 ) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



制限 


AC アダプタを接続して使用すると走も、バッテリパックは必ずセットしてく 
ださい。 






















コンピュータの設置 


LCD ユニッ トを開ける 

6 前面の LCD ラッチを巧して、 LCD ユニットを開さまず。 

LCD ュニットは、見やすい角度に調節してください。 


LCD ラッチ 



これでコンピュータの設置は完了です。 
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I 電源の入れ方と Windows のセットアップ 

ここでは、本機を購入後にはじめて電源を入れてから、 Windows を使用できる 
状態にするまでの作業について説明しまず。 

► Windows び巧用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。 


本機の電源を入れる 


Windows のセツトアップ作業を行う 


Windows のセットアツプ作業完了後に必要な作業を行う 


Windows 使用時の確認事項をよ < 読む 


Windows び使用できるようになる 


^電源を入れる前に 


Windows のセツトアップとは 


「 Windows のセットアップ」は、本機にはじめて電源を入れたときにユーザー情 
報などを設定するプログラムです。画面に表示されるメッ七ージに従って、 
セットアップを簡単に行うことができます。 
















電源の入れ方と Windows のセットアップ 


タッチパッドの使いち 

Windows の七ットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


バッド面 



• ボタンをク U ックする 

( 1 ) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

( 2 ) 左クリックボタンを、1回「カチッ」と巧して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

ボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行されます。 



S 面のブ山！ティ た] 



[ OK 1 [ キVンむ a 用必 




— 左クリック 
ボタン 


ボタン ポインタ 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


► 電源の入れ方と Wi ndo WS の起動 


本機の電源の入れ方は次のとおりです。 

1 電源スイッチ（む）を巧して、本機の電源を入れます。電源ランプ（承） 
び点なします。 

電源を入れたときに電源ランプが点灯しない場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 



2 黒い画面の中央に 「EPSON」 と表示され、しば5くすると Windows が起 
動しまず。 

次の調節をして画面を見やすくします。 


•角度 

LCD ュニットを前後に動かします。 

■画面の明るさ 


(Fn )+[ F 5 1(来）:暗くなります。 

(何回かキーを押すと画面表示が消えます。） 

[7；^+广^(田）：明るくなります。 


続いて、 

巧 P ' 


Windows の七ットアップを行います。 
P .44 「 Windows のセットアップ」 






































電源の入れ方と Windows のセットアップ 


^ Windows のセツトアップ 


セットアップ中に入力ずる項目について 

Windows の七ットアップ中に入力する項目の中で、特に注意が必要な項目につ 
いて記載しています。入力の際に参考にしてください。 


• コンピュータ名 

「コンピュータぶ」は、本機をネットワークに接続して使用する場合などに 
必要です。セットアップ時は、すでに任意のコンピュータ名が入力されてい 
ます。 

<ネットワークに接続しない場合> 

七ットアップ時にコンピュータぶを変更する必要はありません。 

<ネットワークに接続する場合> 

ネットワーク上にあるほかのコンピュータ名と重複しないように、コン 
ピュータぶを入力します。 


• パスワード （Windows XP Professional のみ） 

本機を個人で使用/管 a する場合は、任意のパスワードを設ちします儲を 
しなくても問題はありません）。企業などで、使用をとは別に本機を管理す 
るホがいる場合は、管理者の指示に従って入力します。 

このパスワードは、 「 Admimstrator 」 （アカウント）のパスワードです。 
rAdministratorJ (アカウント）でログオンする陵に、このパスワードを入力 
しログオンします。 

パスワードを設定した場合は、絶対にちれないようにしてください。 


•ユーザー名 

ユーザーをは少なくとも1っ入力します。本機を何人かで共同で{ま用する場 
合は、ユーザー名をぃくっか入力すると、 Windows をユーザーごとに切り替 
えて、各ユーザーの構成で巧用することができます。 

- 

「 Administrator 」 （アカウント）について 

r Administrator J (アカウント）とは、すべての機能にアクセスできるシステム 
管理用のユーザーアカウント権限のことです。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


Windows XP のセットアップ 

電源を入れた後、しばらくすると自動的に 「Windows XP セットアップ」画面が 
表示されます。画面の指示に従って、セットアップを行ってください。 

セットアップの流れは、次のとおりです。 


Microsoft Windows へようこそ 

七ットアップを続行するには、[次へ]をクリックします。 


使用許諾契約 

画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設ちします。 

《「同意しません」を選択すると Windows のセットアップが中止されます。 



コンピュータ名 





コンピュータの名前」にコンピュータ名を入力します。 
P .44 「セットアップ中に入力す る 項目に ついて」 



_パスワードの設定_ 

Windows XP Professional をお使いの場合は、 Administrator のノく スワ ■ —ドを入 
力します。 

p .44 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 



インターネットへの接続 

ここでは接続を行いませんので、[省略]をクリックします。 



ユーザー登録 

「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、[次へ]をクリックし 
ます。 

このユ’ —ザー登録は、 Microsoft 社から Windows に関するサポートを受ける 
ためのものではありません。本機のサポートは当社で行っていますので、 
ユーザー登録の必要はありません。 



コンピユータを使用するユーザーの指定 

ここで入力するユーザーぶには、コンピュータの管理者と同等の権限が与 
えられます。少なくともユーザーぶを1つ入力してください。 
p .44 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 



セツトアップの完了 


院了]をクリックすると、自動的に Windows が再起動します。 














電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


_デスクトップ画面の表お_ 

Windows が再起動すると、 Windows のデスクトップ画面が表示されます。 


セットアップの際にユーザーあを2つな上入力した場合は、 Windows の再起 
動後に「ようこそ」画面が表示されます。使用するユーザーあをクリック 
すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更ずる場合びありまず> 


これで Windows XP の七ットアップは完了です。 

続いて、初期設定ツールでソフトウエアのインストールなどを行います。 
r ^ p .47 「初巧設をツール」 



ユーザー登録とライセンス認証（アクティベーション） 

• セットアップ中にスキップしたューザー登録を行う場合は、[スタート]一 
「ファイルをを指定して実行」一 「 REGWIZn / R 」 （□はスペース）を実行し 
ます。ウイザード画面の指示に従ってください。 

• 当社より提供された Windows XP (購入時にコンピュータにインストールされ 
ているものや 、 「Windows XP リカバリ CD J より再インストールを行ったもの） 
は、ライセンス認証を行う必要はありません。 
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►初期設定 ツール 


Windows のセットアップが完了すると、「初巧設をツール」が自動的に起動しま 
す。初巧設をツールは、本機を使用する前に必要な設定を行ったり、ソフト 
ウェアをインストールしたりするためのツールです。画面の指示に従って設定 
を行ってください。 



<イメージ> 


r 有喜サイト対策」画面 

「有害サイト巧策」画面では、本機に標準添付の 「i ーフィルタ ー30 日版 J をイ 

ンストールします。次回 Windows を起動したときに 「 i ーフィルタ- J 画面が 

表示されたら、セットアップを行ってください。 

P .216「 i _ フイルター30日版のセットアップ」 

’ィルター30日版の使用方法は 、 Fa P .157 「トフィルター30日版を巧う J 
をご覧ください。 

本機購入時に、 Web フィルタリングソフトウエアの製品版（オプション）を購 
入された場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 


口 

トフィ 


r セキュリティ設定」画面 

「セキュリティ設を」画面では、次のソフトウェアをインストールします。 


• Norton Internet Security 日0日版 

本機に標準添かの 「Norton Internet Security 90日版」をインストールしまず。 
Norton Internet Security 90日版の使用方法は、『セキュリテイソフト 
ウェアをご使用の前に』（別冊）をご覧ください。 

本機購入時に、セキュリティソフトウェアの製品版（オプション）を購入さ 
れた場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 





































電源の入れ方と Windows のセットアップ 
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• マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版 

本機に標準添付の「マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版」をインストールし 
ます。マカフィー SiteAdvisorP 山 s 30 日版を使用するには、インストール完 
了後にユーザー登録を巧う必要があります。 

P.220 「ユ ■ —ザ'—登録」 

「マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版」の使用方法は、 p . l 52 「Internet 
Explorer の便利な追加機能」をご覧ください。 

r お薦めソフトウェア」画面 

「お薦めソフトウェア」画面では、必要に応じて次のソフトウェアをインストー 
ノレします。 

• JWord 

本機に標準添付の 「 JWord 」 をインストールしまず。 JWord の使用方法は 
ド W P.152 「Internet Explorer の便利な追加機肯自」をご覧ください。 

•邑00スティック 

本機に標準添付の 「 goo スティック」をインストールします。 goo スティック 
の使用方法は 厂 P.152 「Internet Explorer の便利な追加機肯自」をご覧くださ 

い。 



初期設定ツールの起動ち法 

初期設定ツールが自動的に起動しない場合や、初期設定ツールを再実行したい 
場合などは、次の方法で起動することができます。 

[スタート] 一「すべてのプ□グラム」一「初期設定ツール」 


►セツトアップ完了をの作業 


Windows の七ットアップと初期設定ツールの作業が完了したら、次の作業を行 
います。 

ネットワークに接続する 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能（無線 LAN 搭載時のみ）を巧用 
する場合は、ネットワークへの接続を行います。接続を行う際には、ネットワー 
クに関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添付のマニュアルなど 
をご覧ください。 

ra P .131 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 

巧 p ' l 36 「無線 LAN を{まう（オプション）」 


FAX モデムの設定 


FAX モデムを使用してインターネットへ接続する場合は設定を行います。 

P.148 「インターネットに接続するには」 

巧 P.160 「 FAX モデムを使う」 
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指紋認証ユーテイリテイのインス I ル 


指紋認証機能をインストールすると、指紋を登録してパスワードとして使用し 
たり、ファイルを暗を化したりすることができます。購入時には指紋認証ユー 
テイリテイはインストールされていません。必要に応じてインストールを行つ 
:'さぃ。 

1.221「指紋認証ューテイリテイのインスト ■ —ル J 


てくださ 

回 P'2 


Windows Update を行つ 

はじめてインターネットに接続する場合は、はじめに手動で 「Windows Update J 
を行います。 

巧 P. 15 3 「 Windows Update 」 

「Windows Update 」 を行うと、本機の状態を診断して、コンピュータウイルスに 
感染することを防ぐためのプロダラムや最新の機能などがインストールされ、 
Windows を快適に使用することができるようになります。 




I Windows ほ用時の巧認事頃 


「七ットアップ完了後の作業」が終わると、 Windows を{ま用できます。ご{ま用の 
前に次の事項を確認してください。 

^Windows XP の使用方法 


Windows XP の使用方法は、次をご覧ください。 

• Windows のヘルプ 

「ヘルプとサポート」は次の場所から開きまず。 


[スタート]— r ヘルプとサポート」 



> PC お役立ち情報 

「 PC お役立ち情報」は「インフォメ'—シヨンメニコ 
r ^ p .52 「インフォメーションメニューを使う」 


-」から開きます。 
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►2 回目な脚こ電源を入れる 


セットアップ終了後の本機に電源を入れる際は、次の点に注意してください。 


•電源が切れていることを電源ランプで確認してから電源を入れる。 

Windows が省電力状態に移行すると、本機が動作中でも画面の表示が消えて 
いることがあります。電源を入れるつもりで切ってしまわないように注意し 
:さぃ。 

.165 「省電力機能を使う」 


てくだき 


• 電源を入れなおすとさは、20砂程度の間隔を空けてか6電源を入れる。 

電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させま 
す。 


•周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を先に入れる。 

本機よりも先に電源を入れておかないと、本機に認識されない機器がありま 
す。 


制限 


USB フラッシュメモリや USB HDD などの US 巨記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
US 日記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
い。 


►音量の調節 


Windows 起動時にまが鳴らない、または大きすぎるといった場合には、次の操 
作で音量を調節します。 


キー操作 

状態 

(Fn ]+( F 8 1啦パ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除される。 

(Fn 1 + ( F 9 1 ▼ id . 

音量が小さくなる。 

(Fn ) + ( F 10 1▲啦 

音量が大きくなる。 





























Windows 使用時の確認事項 


►インフ オメーシヨ ンメニ ューを 巧う 


本機には、本機に添付されているマニュアルを見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる「インフォメーションメニュー」が搭載され 
ています。 


起動方法 


「インフォメーションメニュー」 は、次の方をで起動します。 


• 1 Fn 1 + r F 4 1 (回）を巧す。 

P '79 「Fn キーと 組み合わせて巧う キー」 

• デスクトップ上の次のアイコンをダブルクリックする。 

お 

因* 

インフォゾーン3 
ンゴニュー 

「インフ オメー シヨン メニュー」 が起動すると次の画面が表示されます。 




マニュアルびゆ一わをご使用の前に 

はじめて 「マニュアルびゆ 一 わ」 から PDF マニュアルを 起動す る 場合に、「使用 
許諾契約書」画面が表示されたときは r Adobe Reader J のセットアップを巧つ 
てください。 

P .214 「Adobe 民 eader のインスト^ール」 一 「セットアップ」手順2〜 
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インフオメーシヨンメニューの項目 

インフオメーシヨンメニューのを 項目の内容は次のとおりです。 

■マニュアルびゅ一わ 

本機に添付され ている 電子 マニュアルを 閲覧す るためのツールです。ュー 
ザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアルや光ディスクドライブの PDF 
マニュアル 、 「Nero 7 Essentials J などのソフ トウ エアに 添付され ているマニュ 
アルを 見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 

電子 マニュアルを 閲覧しようとすると、情報 バーと 呼ばれる Internet Explorer 
のアドレスバーの下ホに r セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセス 
できる アクティブコンテンツは 表示され ないよ う.. • J と警告が表示される場 
合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

コンピュータに関する便利で役立つ情報や用語集を掲載しています。マニュ 
アルとあわせてご覧になり、コンピュータを使用する際の参考にしてくださ 

い。 

■とらぶる解巧ナビ 

技術的な情報やトラブルの解巧ホをを収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 
ra P .2% 「トラブルが発生したら」 

■ユーザーサポートページ （Web) 

技術的な情報、トラブルの解み方をや保証サービスのご案内などを掲載して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

P ^ p .265 「電子マニュアルのダウンロード」 

「ューザーサポートページ」を閲覧するには、インターネットへの接続が必 
要です。 

■サポート情報検索 （Web) 

「とらぶる解みナビ」に収録されていない最新のサポート情報を掲載してい 
ます。「とらぶる解巧ナビ」で本機の不具合が解みできなかった場合にご覧 
ください。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 
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Windows 使用時の確認事項 


• トラブルが解ミ夫しなかった S 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサポートの方法など 
を掲載しています。 マニュアル や当社の ユーザーサ ポー ト ページを参照して 
も、トラブルが解かしない場合にご覽ください。 

►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不安定になった場合、システムの復元機能を使用して、作成してお 
いた復元ポイントまでシステムの状態を戻ずことができます。 

通常、復元ポイントはソフトウ エアの インストールなどを行った際に自動的に 
作成されますが、手動で作成しておくこともできまず。 

口 P .256 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧う 


本機には、外部と接続することで高まる危険から、本機を守るための七キュリ 
ティ機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 
P ^ p .153 「インターネットを使用する際の七キュリティタホ策」 

►画面表示が消えたとまは（省電力機能） 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スタンバイになっています（購入時の設 
定)。この場合は、電源スイッチを押すと元に戻ります。 

ド p .169 「省電力状態から復帰する」 

►Windows CD - ROM を要求をれたとをは 


本体ドライバをインストールしたり、周辺機器を接続したりするときに 
rWindows CD-ROM J を要ホされることがあります。このような場合は、添付 
の 「Windows XP リカバリ CD 」 をセットしてください。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►コント□ールパネルの表示 


コントロールパネルの 表示には、次の2種類があります。 


■「カテゴリの表示」：項目をカテゴリごとにまとめて表示します（初期設定)。 
• 「クラシック表示」：項目をすべて表示します。 


表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示に切り替える」、「カテ 
ゴリの表示に切り替える」をクリックして行います。 

本書では、「カテゴリの表示」形式を前提に記載しています。 



<カテゴ U の表示> 


























I 電源の切り方 


ここでは、電源の切り方について説明します。 


制限 


♦電源を切って、ちラー度入れる場合には、電源を入れるとさに電気回路に与 
える電気的な負荷を減6し、 HDD などの動作を安定させるために、20秒程 
度の間隔を空けてください。 

• アクセスランプ点む-点ミ威中に本機の電源を切ると、収録されているデータ 
が破損するおそれがあります。 

♦本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり、電源プ 
ラグがコンセントに接続されていると、微かな電流が流れています。本機の 
電源を完全に切るには、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッテリパッ 
クを取り外してください。 


► Windows の終了と電源の切り方 


電源を切るときは、必ず Windows を終了させてから電源を切ります。 

1[スター ト ]- [終了オプション]をクリックします。 

2 「コンピユータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックします。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

ゴ接続している周辺機器の電源を切りまず。 

Windows 終了時のま意 

Windows XP を複数のユーザーが{ま用している状態で Windows を終了しようと 
すると、「ほかの人がこのコンピュータにログオンしています。'..」と面面に 
表示されます。この場合は[いいえ]をクリックし、ログオンしているすべて 
のユーザーをログオフしてから、 Windows を終了してください。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►再起動 


電源が入っている状態で、コンピュータを起動しなおすことを「再起動」と言 
います。 

Windows の再起動ち法 

Windows の再起動方をは次のとおりです。 


1[スタート]- r 終了オプション」一「再起動」をクリックしまず。 

次のような場合には、 Windows を再起動する必要があります。 

•使用しているソフトウェアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電源を入れてみてください。 

►八ングアップしたときは 


ソフトウェアや Windows がキーボードやタッチパッドからの入力を受け付け 
ず、何も反応しなくなった状態をレ、ングアップ」と言います。 
ハングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェア 
の強制終了をしても状態が改善されない場合は、強制的に本機の電源を切りま 
す。 

ソフトウェアの強制終了 

ソフトウェアの強制終了ホ法は、次のとおりです。 

1 店 ^ + [7in + 画 為を巧し、 [ Windows タスクマネージャ」を起動しまず。 

2 「アプリケーシヨン」タブか SA ングアップしているソフトウェアを還巧し 
て[タスクの終了]をクリックしまず。 

3 「プ□グラムの終了」画面び表示された6、[ずぐに終了]をクリックします。 
強制的に電源を切る 

r 5 iiri + r 7 in + 际 を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切り 
ます。 

強制的に本機の電源を切るホ掛王、次のとおりです。 

1本機の電源スイッチ（む）を已砂!•ソ上巧し続けまず。 

本機の電源が切れます。 




















電源の切り方 
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第泻 

コンピュータの基本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使い方など、本機 
の基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタ/バッテリパックを使ラ」 ... 60 

「タッチパッドを使ラ」 . 72 

「キーボードを使ラ」 . 76 

「 HDD を使ラ」 ... 81 

「光ディスクドライブを使ラ」 . 83 

「 USB 機器を使ラ」 . 91 

「 PC 力ードを使う」 ... 93 

「メモリカードを使ラ」 . 97 

「巨 luetooth 機能を使う（オプション)」 . 101 

「画面表示をする」 . 110 

「外付けディスプレイに表示する」 . 113 

「サウンド機能を使ラ」 . 120 

「指紋認証機能を使ラ」 . 123 

「ネットワーク馆線 LAN ) を使う」 . 131 

「無線 LAN を使ラ（オプション)」 . 136 

「インターネットに接続するには」 . 148 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」 . 153 

「FAX モデムを使ラ」... . 160 

r 省電力機能を使ラ」 . 165 

「そのほかの機能」. ... 171 
























I AC アダプタ/ルッテリパックをほう 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで使用することができます。 

AC アダプタの接続ホ法は、 P 3 p .39 「 AC アダプタを接続する」をご覧くださ 

い。 

バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能な充電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない攝所や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイホン ( Li - ion ) バッテリを使用しています。 


バッテリの種類 


本機で使用できるバッテリは、次の 3 種類です。 

•軽量/くツテ ！ J ( BT 2201- B . BT 2201- W ) 

•標準/くツテ IJ (巨 T 230 1- 巨、 BT 2301- W ) 

•長日寺 P 苗7くツテ IJ (巨 T 2 曰0]-巨） 

交換用のバッテリを購入される場合は、当社ホームページの「オプション」か 
ら本機のバッテリを選択してください。 

当社ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 

バッテリの交換方法は、 P .69 「バッテリの交換」をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►巧用時のを意 


A 

茜化 
言口 


• バッテリを、指定外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

•本がや付属のバッテリなどを火中に入れたり、火気に近づけたり、加熱した 
り、高温状態で放置したりしないでください。 

破裂などで火傷の原因となります。 

•バッテリの金属端テをショートさせたり、水、コーヒー、ジュースなどの液 
体でめ S さないでください。感電-火災-火傷の原因となります。 

•付属の AC アダプタやバッテリを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定外の AC アダプタやバッテリを使用しないでください。 
感電や火傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定がの AC アダプタやバッテ IJ 、 または分解-改造した AC アダプタ 
やバッテ IJ (当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性や製品に 
関する保証ができません。 

•ルさなお子様の手の届く所にバッテリを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

•バッテリには、落下させる、ぶつける、先の尖ったちので力を加える、強い 
圧力を加えるなど、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れによ0、火傷や化学物寶による被害の原因とな0ます。 

•バッテリ駆動時間が極端に短くなった場合は、当社指定の新しいバッテリと 
交換してください。 

駆動時間が短くなったバッテリは、内部に使用されている電池の消耗度合い 
にば!5つ去が発生している可能性があります。電池の消耗度合いにば6つき 
があるバッテリをそのまま使用し続けると、発熱■発火-破 S の原因となり 
ます。 


A 

ま意 


•付属の AC アダプタやバッテリパックは本機 L ソ外には使用しないでください。 
火傷•火災の危険があります。 

• AC アダプタを毛布や布団で覆わないでください。 

火傷•火災の危険があります。 

•破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

火傷•火災の危険があります。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリパックが破損し 
たり、変形したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセント 
か6抜いて、本機か6バッテリパックを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱•発火-破 S の恐れがあ0ます。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。 

バッテ IJ パックの熱で本機底面が熱<なり、低温火傷の原因となります。 

• AC アダプタの温度の高い部分に、長時間触れないでください。 

ほ温火傷の原因となります。 










AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


AC アダプタやバッテリは、次の注意事項を確認して正しくお使 V 、ください。 

• AC アダプタを使用するとを 

- AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持 
ちますが、故障ではありません。 

• AC アダプタは頻繁に抜き差ししないでください。 

- AC アダプタを接続して使用するときも、バッテリは必ずセットしてくだ 
さい。落電などで電源が切れると、保存されていないデータは失われま 
す。 


■バッテ U を取り付けて使用するとを 

-省'電力が態のまま長時間巧用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電力状態でも電力が消費されています。 
ra p .165 「省電力機能を使う」 

. バッテリだけで使用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、ソ 
フ トウ エアの 動作が遅くなったりする可能性があります。このような場 
合には、省電力状態に移行しないように設をしてください。 
rs p .168 「時間経過で移行させない」 

• バッテリを長期間使用しないとき 

-長期間使用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性があ 
ります。バッテリだけで本機を巧用するときは必ずあ電してから使用し 
てください。 

-バッテリを長巧間充電しないと、過放電になる可能性があります。予防 
のために定期的に充電をしてください。 

^^ p .71 レ'^ッテリ保管上の注意」 



低温環境でのバッテリ性能 

低温の環境では、バッテリの性能がほ下します。これは一時的なものであり、 
常温の環境に戻すと性能が回復します。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►巧用可能時聞 


バッ テリ だけで使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の システム 構 
成、使用環境や状態などによって変化します。 


バッテリの種類 

使用可能時間(満充電の場合） 

Core 2 Duo 搭載時 

Celeron M 搭載時 

輕量バッテリ 

連続約 5.3 時間 

連続あ 4.7 時間 

標準バッテリ 

連続約 8.0 時間 

連続約 7.0 時間 

長時間バッテリ 

連続あ 13.1 時間 

連続的 11. 8時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定ち法 Verl.O に基づいています。 

使用可能時間を延ばず 

バッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。本機では、 
次の方法で使用可能時間を延ばすことができます。 

•省電力状態に移行する 

本機を一定期間操作していないときに省電力状態に移行して、消費電力を抑 
えます。 

ra P .165 「省電力機能を使う」 

•光ディスクドライブの電源を切る 

光ディスクドライブを使用しないときに、光ディスクドライブの電源を切る 
ことができます。 

尸 ^ P.87 「光デ イス クドライブの ON / OFF 」 













AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


►バッテリの巧電 


AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらの状態でも自 
動的に充電が行われます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリ充電ランプ （13) の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅（オレンジ色） 

充電中 

点灯（オレンジ色） 

満充電 

消灯 


充電時間 

低バッテリが態からバッテリの巧電完了までの時間は、次のとおりです。 


バッテリの種類 

コンピュータの動作状態 

電源切断時 

電源が入っている状態 

軽量バッテリ 

約 3.0 時間 

約 3.0 時間* 

標準バッテリ 

約 3.5 時間 

約 3.5 時間* 

長時間バッテリ 

狗 5.0 時間 

約 5.0 時間* 


* コンピュータの巧用が況により差があります。 



温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電化です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 

温をが10〜30での環境で充電すると、最も効率のよい巧電ができます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ巧量の確認 


制限 

本機をバッテリだけで使用している場合、次の2通りの方法でバッテリ残量を 
確認することができます。 

•通知領域の r バッテリ」アイコンの上にポインタをあわせる 


バッテ IJ の特性上、残量が正しく表示されないことがあ0ます。 
な P . 目8「バッテリ残量が正しく表示されないと重は」 



バツテリアイコン 


• プ□パティ画面を開いて確認する 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「電源メーター」タブ 



バッテ IJ の残量 
が表示されます。 






































AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


►バッテリ巧量び少なくなつた6 


バッテリ残量低下の通知 

バッテリ残量が少なくなると、本機は次のように通知（警告）します。 

A バゥ刊沒量ほ下 ix , 

巧美内をを失わないためじ、今すぐ口わ刊をで)英するか、を 
脚こ切り皆えてください。 

a* な ms 防 欄 

バッテリ残量低下を通知する設をは、 ra P .67 レ《ッテリアラームの設を」で 
変更することができます。 


対処方法 

バッテリ残量低下が通知されたら、すぐに次のいずれかの化置を行ってくださ 
い。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していない 
データはすべて失われます。 

■ AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。バッテリ充電ランプ （12^) が 
点灯します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 


制限 


AC アダプタを接続しない場合は、すぐに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
ねれます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


バッテリア ラームの 設定 

バッテリ残量がほ下したときの通知ホ法を次のプロパティ画面から変更でき 
ます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「アラーム」タブ 



アラームを a 知ずる 
バッテ IJ 残量を設定 
します。 


[アラームの 動作]をクリックすると、下記の画面が表示されます。 バッ テリ 
ほ 下 やバッ テリ切れの アラームの 動作を設定できます。 



ク U ックして、 警告 
後のコンピュータ動 
作を選択しまず。 
とす = P .16 巳「省電 
力機能を使ラ」 














































AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


►パッテリ巧量び正しく表示をれないとまは 


バッテリの特性上、ホ電を繰り返すと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしてもバッテリ容量がすぐに化下するような場合は、バッテリのリフ 
レッシュを行ってみてください。 

バッテリのリフレツシユ方法 

バッテリのリフレッシュは、次の手順で行います。 

バッテリのリフレッシュには数時間かかります。 

1 AC アダプタが接続されていることを巧認しまず。 

2本機の電源を入れて、丘りを巧し 、 「BIOS Se 山 P ユーティリティ」を起動 
しまず。 

Fa P .183 「BIOS Setup ユーティリティの 起動」 

3 「 Power 」 メニユー画面 —！ "Start Battery Calibration 」 を選巧し、に厂 | を 
巧ずと 「Battery Calibration U 甘 lity 」 げ起動します。 

4 画面のメッセージの最終行に rit is charging the battery , please wait 」 
と表示された S 、バッテリの巧電が開始されまず。 

バッテリを完全に巧電するには、輕量バッテリでは最大約 3.0 時間、標準バッ 
テリでは最大約 3.5 時間、長時間バッテリでは最大あ 5.0 時間かかります。 
途中で中止したい場合は、電源スイッチを押して本機の電源を切ります。 

ちバッテリび完全に巧電され、画面のメッセージの最終行に r 円 ease remove 
AC adapter 」 と表示された 5、 AC アダプタを抜いてそのまま放置しまず。 

画面のメッセージの最終行に 「PLEASE LEAVE THE BATTERY RUNNING 
OUT OF POWER 」 と表示されて、バッテリの放電が開始されます。 

バッテリを完全に放電するには、軽量バッテリでは狗 3.0 時間、標準バッテ 
リでは狗 4.5 時間、長時間バッテリでは約 8.0 時間かかります。 

途中で中止したい場合は、電源スイッチを押して本機の電源を切ります。 

〇 バッテリの放電び完了すると、自動のに電源び切れまず。 

これでバッテリのリフレッシュは完了です。 

バッテリの充電をする場合は、 AC アダプタを接続してください。 

リフレッシュしてち改善されないとさは 
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バッテリは、消耗品です。バッテリリフレッシュを行って満充電にしても、バッ 
テリ容量がすぐに低下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。 

本機専用の新しいバッテリに交换してください。 










第 2 章コンピュータの基本操作 


►バツテリの寿命を延ばずには 


バッテリは消耗品ですが、バッテリの寿命は、使い方や使用環境によって大き 
くをわります。 

バッテリの劣化を巧え、使用可能時間や寿命を延ばすため、次の事項に注意し 
てください。 

■高温の環境では、バッテリの劣化が早まります。本機やバッテリを、炎天下 
の自動車の中や暖房機の近くなどで巧用したり、放置したりしないでくださ 

い。 

■本機を巧用する、巧用しないにかかわらず、常時 AC アダプタを接続してい 
ると、バッテリの劣化が早まります。1ヶ月に1回程度は本機から AC アダプ 
夕を外して、バッテリの残量が10%程度になるまでバッテリのみで巧用する 
ことをおすすめします。 

■ 1ヶ月な上本機を使用しないときは、本機からバッテリを取り外して保管し 
てください。 

rap .7 i レくッテリ保管上の注意」 

►バツテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、 
バッテリを交換します。 

ここでは、お量バッテリを交換する手順について説明します。 

標準バッテリや長時間バッテリの場合、形状は異なりますが手順は同様です。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタげ接続されている場合はがしまず。 

2 本機の底面部を上にして置きます。 

3 左側のラッチを□ック解除位置 （ rf ) までスライドさせます。 












AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


4バッテリを取りがしまず。 

(1) ち側のラッチを□ック辭除位置 （ rf ) までスライドさせ、そのまま□ック 
解除位置 （ rf ) で固定します。 

(2) バッテリを矢印の方向にスライドさせます。 



5 新しいバッテリを本機にあわせまず。 

(1) バッテリを矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

( 2 ) 左側のラッチを□ック位置 （ a ) までスライドさせます。 

バツテリ 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ保管上のを意 


yTv ルさなおモ様の手の届く場所にバッテリを保管しないでください。 
〇ん、 なめた0すると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、次の事項を守ってください。 

• 液漏れや端子部の腐食を防ぐため、必ずコンピュータ本体から取り外してく 
ださい。 

■端子部のショートを防ぐため、ホやビニールなどの絶縁物に包んでくださ 

い。 

• 高温環境での保管は劣化を早めます。乾燥した冷暗巧で保管してください。 
■満充電が態での保管は劣化を早めます。バッテリ残量は50%程まにして保管 
してください。 

■バッテリに蓄えられた電気は、自己放電により徐々になくなります。バッテ 
リの残量がなくなり過放電状態になると、コンピュータに装着しても充電で 
きなくなることがあります。 

自己放電による過放電を防ぐため、を期的（半年に1回程度）にバッテリ残 
量を50%程度まで充電することをおすすめします。 

► 巧用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン ( Li - ion ) バッテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリヴイクル時のま意 

使用済みのバッテリは、バッテリがショートしないように、端子部にテープを 
貼るかポリ袋などに入れてリサイクル協力店にある充電式電池回収ボックス 
に入れてください。 

不要なバッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでく 
ださい。環境破攘の原因となります。 











I タッチパッドを使ラ 


本機には、タッチパッドが装備されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッドは、次の注意事項を確認して正しくお使いください。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

• パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本な上の指で操作する 
と、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

■起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温をが上 
がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一を 
切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 


ポインタの移動 


タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し指 
をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポインタが移 
動しまず。 


ポインタ 



〔 0K 〕 I IfV'AUV II 巧巧 W 1 



左クリックボタン ちクリックボタン 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


ク U ック 


ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 


ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 
左クリックボタンを「カチカチッ J と2回押すのと同じ操作です。 



W 

、 

し 

1 




ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 



スク□ール 

上下のスクロールは、パッドの 右端に指を触れて前後に動かします。左右の ス 
クロールは、パッドの 下部に指を触れて左右に動かします。 
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タッチパッドを使ラ 


►タッチパツド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッド機能を無効にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたってポインタが動いて 
しまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチパッド機 
能を一時的に OFF にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切り替えは、タッチパッドボタン（目/ X )で行い 
ます。 

ボタンを押すたびに、タッチパッドの ON / OFF が切り替わります。 



►タッチパッドユーティリテイを巧う 


タッチパッドユーティリティでを種設定を行うと、タッチパッドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッドユーティリティ画面の表示方法は次のとおりです。 

1 通知領域の「ポインティングデバイス」アイコンをクリックして、「ポイン 
テイングデバイスのプ□パテイ」を還択しまず。 


3 

<ポインティングデ/ (イスアイコン> 

2 「マウスのプ□パテイ」画面が表示された5、「デバイス設定」タブー[設定] 
をクリックしまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


3 「デバイス設定 ： Synaptics TouchPad 〜 」画面が表示された S 、 各種設 
定を行いまず。 

「アイテムの選択」から設定したい項目を選択して、を種設定を行います。 



設定項目を選択しま 
す。 

各種設定を行いまず。 


設定項目の説明が表 
示されまず。 


► USB マウス（オプション）のち続 


本機右側面および左側面の USB コネクタ （• i ^) にオプションの USB マウスを 
接続して{をうことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 































I キーボードをほラ _ 

本機には、日本語対応85キーボードが標準で搭載されていまず。 

►キーの種類と役割 


入カキー 


85個のキーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 

購入時にローマ字キーボードを選択された場合、キートップ（キーの上面） 
ひらがなの印字はありませんが、基本的な機能は同じです。 

a: 


3 [凹図回四同回匿 

||F8 || ||F9 IIIFIO llFII IlF 巧1[~]|巧側|||ゎ5が1|§3«!1 幻 e| 

|l か。1, |l ，な JU * 巧 ILScrUc ■心加叫| II BrealJ II PrtScJ^ysRa| 

#が ！ " # * 置う％え &ち 1 ' 

S 覃 1 1 め 2 ふ 3 あ 4 5 5 え 6 お I 7 

ゃ （ゅぃ を = 〜 1 1 Back T 

や 8 ゅ 9 ょ 0 ね-ほ A へ ¥-1 S 阳 

な . 卜 ， Q W E ぃ R T Y I 

イ と て い す か ん I 

U 1 , 〇 P ' ;「 -ter 

な に ら せ @ ■ 4-> 

Caps LockI A S D F G H 

夷を ■ち と し は き 

J K L + * ) J 

ま の り：れ：け J む Enter 

なか。 || 鬥 |X さ C モ V ひ日こ 

N M < 小。？ - f - い 0 

み も .ね!. 5 / 妨 |\ろ >PgUp Shfft 


レ 町 [图以 卜1 _ 兰區心 山 J 立 [ i 。 立 


b: C ： d: e: 


a: 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウエアによって異なります。 

b: Fn キー 

制御キーの1つです。 

キートップに青色で印字され てい 
る機能キーと組み合わせて使用し 
ます。 

rS P .79 「 Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 


C： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 

d: 文字キー 

英數字や記号の入力、日本語入カシ 
ステムを利用して漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e: 数値キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと して 
使用し、数字•演算子などを入力し 
ます。 ( Fn ] +[NumLkl を押して数値 
キーと 文字 キーを 切り替えます。 
FS P .78 「數値キー入カモード」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►文宇を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に巧字された文字が入力されます。 
入カモードによって入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをそのまま入 
力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットでローマ字を 

入力し、漢字やひらがななどに変換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入力し、 
漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

(513 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カモードの口ーマ字入力とかな入力の設定は日本語乂カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使し、ち 


MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。ボタンをク 
リックしてを設をを行ったり、ヘルプを参照したりします。 



a: b: c: 


a: 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b: ヘルプ 

日本語入力の詳しい説明を見ることができます。 

C： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されていない状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 

MS - IME が外の日本語入カシステムを使用する攝合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルを ご覧ください。 


















キーボードを使ラ 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

rFi 7] + &]；] を押すと、 NumLock ランプ （ fl ) が点灯して、文字キーの一部 
が数値キーとしてイ吏用できます。さらにを押しながら数値キーを押すと、 
矢巨ロキーなどとして使用できます。 


数値 キー 


〔Shift I を巧したとを 




アルファベットの入力 

アルファべ ットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

[Shift 1+ 〔caps Lock I 


大文字に固定したが態のまま小文字を入力するには、 （ shifQ を押しながら文字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、を押した状態でもう一度區互3を押しま 
す。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Fn キーと組み合わせて巧うキー 


キート ップに青色で巨口字されている機能キーは、と,祖み合わせて実行し 
ます。 


キーの組み合わせ 

機肯目 

(Fn 1 + 1 F 1 1 ピ 

省電力状態（購入時の設定はスタンバイ）に移行 
します。 

rs p.165 「省電力機能を使う」 

(Fn 1+1 口 1 0 

B 山 etoo 化機能の ON / OFF を切り替えます。 
rW P.104「B 山 etooth 機能の ON / OFF 」 

1 Fn 1 + 「 R3 1 Qnn 

化ディスクドライブの ON / OFF を切りをえます。 
rS p .87 「光ディスクドライブの ON/OFFJ 

(Fn )+( F4 ) 回 

インフォメ'ーションメ ニュ' —を起動します。 
rs p.52 「インフォメーションメニューを使う」 

1 Fn 1+( F5 1奈 

LCD 画面を暗くします。 
rS p . llO 「 LCD ュニットの設定」 

(Fn 川 F6 1 田 

LCD 画面を明るくします。 
rs p . lio 「 LCD ュニットの設定」 

[Fn 川 F 7 1画/ □ 

表示装置（外付けディスプレイと LCD 画面）を切 
りをえます。 

ra P.115 「画面を切り替えるには」 

(Fn ]+( F8 1啦パ 

スピーカのミュート（消音）の ON / OFF を切り替え 
ます。 

P.120 「音量の調節」 

(Fn 川 F9 ) ▼づ， 

スピーカの音量を小さくしまず。 

ド 3^ P.12Q 「音量の調節」 

(Fn 1+( F10 1▲啦 

スピーカの音量を大きくしまず。 

ド3 P.12Q 「音量の調節」 

1 Fn 1 + |ScrLk) 

ソフトウェアによって機能が異なりまず。詳しく 
は、ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

1 Fn 1 + (NumLk) 

数値キー入カモードに切り替えます。 
ra P.78 「数値キー入カモード」 

1 Fn 1+1 PrtSc ) 

デスクトップ面面をコピーしてクリップボードに 
保存します。 

(Fn 1 + ( End 1 

行の最後に移動します。* 

(Fn 1 + (Home) 

行の最初に移動します。* 

(Fn )+(PgUp) 

前のページに移動します。* 

(Fn 1 +(PgDn) 

次のページに移動します。* 


* ソフトウエアによっては、機能が異なる場合があります。 
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キーボードを使ラ 


►入カキーの機能の入れ替え 


キーボード左下にあるとその隣の区の機能を入れ替えることができ 
ます。 




キーの機能を入れ替える場合は、 BIOS の設定値を次のようにを更してくださ 

い。 

「 Advanced 」 メニユー画面 - 「Exchange FN & CTRL Key」 ： Enabled (有効) 

購入時は、 「 Disabled 」 に設定されています。 

p .183 「BIOS S 幻 up ユーテイリテイの操作」 
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HDD を使ラ 


本機には、シリアル ATA 仕様の HDD レ、ードディスクドライブ）が内蔵されて 
います。 

HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


制限 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、 CD メディアや外付け HDD などにバッ 
クアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータが消失 
してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に抑える 
ことができます。 

バックアップホをは、 巧 P .261 「データのバックアップ」をご覧ください。 

►購入時の HDD 領域について 

購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

く通常> 


• HDD のアクセスランプ点む•点ミ威中に、本機の電源を切ったり、再起動した 
りしないでください。アクセスランプ点む•点ミ疏中は、コンピュータが HDD 
に対してデータの読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内 
部のデータが破損するおそれがあります。 

• 本機を落とした0、ぶつけたりして衝撃を与えると HDD が故障するおそれが 
あります。衝撃をちえないよラにま意してください。また、持ち運ぶときは 
専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはで去ません。 


ドライブ （領域） 

容量 

消ち禁止領域 

約 2 GB * 

C ドライブ 

残り 


< HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ （領域） 

容量 

消ち禁止領域 

あ) 2 GB * 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 


* 消ち禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 
すべてのドライブは NTFS ファイルシステムでフォーマットされていまず。 


























HDD を使ラ 



HD □設定変更 サービス 

HDD 設を変更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ 、 D 
ドライブに分割したが態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 


消ま禁止領域とは 

「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアを再インストールするた 
めのデータが登録されています。 

この領域は「マイコンピュータ」では表示されませんが、 Windows のインストー 
ル時に表示されます。この領域は、 鮑対に削除しないでくだタレ、。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウェアのインストールができなくな 
ります。 

「消去禁止領域」のデータは、 CD にコピーレくックアップ）することもできます。 
rS p .263 レくックアップ CD の作胞 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を2つの HDD 領域把ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


消ま禁止領域 



C ドライブ 



□だ 

，イブ 

消ま禁止領域 

1 

\ 



X 



HDD 



C ドライブを分割する場合は、 Windows の再インストールが必要です。 
詳しくは、 ^ aP .269 「 C ドライブを分割-変更する」をご覧ください。 
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I 光ディスクドライブをほう 

光ディスクドライブは、光ディスクメディアを巧用するための機器です。購入 
時に選がされた光ディスクドライブにより、機能や使用できるメディアは異な 
ります。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧いホについて説明します。 

なお、購入時の選択によっては、光ディスクドライブが搭載されていない場合 
もあります。 




A 光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでくださ 

_しん内部で兩び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを 

ミ主意険があ0ます。 


Jl^ 

制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□一 
ル CD 」 などの特殊ディスクについては、動作保証していません。本機にて動作 
しない特殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


► ドライブの機能と使える巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの種類によって、メディアへの書き込みや DVD の再生な 
ど、イまえる機能が異なります。 

お使いの光ディスクドライブでイまえる機能とメディアの種類は、次をご覧くだ 
さい。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一『光ディスク 
ドライブ取扱説明書』 

光ディスクメディアの違いについての簡単な説明は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 
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光ディスクドライブを使ラ 


►巧ディスクメディアのセツトと取り出し 

化デイスクメディアのセットと取り出しホをについて説明します。 


制限 


•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取0出した0、本機の電源を 
切ったり、再起動しないでください。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに触れた0、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくな0ます。 

■必要な場合なかは、ディスクトレイは閉じておいてください。 

• 結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
6暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因にな0ます。 

■精円などのほ常と異なった形状のメディアは使用でをません。 


セツトち法 


1 イジエクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 



2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

化学 レンズに 触れたり、傷つけたりしないでください。メディアのデータが 
読めなくなります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音がずるまで 
はめ&みまず。 



4 ディスクトレイを静かに聞じます。 

取り出し方法 

1 アクセスランプび点な-点滅していないことを確認して、イジェクトボタン 
を巧しまず。 

艺 ディスクトレイびかし飛び出した6、そのまままっすぐ引き出しまず。 

3 メディアをディスクトレイか5取り出しまず。 

4 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じまず。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウェアによっては独自の取り出しホ法でないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 











光ディスクドライブを使ラ 


►強制的な巧ディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

■光ディスクドライブが故障して、メディアが取0出せない場合 
• メディアをセットしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 

1 本機の電源び入っている場合は、電源を切りまず。 

rs P .56 「電源の切りホ」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたよラ 
なもの）を差し込みまず。 



3 ディスクトレイげかし飛び出しまず。そのまま手でまっすぐ引さ出しまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►がディスクドライブの ON/OFF 


本機では、本機の電源が入った状態で、光ディスクドライブの電源を簡単に ON / 
OFF できます。光ディスクドライブを巧用していないときに光ディスクドライ 
ブを OFF にして消費電力を抑えることができます。 

起動時の光ディスクドライブは常に ON になり、通知領域に「取り外し」アイコ 
ンが表示されています。 



<取り外しアイコン> 


お限 

ON/OFF ち法 

光ディスクドライブの ON / OFF は、次のキー操作で行います。 

1 Fn 1 + ( F3 ] ( の DD) 

キーを押すたびに、 ON / OFF を切り替えることができます。 

アイコンか日 OFF にする 

通知領域のアイコンから光ディスクドライブを OFF にする手順は、次のとおり 
です。 

1 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

2 表示されたメニユーか5「（光ディスクドライブ名）一--•をを全に取り 
夕1•しまず」を選択し、クリックしまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 


光ディスクドライブを OFF にしてち、省電力状態か6復帰すると、光ディスク 
ドライブは自動的に ON になります。 


MATSH 打 A UJDA 775 DVD / CDRW - ドライブの:）をちをに巧りホします 



「マイ コンピュータ」 や 「エクスプローラ」 から、 光ディスク ドライブの表示 
が消えていたら、電源は切れています。 

光ディスクドライブを巧用するときは、キー操作で ON にします。 

















光ディスクドライブを使ラ 


► CD メディアの読み込み • 再生 


化ディスクドライブでは、データ CD を読み这めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 



メディアの再生 

本機に装着されている化ディスクドライブは、メディアの認識に時間がかかる 
ことがありますが、不具合ではありません。 

また、メディアの種類によっては、再生中に振動することがありますが、故障 
ではありません。 


► DVD メディアの読み込み • 再生 


本機の光ディスクドライブでは、データが登録された DVD メディアを読み込め 
るほかに、ビデオ編集ソフトで作成した DVD などの再生ができます。再生には、 
DVD VIDEO 再生のためのソフトウエアが必要です。 


DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には、 「 WinDVD 」 を使用します。 

WinDVD は、次の場所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「InterVideo WinDVD 」一 
rinterVideo WinDVD for EPSON 」 

WinDVD の使用方法は、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD VI DEO 再生時の制限 

rWinDVDJ で DVD VIDEO の再生をする場合、解像度や色数の設定により 、 DVD 
VIDEO の再生ができないことがあります。 

DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を下げてみてください。 
rs p .112 「解像度や表示色のを更ホを」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►がディスクメディアへの書き込み 


書き泣み機能のある光ディスクドライブでは、データ、ま楽、画像などを化 
ディスクメディアに書き込むことができます。書き込み可能なメディアはお使 
いの光ディスクドライブにより異なります。 

書き込み可能なメディアについては、光ディスクドライブの PDF マニュアルを 
ご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一『光ディスク 
ドライブ取扱説明書』 


jtnL 作成した DVD VIDEO は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の DVD 

4, ^ プレイヤーでは再生でさない場合があります。 

制限 

ライティングソフト 

書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必要です。書き込み機能 
のある光ディスクドライブを選択された場合、本機にはライティングソフト 
「Nero 7 Essentials 」 がインストールされています。 

广 W P .90 「Nero 7 Essentials の使い方」 


書き込み時のを意 


書き込みを行う場合は、次の点に注意してください。 

• 省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に、 Windows が省電力状態に切りをわると、データ 
転送 エラーが 起き、書き込みに失敗する場合があります。 

書き这みを始める前に、省電力機能を無効にしてください。 

FS p .168 「時間経過で移行させない」 

■速度に対応した光ディスクディスクメディアを選ぶ 

書き込みを行う場合は、お使いの光ディスクディスクドライブの書き这み速 
度に対応したメディアを使用してください。 

光ディスクディスクドライブの書き这み速度は、光ディスクディスクドライ 
ブの PDF マニュアルで確認できます。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一『光ディスク 
ドライブ取扱説明書』 









光ディスクドライブを使ラ 


^Nero 7 Essentials の使し、方 


ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 を巧用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータやを楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 


使いち 

Nero 7 Essentials を起動するには、デスクトップ上の次の 「 Nero 」 アイコンをダ 
ブルクリックします。 

霞 

Nero 

starts ma ... 

く Nero アイコン> 

Nero 7 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覽ください。 

• 「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」一 「 CD / DVD / 日 D を使う」 
•「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一 「Nero ユーザー ガ 
イド」 

InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCDJ でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

InCD の詳しい巧用ちをは、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゆ一わ」一 「 InCD ユー 
ザーマニュアル」 


制限 


• InCD で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 DVD-RAM 
のみです。 

• InCD で フォーマツ トしたメディアは Nero 7 Essentials で書き込みを行う 
ことはできません。書き込みを行う場合は 、 Nero 7 Essentials で「ディス 
クの消去」を行ってください。 


有償アップグレードについて 

本機にインストールされている Nero 7 Essentials は、 Nero 製品版 「Nero 7 Premium 」 
に特削優待価格でアップグレードすることができます。アップグレードをご希 
望のちは、デスクトップ上の 「 Nero オンラインアップグレード」から申し込み 
を行ってください。 

Nero オンライン 
アップクレード 










I USB 機器をほう 


本機には、 USB 2.0 に対応した USB コネクタが右側面に2個および左側面に1個、 
合計3個装備されています。 

USB コネクタには USB 対応の機器を接続します。3個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを使用しても構いません。接続する機器によっては、デバ 
イスドライバが必要な場合があります。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 


ft 

制限 


USB フラッシュメモリや USB HDD などの US 巨記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
US 日記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
い。 



USB 2.0 の輯送速度 

USB 2.0 のデータの 転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 USB 
コネクタに 接続す るすべての 周辺機器で共用します。 そのため、 転送速度は接 
続する周辺機器が増えると低下します。 

► USB 機器の接続と取りかし 


USB 機器の接続や取り外しは、本機の電源が入っているが態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 

USB 機器の接続方沿よ、次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（一台:）に接続します。 
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USB 機器を使ラ 


2 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 

光ディスクドライブが ON の場合、「取り外し J アイコンはすでに表示されて 
います。 


1 

<取り外しアイコン> 


取り外し 


USB 機器を取り外すには、次の2通りの方をがあります。 

•通な領域に「取り外し」アイコンが表示されていない場合、または本機の電 
源を切ったあとはそのまま USB 機器を取り外す。 

•通な領域に「取り外し」アイコンが表示されている場合、 Windows 上で USB 
機器の終了処 a をした後に取り外す。 

USB 機器の終了処理は、次の手順で行います。 

1 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

2 表示されたメニユーか5 r (取りがしたい USB 機器）一--•をま全に取り 
がしまず」を選択しまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 

3 「ハードウェアの取りがし」メッセージび表示された5、 USB 機器を本機か 
6取りがしまず。 
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PC 力ードを使ラ 


本機の左側面には、 PC カードスロットが搭載されています。本機では 、 PC Card 
S は ndard に準拠した次のカードを装着することができます。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

1 スロット CardBus 対応 


PC カードのおがによっては装着できないカードがあります。 



PC 力ードス□ット 



i!^ 

が限 


■ FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用途中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があります。これ6のカードを使用 
するとさは、省電力状態を無効にしてください。 

P.168 「時間経過で移行させない」 

■ PC 力ードス□ットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴6ない FAX モデムカードもあります。これは 、 CardBus 
の仕様によるちので故障ではあ0ません。 
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PC 力ードを使ラ 


► PC 力ードのセツトと取0かし 


Jl^ 

制限 


• PC 力ードを取り扱ラとをは、あ6かじめ金属製のをのに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC 力ードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があ0ます。 

• PC カードは、電源を切6ずに抜き差しすることができます。ただし、省電力 
状態では PC カードの抜き差しを行わないでください。システムが正常に動作 
しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードは、次の手順で七ットします。 

1 PC 力ードス□ットにダミーカードびセットされてし、る場 S ま、 P .9 已 ["PC 
力ードの取りがし」の手順2、3を参照してダミーカードを取りがしまず。 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トにセットしておき 
ます。 



2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し这みます。 



3 コンピュータの電源び切れている場合は、電源を入れまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


4 認識されると PC 力ードび使用できます。 

正しく PC カードが七ットされると認識音が鳴り、通知領巧に「取り外し J ア 
イコンが表示されます。 

光ディスクドライブが ON の場合、「取り外し」アイコンはすでに表示されて 
います。 


圍 

<取りかしアイコン> 


PC カードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは、 PC 
力ードに添付の マニュアルを ご覧ください。 


PC カードの取り外し 

PC カードは、次の手順で取り外します。 


( triL 本機にセットされていた PC 力ードは、高温になってし)る可能性があります。取 

じぉぶ害際はミち意してくださし、 


1 PC 力ードの終了処理を巧ラか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処 a は、次の手順で行います。 

( 1 ) 通知領域の「取りがし」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューから r (取り外したい PC 力ード）一.-■を安全に取り 
かします」を選択します。 


3 


PCMCIA TDE/ATAPT Controller • 


■な M 設巧况孤;1巧. 


複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう?主意してく 
ださい。 

(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された6、 PC カードの終了処 
理は完了です。 













PC 力ードを使ラ 


2 PC 力ードイジェクトボタンを「カチッ」と音がするまで巧ずと、イジェク 
トボタンび出てさまず。 



3 出てきた PC 力ードイジェクトボタンを再び巧し&むと、 PC 力ードび出ま 
ず。 



4 出てきた PC 力ードをまつずぐに引き抜きまず。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 



5 グミーカー ドを PC 力ードス□ットにセットしまず。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 
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I メモリ カー ドをほう 


本機左側面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードは、 
デジタルカメラなどで使用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に使 
われます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



メモリカードス□ット 


►本機で巧用でをるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカード （ SDHC 対応）の3種類です。下記のイラスト 
は、をメモリカード表面のイラストです。 


MULTI 

MEDIA 

CARD 


くメモリースティック> くマルチメディアカード> 

ぶ夕〇 


SD Memory Card 



<SD メモ ij ーカード> 


制限 


• メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

• メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキユリ 
ティ機能には対応していません。 
































メモ u 力ードを使ラ 


メモリカード使用時のを意 


メモリカー ドを使用する前に、必ずお読みください。 

• メモリカードにアクセス中は、メモリカードを抜かないでください。 

• メモリカードを七ットすると、本機からカードが 1.5 cm 〜 2.5 cm 飛び出したが 
態になります。メモリカードをセットしたが態で、本機を持ち運ぶときは、 
メモリカードを破損しないように注意してください。本機をバッグなどに入 
れる場合には、必ずメモリカードを取り出してください。 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

• メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを使用するときは、を電力機能を巧 

、でください。 

.168 「時間経過で移行させない J 


用しない一 

ra が 


メモリカードのフオーマット 

メモリカードのフォーマットは必ず、メモリカードを{ま用するデジタルカメラ 
などの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フォーマッ トの方法は、周辺機器に添付の マニュアルを ご覧ください。 


► メモリカードのセツトと取0出し 


メモリカードを巧用する前に、必ず「メモリカード使用時の注意」をお読みく 
ださい。 

P .98 「メモリカード巧用時の注意」 

メモリカードのセット 

メモリカードは、次の手順でセットします。 

1 メモリカードス□ットにダ S - 力ードがセットされている場合は、ダ S - 
力ードの下側に手をかけてまっすぐに引き巧き、取りがします。 

ダミーカードはメモリカードを使用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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2 メモリカードをメモリカードス□ットに挿入します。 

メモリカードの表面を上にして、カードが止まるまで押し込みます。 
メモリカードの表面は、「本機で使用できるメモリカード」をご覧ください。 
ra P .97 「本機で巧用できるメモリカード」 



正しくセットしても、メモリカードはスロットから 1.5 cm 〜 2.5 cm 出たままに 
なります。メモリカードをセットした状態で本機を持ち運ぶ際は、注意して 
ください。本機をバッグなどに入れる場合には、必ずメモリカードを取り出 
してください。 



3 認識されると、メモリカードげ使用できまず。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 
光ディスクドライブが ON の場合、「取り外し」アイコンはすでに表示されて 
います。 


国 

<取りかしアイコン> 




メモ u 力ードを使ラ 


メモリカードの取り出し 

メモリカードは、次の手順で取り出します。 


1 メモリカードの終了処理を巧ラか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了処理は、次の手順で行います。 

( 1 ) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか5、 r (取り外したいメモリカード）一--•を安全に 
取り外します」を選択します。 


2 


SD 1 Device - 


ISgM 任I左ミ孔細な E ミ 




複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してく 
ださい。 

(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された6、メモリカードの終 
了処理は完了です。 

メモリカードをまつずぐに引を巧きまず。 



取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合はダミーカードをセットしておきま 
す。 
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I Bluetooth 機能を使う（オプション) 


本機は、 Bluetooth 機能を搭載しています。 B 山 etooth とは、無線の通信ホ式の1つ 
です。 

ここでは、 Bhietoo 化機能の基本的な巧い方について簡単に説明しています。 

Bluet 00か機能ででさること 

本機では、 B 山 etoo 化機能を巧用して、次のようなことができます。 

• Bluetooth 対応の周辺機器の使用 

マウス、プリンタ、カメラ、ステレオへッドフォン、へッドセット、携帯電 
話、ワイヤレスモデムステーション、アクセスポイントなど。 

■日 luetooth 機能を搭載しているコンピュータや PDA とデータの送受信 



仕様 


本機に搭載されている B 山 etoo 化機能の仕様は、次のとおりです。 


規格 

周波数帯 

B 山 etoo 化標準規格 Ver 2.0 + EDR 

2.4GHz 


Bluetooth 機能の使いち 

本機では、 B 山 etoo 化ユーティリティ 「B 山 eSoleil 」 を巧って周辺機器やほかのコ 
ンピュータと通信します。 B 山 eSoleil の詳しい操作ホをは、ヘルプを参照してく 
ださい。ヘルプの起動ホ法は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の 「Bluetooth の場刷アイコンをダブルクリックしまず。 

巧 

目 lu が00 化の 巧 
巧 

2 「Bluetooth の場刷画面び表示された5、を巧しまず。 
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Bluetooth 機能を使う（オプション) 


► Bluetooth 機能をお使いの前に 


A 

茜化 
言口 


♦航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むときは、本 
機の電源を切るか電波を停止してください。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
ら、本機の電源を切ってください。 

• 医療機関の屋内で本機を使用するときは、次のことを守ってください。 

-手術室■集中治療室り CU ) ■冠状動脈疾患監視室に CU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、 
本機の電源を切る。 

•植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
巨 luetooth 機能を使用するときは、装着部と本機の間を上離してく 
ださい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

•巨 luetooth 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くで使用 
しないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


電波に関ずるま意 


B 山 etoo 化機能は、電波に関する次の注意事項を確認して正しくお使いください。 

•本機の Bluetooth 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の 
Blu 別00化機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。 

•本機の Bhietoo 也機能は、技術基準適合証明を受けていますので、本機を分解 
/改造すると法律で罰せられることがあります。 

• 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの近くで通信すると、双方の 
処理速度が落ちる場合があります。電子レンジ付近の磯攝、静電気、電波障 
害が発生するところでは、使用しないでください觸境により電波が届かな 
い場合があります)。 
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通信可能な距離 


il^ 

制限 

通信時の確認事項 


制限 


• 本機の Bhie 阳〇化機能の使用する電波が、次の機器や無線局と電波干渉するお 
それがあります。 

-産業用、科学用、医療用の機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万'一、本機の Blue 阳〇也機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 

• B 山別00也と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると 
電波が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があり 
まず。接続に支障がある場合は、 Bill 別00化、無線 LAN のいずれかの使用を中 
止してください。 

•本製品は電波を利用したワイヤレス機器です。本製品を使用する環境によっ 
ては通信速度の低下や、接続が一時的に切断されるなどの現象が発生する場 
合もありますが、故障ではありません。 


Bluetoo 也で通信可能な距離は、 10 m が内でず。 Bluetooth 通信を行うときは、本 
機と通信を行う機器とを 10 m が内に設置してください。 

推奨される通信距離は 3 m が内です。 


通信可能距離は] Om 政内ですが、通信機器間の障害物や電波状況、磁場、静電 
気、電波障害の発生する場所、使用するソフトウェア、日 S 、 通信する機器の受 
信感度、アンテナ性能などによって、変化する可能性があります。通信で重ない 
場合は、通信する機器を本機の近くに設置してください。 


• 使用する機器が B 山別〇〇化サービスに対応していることを確認してください。 
•本機と使用する機器が次の状態であることを確認してください。 

-通信可能な距離にある 
-接続可能な状態である 
• Bluetooth 機能が有劾になっている 

•本機と複歎の B 山別00也機器で通信する場合、通信速度が低下する場合があり 
まず。 

• 大容量データを送受信する場合は、途中で通信が途切れることがありまず。 
その場合は、再度送受信してください。 


• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態へ復帰でさない場合があ0ます。 

• Windows の簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は团 uetooth 
機能を使用でさません。再起動して□グオンしてください。 

• 制限ユーザーでお使いの場合、一部の機能が制限されます。 
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Bluetooth 機能を使う（オプション) 


► Bluetooth 機能の ON/OFF 


B 山 etoo 化 機能を巧用する場合は、次のキー操作で 、 B 山 etoo 化 機能を ON (有珊 
にします。 

r^+rF2i ( 贷） 

P .79「 Fn キーと化み合わせて使うキ ー 」 

購入時 、 B 山別〇〇化 機能は OFF 撫効）になっています。 

キーを押すたびに、 ON と OFF が切りをわります。 


制限 

Bluetooth 状態ランプ 

B 山 etoo 化の ON / OFF の状態は、無線 LAN/B 山 etoo 化 状態ランプ（(<が©)で確認で 

きます。 


日 luetooth 機能を ON にしていても、休止状態に移行したり、シャツトダウンし 
たりすると团 uetooth 機能は自動的に OFF になります。その場合は、キー操作 
で再度 Bluetooth 機能を ON にしてください。 


巨 luetooth の状態 

巨 luetooth 状態ランプ 

ON 

点灯（ホレンジを）* 

OFF 

消灯 


>B 山 etoo 化 機能と無線 LAN を同時に ON にすると、ランプの色は黄色になります。 


① 回みか 

/贷台 6 

• 



無泉 LAN / 日 luetooth ；! 犬態ランプ (( か 0 
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► Bluetooth 巧旅の周进機器を巧用ずる 


Bluetooth 対応のマウスやキーボードなどの周辺機器を使用する方法について説 
明します。周辺機器に添付の取キ及説明書もあわせて参照ください。 

周辺機器の検出-接続 

新規で周辺機器を使用する場合には、周辺機器を検出して接続します。 



目 luetooth パスキー ( PIN コード） 

周の機器によっては、初回接続時に、 B 山 etoo 化パ スキー (PIN コード） の入力 
を促す画面が表示される場合があります。あらかじめ周辺機器の取あ説明書を 
参照し、パス キーの 入力が必要かどうか確認しておいてください。 


1 本機と周辺機器を lOmlU 内に設置しまず。 

cap . 103「通信可能な距離 J 

2 本機と周辺機器の Bluetooth 機能を rON 」 にしまず。 

rS に104 「B 山 etoo 化機能の ON / OFF 」 

3 デスクトップの 「 Bluetooth の場所」アイコンをダブルクリックしまず。 

巧 

目 lue 化0化の巧 









Bluetooth 機能を使う（オプション) 


4 「 Bluetooth の場所」画面が表示された6、周辺機器を検索して接続しまず。 



( 2 ) 


( 1 ) 


(1) 接続する周辺機器が表示されない場合は、「デバイスの検索」アイコンをダ 
ブルクリックします。 

利用可能な周辺機器を検索して、機器のアイコンを青色で表示します。 

(2) 接続したい周辺機器をダブルクリックします。 

「 Bhie 阳〇化パスキーを入力してください」と表示された場合は、周辺機器 
の取キ及説明書を参照してパスキーを入力し、[はい]をクリックします。 
周辺機器に接続されます。接続した周辺機器のアイコンと「マイデバイ 
ス」アイコンは緑をで表示されます。 


接続を終了する 

本機または周辺機器の Bluetooth 機能を 「 OFF 」 にすると、自動的に接続は終了 
します。 

巧 p '104 「 B 山 etoo 化機能の ON / OFF 」 

手動で接続を終了したい場合は、 「 B 山 etoo 化の場丽画面で接続を終了したい周 
辺機器のアイコンを右クリックし、表示されたメニューから「アンプラグ」を 
選がします。 

設定した周辺機器を使用ずる 

一を接続の設定を行うと、 「 B 山幻〇〇化の場所」画面に周辺機器のアイコンが表示 
されます。次回からは、そのアイコンをクリックして接続してください。 

設定した周辺機器が認識されない場合は 

「 B 山 etooth の場丽に周辺機器のアイコンが表示されない場合は、再巧「デバイ 
スの検索」アイコンをダブルクリックして、周辺機器を検索しなおしてください。 
また、本機や周辺機器の Bluetoo 化機能が有効になっているか確認してください。 
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►コンピュータ同 ± tBluetooth 通信ずる 


本機では、 B 山 etoo 化機能を搭載したコンピュータや PDA とデータの送受信がで 
きます。 


データの送信 

ここ では、本機から B 山 etoo 化機能を搭載した コン ピュータにデータを送信する 
方をについて説明します。 



ファイル転送時の团 uetooth パスキー(円 N コード）入力 


送信先コンピュ ■ —夕のセキュリティの設定によっては、フアイル転送時に 
Bluetoo 化パスキーの入力を促す画面が表示される場合があります。 Bluetoo 化パ 
スキーは、パスワードの代わりです。通信するコンピュータ同±で同じパス 
キーを入力することで、ファイル転送時のセキュリテイを確保できます。 


1 本機と送信巧のコンピュータを lOnU ソ内に設置します。 

rs p .103 「通信可能な距離 j 

2 本機と送信巧のコンピュータの Bluetooth 機能を rON 」 にします。 

rS に104 「B 山 etoo 化機能の ON/ 畑 F 」 

3 デスクトップの 「 Bluetooth の場所」アイコンをダブルクリックしまず。 

巧 

目 lu が00化の巧 
巧 









Bluetooth 機能を使う（オプション) 


4 「 Bluetooth の場刷画面げ表示された5、送信巧のコンピュータを検索し 
て接続しまず。 



( 2 ) 


川 


( 1 ) 接続したいコンピュータが表示されていない場合は、「デバイスの検索」ア 
イコンをダブルクリックします。 

利用可能なコンピュータを検索して表示します。 

(2) 接続したいコンピュータのアイコンをダブルクリックします。 

(3) 目 luetooth サービスか5旧 luetooth ファイル転送」をクリックして選択し 
ます。 

送信先コンピュータで Bluetooth パスキーの入力を促すメッセージが表 
示された場合は、任意の B 山別00也パスキーを入力して[はい]をクリッ 
クします。 

送信先のコンピュータ側で受信許可メッセージが表示されます。表示さ 
れるメッセージは、送信先コンピュータの Bluetoo 也ューティリティによ 
り異なります。 

5 手順4- (3) で Bluetooth パスキーを設定した場合には、本機で 「Bluetooth 
パスキーを入力してください」と表示されるので、手順 4-(3) で設定した 
Bluetooth パスキーを入力して[はい]をクリックしまず。 


6 「リモート共有フォルダ」画面げ表示された5、マイコンピユータなどか5 
面送したいファイルを「リモート共有フォルダ」にドラッグアンドド□ップ 
します。 

ファイルが転送されたら、送信先のコンピュータでファイル受信メッ七ージ 
が表示されます。表示されるメッセ^—ジは、送信先コンピュ^—夕の Bluetooth 
ューティリティにより異なります。 

これで、ファイル転送は完了です。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 



受信ファイルの保存先 

ほかのコンピュータから本機にファイルを転送した場合、受信したファイル 
は、次のフォルダに保存されます。 

r マイドキュメント」一「日 luetooth 」一「 share 」 









I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの画面表示について説明します。 

本機では LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできます。 
r ^ p .113 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニットの仕様 


本機では次の LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

• 12.1 型 XGA 最大解像度 1024 X 768 


制限 


LCD の表示中に、次の現象が起去ることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起去るちので故障ではあ0ません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して230万似上の画素か6作6れていますが、 
画面の一部に常時点むあるいは常時消むする画素が存在することがあ0ま 
す。 

•色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあ0ます。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち6ついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<な0ます。 



LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドッい抜け基準値は、8個な下です。これは、全ドットの0.00034〇/〇 
も(下に相当しまず。 

* 「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されてぃます。 

本機の場合は、2,359,296個の副画素がありまず。本書に記載してぃるドット 
抜け基準値は、 ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算してぃます。 


► LCD ユニツトの設定 


本機の LCD ユニットでは、明るさの調整や閉じたときの動作設をができます。 

画面の輝度調壁 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

( Fn 1+[ F 5 1 * 

暗^なりホ.す 

何回かキーを押すと画面表示が消えます。 

【 Fn 川 F 6 1 な 

明るくなります 


































第 2 章コンピュータの基本操作 


LCD ユニッ トを閉じたときの動作 

LCD ユニットを閉じたときにスタンバイや休止状態に移るなどの動作を設定 
できます。 

初期値は「何もしない」レ《ックライトの消灯のみ）です。 

設定は次のプロパティ画面から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「詳細設定」タブ 



LCD ユニッ トを閉 
じたとをの動作を 
設定します。 


►表示でをる解像度と表示を 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度と表示色は次のとおりです。 



画像が正當に再生でをない場合は 

解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するときに、正常に表示 
できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色を下げてみ 
てください。 


次の解像度の場合、表示色は中 （16 ビット）と最高 （32 ビット）が選ができます。 


解像度 

12.1 型 XGA 

800 X 600 

〇 

1024 X 768 

〇 





































画面表示をする 


解像度や表示色の変更方法 

解像度と表示色の変更方法は、次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 
ni 面解像度を変更ずる」をクリックします。 

1 「画面の解像度」や r 画面の色」の設定を変更しまず。 


S おのブ□パティ r?irxi 



'表ち色を 
設定しまず。 


解像度を 
設定しまず。 


3 設定を変更した5、[適用]をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモードでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設をを行ってください。 

P.255 「セーフモードでの起動」 
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I か付けディスプレイに表示ずる 


本機にはアナログの表示装置（外付けデ イス プレイやビデオプロジェクタな 
ど）を接続して画面を表示することができます。 


►ディスプレイの接続 


本機に外付けディスプレイを接続すると、自動的に認識され、表示可能になり 
ます。 

1 本機と外付けディスプレイの電源び切れていることを確認しまず。 

2 外付けディスプレイの接続ケースレを本機左側面の VGA コネクタ （ g ) に 
接続しまず。 



3 が付けディスプレイと本機の電源を入れまず。 

+ (画/日）を押すと、表示装置の切り替えができます。 

巧 P.115 「画面を切り替えるには」 



外付けデイスプレイへの表示を終了する 


外付けディスプレイへの表示が終了したら、 Windows を終了して、ディスプレ 
イの接続ケーブルを取り外してください。外付けディスプレイの電源が入って 
いなくても、ケーブルを接続しているだけで自動認識され、信号が出力されま 
す。 


ビデオプ□ジエクタへの接続 

ビデオプロジェクタも外付けディスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続します。 

プロジェクタによっては、ほかのホ法で接続できる場合があります。 

詳しくはプロジェクタに添付のマニュアルをご覧ください。 




































外付けディスプレイにまおする 


►画面表示の種類 

本機でできる画面表示は、次の4つです。 


• LCD 表示 

LCD 画面のみに表示します。 

•外付けディスプレイ表示 

外付けディスプレイのみに表示します。 


• クローン表71^ 

2つのディスプレイに同じ解像度.を数で画面を表示します。プレゼンテー 
シヨンを行う場合などに便利です。 

クローン表示には、「ツイン」と 「 Intel (民）デュアル•ディスプレイ•クロー 
ン」 があります。 



<LCD 画面> 


<外付けディスプレイ> 



•拡張デスクトップ表示 

それぞれのディスプレイに対して、個別に解像度を設定することができま 
ず。複數の画面をコンピュータ上に表示する場合に便利です。 




<外付けディスプレイ> 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


^画面を切り替えるには 


表示画面を切り替えるには、次の2通りの方法があります。 


• キーボードで操作する 

キーボードで簡単に切り替えができます。 

ただし、あ張デスクトップ表示への切り替えはできません。 

• ユーティリティか！5操作する 

すべての組み合わせの切り替えが可能です。 

キーボードで操作する場合 

fliTl + frn (画/ □) を押すたびに表示画面が切り替わります。 

表示は次の組み合わせで行うことができます。接続している表示装置を自動的 
に認識するため、接続していない表示装置には切り替わりません。 


• LCD ONLY ( LCD 表示） 

• CRT ONLY (列■付けディスプレイ表示) 

• LCD+CRT (ク□-ン表示） 


制限 


■おおデスクトップ選択時の表示の切0替えや、おおデスクトップから別の出 
力先への切0替えは、キーボードでは行えません。 

な P .1 1已「ユーティリティか5操作する場合」 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切〇替 
えがでをないことがあ0ます。 


ユーティリティか 5 操作する場合 

ューティリティを操作すると、外付けディスプレイを接続した場合の画面表示 
の切り替えや解像をのを更などを行うことができます。ューティリティで切り 
替えできる画面表示は、次の5つです。 

<シングルディスプレイ> 

■ ノートブック （ LC □表示） 

■ PC モニタ（か付けディスプレイ表示） 


<マルチディスプレイ> 

■ツイン（ク□-ン表示） 

• 拡張デスクトップけ広張デスクトップ表示） 

• Intel ( R ) デュアル■ディスプレイ-ク□-ン（ク□-ン表示) 














か付けディスプレイにまおする 


画面表示の切り替え方法は、次のとおりです。 

1 通知領域の nntel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 
アイコンをクリックし、「グラフィックプ□パティ」を選択しまず。 

m 

く Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile アイコン > 

ム 「 Intel ⑥ Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 画面び表示さ 
れた S 、 画面表示の種類を選択しまず。 

〇〇 



シングルディスプレイを選択した場合は、手順4へ進みます。 

3 手順2でマルチディスプレイの拡張デスクトップを還択した場合は、必要に 
応じて2つの画面の表示位置を設定しまず。 

画面アイコン1または2をドラッグして位置を変更できます。 

画面アイコン1が「プライマリデバイス」で、[スタート]メニューやタスク 
バーが表示されます。 

本機では LCD 画面（ノートブック）が常にプライマリデバイスとなります。 


〇〇 



<拡張デスクトップ選択時の画面> 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


4 デスクトップの設定をしまず。 

「ディスプレイ設定」をクリックし、「ノートブック」タブまたは 「 PC モニ 
夕」タブで解像度などを設定します。 

クローン表示のツイン選択時は、2つの画面共通の設定となります。 



く拡張デスクトップ選択時の画面> 

5 [0 K ] をクリックします。 

6 「デスクトップの変更を確認」画面び表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで画面表示の切り替えは完了です。 



グラフィックオプションか6切り替える 

画面表示の切り替えは、次の場所から行うこともできます。 

通知領域の rintel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 アイコ 
ンをクリックー「グラフィックオプション」一「出力先」 













































外付けディスプレイに表おする 


►か付けディスプレイで表示でをる解像度と表示を 


外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 
♦解像度 ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 

1024 X 768 

1280 X 720* 

1280 X 768* 

1280 X 1024 
1400 X 1050 
1440 X 900 半 
1600 X 1200 
1680 X 105 日* 

1920 X 1080* 

1920 X 1200* 

* ワイド表示 
•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 


制限 


•記載している解像度は、本機に搭載されたビデオコント□ーラの出力解像度 
です。表示モードや接続する外付けディスプレイの仕様によっては、表示で 
きない場合があります。 

•ク□ーン表示の場合、実際に表示でをる最大解像度は、コンピュータ側の最 
大解像度と外付けディスプレイの最大解像度のラち、どちらかほい方にな0 
ます。 

•解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトなどを再生するとをに、正常に表 
示でをないことがあ0ます。そのよラな場合は、解像度または表示色を下げ 
てみて < ださい。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


が付けディスプレイの解像度を変更ずる 

次の手順で解像度を変更します。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」 
-「画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

「画面の プロパティ」 画面の「設定」タブが表示されます。 

2 解像度などを変更したいディスプレイを選巧します。 

ゴ「画面の解像度」や r 画面のち」の設定を変更しまず。 



化張デスクトップ選 
択時は「1」が LC □画 
面、に」び外付けデイ 
スプレイでず。 


色数（表示色）を設定 
します。 


解像度を設定します。 


4 設定を変更した6、[適巧]をクリックし画面のメッセージに従って操作し 
まず。 



画面が乱れた0何ち表示されな < なつた場合は 

解像度を変更して画面が乱れたり、何も表示されなくなったりした場合は、 
セーフモードで起動して解像度を巧設定してください。 

回 P.238 「 LCD ユニットの不具合」 









































サウンド機能を使ラ 


A 

ま意 

内蔵 スピーカ 


音量の調節 


制限 


本機には、サウンド機能が搭載されていまず。 


ヘッドフオンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続後に 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さ < なっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因となり 
ます。 


本機底面には、 スピーカ （モノラル）が内蔵されており、音源からの音声を出 
力することができます。 



スピーカの 音量は次の キーを 押して調節します。 


キー操作 

状態 

(Fn 1+( F 8 I 舶/づ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

(Fn 1+( F 9 1 パ， 

音量が小さくなります。 

( Fn 1+1 F 10 ] ▲啦 

音量が大きくなります。 


外付け機器やソフトウェアによっては、キー操作で音量調節ができないものがあ 
ります。詳しくは、外付け機器やソフトウェアに添付のマニュアルをご K くださ 
し、。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


内蔵マイク 


本機には、マイク（モノラル）が内蔵されています。この内蔵マイクを{まって、 
音声を録音することができます。 



►マイクなどの接続 


本機右側面には、 スピーカ や ヘッドフォン、 マイクを接続するためのコネクタ 
が標準で装備されています。をコネクタの位置と{まい方は、次のとおりです。 



a: へッドフォン出カコネクタ〇 

スピーカやへッドフォンを 接続し 
て内蔵 スピー カから出力されるを 
声を外部に出力するためのコネク 
夕です。 


b: マイク入カコネクタぶ' 

マイクと接続して、を声を本機に乂 
力するためのコネクタです。入力し 
たを声は、本機のサウンド機能によ 
り録音、再生を行うことができます。 



へツドフオンやマイクの接続 

へッドフォンやマイクを接続すると内蔵スピーカや内蔵マイクの機能は自動 
的に無効になります。 













サウンド機能を使ラ 


►音声の巧生*録音 


Windows 標準のサウンドユーテイリテイを使うと、を声の再生.録音をするこ 
とができます。 


音声の再生 

音声の再生は 「Windows Media Player 」 を使用します 。 Windows Media Player は 
次の場所から起動します。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media Player」 

音声の録音 

音声の録音は「サウンドレコーダー」を使用します。サウンドレコーダーは次 
の場所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「エンターテイ 
メント」一「サウンドレコーダー」 


制限 

マイク使用時の設定 

本機にマイクを接続して録音する場合、音量の調節を行っても音が小さいとき 
には、次の設をを確認してください。 

Windows を再インストールした場合は、次の設定を行ってください。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一「サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス」一「サウンドと才ーディオデバイス」をクリックしまず。 

2 「サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ」画面び表示された S、 「オー 
ディオ」タブの r 録音」項目にある[音量]をクリックします。 

3 「録音コント□-ル」画面の「マイクボリューム」領域内にある[還択]項 

目にチェックを付けて、「オプション」メニュ-「卜ーン調整」一[卜一 

ン]をクリックしまず。 

4 「マイクボリュームの詳細設定」画面の ri マイクブースト」項目にチェッ 
クを付けまず。 

購入時は、チェックが付いた状態になっています。 


サウンドレコーダーでは、最長60秒しか録音することがでさません。 
長時間の録音を行ラには、別違ソフトウエアが必要です。 
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I 指紋認証機能をほラ 


本機は、指紋認証機能を搭載しています。 

指紋認証機能を使うと、 Windows のログオンのほかにもソフトウ卫アや Web 
ページで指紋をパスワードとして使用することができます。 

本機では、指紋認証ューティリティ（コントロールセンター）を利用して、指 
紋の登録やを種設定を行います。 

广社 P .124 「指紋認証ューティリティの概要」 

本機の指紋認証機能は、「パワーオンセキュリティ （ Windows 起動前の日 I 日 S 
認証機能)」に対応していません。 

登録した指紋は 、 BIOS Set 叩ユーティリティのパスワードとして使用するこ 
とはで去ません。 

一部のブラウザでは指紋認証機能が使用できないことがあります。 

指紋認証機能は100%の完全な本人認証を保証するちのではあ0ません。 

指紋認証機能を使用したことで発生したいかなる損害についてち当社といた 
しましては責任を負いかねますのでご了承ください。 


Jl^ 

制限 


►指紋センサー 


指紋は、指紋センサーで登録や読み取りを行います。指紋センサーは、キー 
ボードの右下にあります。 



指紋登録時および認証時に関するを意 

登録に f まう指の状態によって、指紋の登録や認証が困難な場合がありますの 
で、が態に応じて対処してください。 

• 指がめれている 
水分を拭き取ってください。 

■指が非常に乾燥している 

ハンドクリームを塗るなどして保湿してください。 

■指が巧れている、巧れやお-油で着色している 
手を洗ってから、水分を拭き取ってください。 

■指にしわがをい、ざらざ6している、傷がある、登録したとさの指紋か6著しく 
変化している。 

違う指で指紋登録および認証を行ってください。 
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指紋認証機能を使ラ 


対•処を行っても、個人差により指紋情報が少ないなどの巧由で指紋を登録でき 
ない場合があります。 

指紋センサーの取り扱いに関するま意 

指紋センサーにキズが付いたり正常に作動しなくなるおそれがありますので、 
次の注意事項を必ず守って指紋七ンサーをお使レ、ください。 

■指紋センサー表面を、爪や硬いもの、先の尖ったもので引っかかない 
• 汚れた指で指紋七ンサーを触らない 


お手入れ 


次のような場合は、指紋センサーを、乾いた柔らかい布で巧いてください。 
•指紋センサー表面に巧れ、湿り、または着色がある場合 
• 指紋センサーが、指紋の登録や認証に頻繁に失敗する場合 

►指紋認証ユーテイリテイの概要 


ここでは、指紋認証ユーティリティの主な機能や指紋認証機能を使用するまで 
の流れについて説明しまず。 


インストール 


指紋認証機能を使用するには、指紋認証ユーティリティのインストールが必要 
購入時には、指紋認証ユ'—ティリティはインスト ■ ールされていません。 
P .221 「指紋認証ュ'—テイリテイのインスト ■ ール」 


です。贈 

回 P.2 


指紋認証ユーテイリテイででさること 

指紋認証ューティリティには、次のような機能があります。 


• 指紋の登録 

を 種パ スワー ド設 をでパスワードと して使用す る 指紋を登録します。 

指紋は最大で21まで登録できます。登録は、 「コントロールセンター」 で行 
います。 

rs P .126 「指紋の登録」 


•指紋□グオン 

指紋を登録すると、 Windows ログオン時に、 

Windows を起動します。 

r ^ p .128 「 Windows 指紋ログオン」 


登録した指紋を読み取らせて 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


■パスワードバンク 

パスワードバンクには、パスワード入力が必要な Web ページやダイアログを 
登録できます。登録した Web ページやダイアログへのアクセス時に、ユー 
ザー の やパスワードなどを入力する代わりに指紋認証で画面が表示されま 


す。 


回 

巧 


P .128 

p .130 


レくスワードバンクへの登録」 
「登録巧み Web ページの 表示」 


• File Safe (ファイルやフォルダの暗号化） 

File Safe を巧用すると、ファイルやフォルダを HDD 上の暗号化アーカイブに 
格納できます。格納したファイルやフォルダはロックされ、指紋の読み取り 
でロックが解除されます。 

指紋認証 ユーティリティの使い方 

指紋詔証ユーテイリティの詳細な使レ、方は、指紋認証ユーテイリティのヘルプ 
をご覧ください。 


[スタート]-[ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ] -[ヘルプ] 

►指紋認証機能を巧用ずるまでの流れ 


指紋認証機能を使用するまでの流れは次のとおりです。 


指紋認証ユーテイリテイをインス I ルずる 

t'Tid p .221 「指紋認証ユーテイリテイのインストール」 


指紋を登録する ra 日.1吕己 



各種設定をする fi ? 口. 1吕8 









指紋認証機能を使ラ 
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►指紋を登録ずる 


指紋の登録 

指紋認証ューティリティに指紋を登録する場合は、次の手順で指紋の登録を行 
います。 

rs P.127 「指紋の追加登録.変更.削除」 

1 [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ]- [コ 
ント□-ルセンター]をクリックしまず。 

2 「Protector Suite ソフトウェア」（指紋コント□—ルセンター）画面び表示 
されたら、[指紋]-[初期化]をクリックします。 

ゴ「指紋ソフトウ I ア使用許諾契約書」画面び表示された S 、 「使用許語契約書 
に同意しまず」にチェックを付けて [0 K ] をクリックしまず。 

4 「ようこそ」画面げ表示された5、内容をよくお読みになり、[巧へ]をク 
リックしまず。 

5 「終了」画面び表示された S 、 「バイオメトリックスデバイスへの登録」に 
チェックび付いていることを確認して、[完了]をクリックしまず。 

Windows パスワードを設定している場合は、手順7に移ります。 

6 Windows パスワードを設定していない場合は、「指紋□グオン」画面び表示 
されまず。[はし、]をクリックし、画面の指示に従って、 Windows パスワー 
ドを設定してください。 

このパスワードは指のケガなど、指紋がうまく認識されないときにイ吏用します。 

7 「ようこそ」（ユーザー登録）画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

8 「パスワード」（ユーザーのパスポート）画面げ表示された5、「パスワード 
入力」に Windows パスワードを入力し、欧へ]をクリックします。 

9 「登録のヒント」画面び表示された5、内容をよくお読みになり、[巧へ]を 
クリックします。 

10 「指紋チュートリアル」（正しい読み取り手順）画面が表示された6、内容を 
よくお読みになり、[巧へ]をクリックしまず。 

11 「指紋チュートリアル」（スキャンの練習）画面が表示された5、画面の指示 
に従って指紋センサーで指紋の読み取りをしまず。 

12 「練習問題に合格しましたので、登録ずる準備びできました」と表示された 
6、[巧へ]をクリックしまず。 
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13 「登録」（ユーザーの指紋）画面が表示された5、登録したい指を還択して、 
指紋センサーで指紋の読み取りをしまず。 r 成加と表示された6、登録び 
完了しまず。2つ!•ソ上の指を登録して[巧へ]をクリックしまず。 

認証されにくい場合やケガをした場合に備えて、2っな上の指紋を登録する 
ことをおすすめします。 

1 4 「ユーザー登録」画面び表示された6、内容をよくお読みになり、 [0 K ] を 
クリックします。 

15 「拡張セキュリティ」画面が表示された6、「バックアップパスワード」を入 
力して、[巧へ]をクリックしまず。 

このパスワードは、「コントロールセンター」の 設定に巧用す るパスワード 
です。 

認証されにくい場合やケガをした場合に使用します。絶巧にちれないように 
してください。 

lb 「終了」画面び表示された5、[完了]をクリックしまず。 

これで指紋の登録は終了です。 

指紋の追加登録-変更-削除 

指紋を追加登録-を更-削除するち法は、次のとおりです。 

1 [スタート]-[ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ]- [コ 
ント□-ルセンター]をクリックします。 

と 操作を選択しまず。 

く指紋を登録-変更したい場合> 

「Protector Suite ソフトウェア」（指紋コント□—ルセンター）画面が表示され 
たら、 [指紋]一[指紋の登録、または編集]をクリックします。 

「よラこそ」画面が表示された6、政降は画面の指示に従って操作を行って<だ 
さい。 

く登録した指紋を削除したい場合> 

「Protector Suite ソフトウェア」（指紋コント□—ルセンター）画面が表示され 
たら、[指紋]-[削除]をクリックします。 

「指の読み取り」と表示されたら、が降は画面の指示に従って操作を行って 
ください。 



指をケガした場合などに、ほかの指を登録したいとさは 


コントロール七ンターで 指紋登録時に、レく スワード」 画面で コントロール七ン 
ターのパスワードを 入力して[次へ] を クリックします。「拡張セキュリティ」 

画面で「現在のユーザーの拡張セキュリティを有劾にする」のチェックを外し 
て[次へ]をクリックします。 K 降は画面の指示に従って操作を行ってください。127 
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►指紋認証機能を使用ずる 


指紋を登録すると、次の機能を巧用できます。 

Windows 指紋 □ グオン 

ユーザーアカウントやパスワードを入力する代わりに、指紋で Windows にログ 
オンできるようになります。 

Windows 指紋ログオンの手順は次のとおりです。 

1 電源スイッチ（(1))を巧して、本機の電源を入れまず。 

Z Windows □グオン画面び表示された5、指紋センサーで指紋を読み取りま 
ず。 

申旨をキ旨がセンサーに しっかり卜巧しかけながら 、手前にスライドしてくださ 
い。認証に成巧すると、 Windows が起動します。 



パスワード入力で Windows に□グオンする 

指紋が認証されにくい場合や、指にケボをした場合は、 Windows のパスワード 
を入力して Windows にロダオンしてください。 


►る種設定をずる 


ここでは、パスワードバンクへの登録と登録済み Web ページの表示ホをを説明 
します。 

パスワードバンクへの登録 

パスワードバンクに、パスワード入力が必要な Web ページやダイアログを登録 
できます。パスワードバンクに Web ページやダイアログを登録するホをは次の 
とおりです。ここでは 、 Internet Explorer を使用して、パスワードバンクに Web 
ページまたはダイアログを登録するちをを説明します。 


制限 


お使いのブラウザによっては、この機能を使用できない場合があ D ます。 
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1 Internet Explorer を起動して、登録したい Web ぺージまたはダイア□グを 
表术しまず。 

「このページ（またはダイアログ）には、パスワードバンクの登録に.. • 」 
というメッ七ージが表示されます。 


と そのページを開いたときに入力するユーザー ID やパスワードなどのデータ 
を入力します。 


NET SHOP I 

epson - supply , jp 



/ a 。- ド f 

厂，れつ-ドを偏？ I 〇 □ブイン】 

I 〇 la バスワード: s ちれたお s 巧] 


巧めてご利用の方 


ハ 3ん、でれわ、み • I 

<イメージ> 


づ指紋センサーで指紋を読み取ってバイオメトリックメニューを起動しまず。 



くバイオメトリックメニュ ー> 

4 バイオメトリックメニューの[登録]をクリックしまず。 

く Web ページを登録した場合> 

「このサイトは、パスワードバンクに XXX というを前で正常に登録されまし 
た」というメッセージが表示されます。 

くダイア□グを登録した場合> 

「登録は‘ XXX に接続’という《前で保存されました」というメッセージが表 
示されます。 

これでパスワードバンクに Web ページやダイアログが登録されます。 
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登録済み Web ぺージの表示 

パスワードバンクに登録した Web ページやダイアログを表示するち法は次のと 
おりです。 

ここでは、 Internet Explorer を使用して、登録済み Web ページを表示する方法を 
説明します。 

1 Internet Explorer を起動して、登録した Web ぺージまたはダイア□グを表 

巧しず3 。 

1 指紋センサーで指紋を読み取りまず。 

3 「パスワードバンク」画面げ表示された5、「はい」をクリックします。 



Web ページまたはダイアログがユーザー ID やパスワードが入力された状態で表 
示され、指をされた動作が実行されます。 
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I ネットワーク（有線 LAN ) をほう 


本機には、100 Base - TX / lOBase - T に対■応したネットワーク機能（有線 LAN ) が搭 
載されています。ネットワーク機能を巧用すると、ネットワークを構築したり、 
インターネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、本機背面の LAN コネクタに巿販 
の LAN ケーブルを接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になりまず。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 


Jl^ 

制限 


•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
か6の復帰時にサーバか6切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかの方まをとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
1 ^ P.168 「時間経過で移行させない」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常 
に通常の状態へ復帰でさない場合があ0ます。 


►インターネツトへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 P.148 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 
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^Wakeup On LAN 


WakeupOnLAN とは、電源切断時や省電力状態の本機を、ネットワークからの 
信号により復帰させることができる機能です。この機能は Windows を正常に終 
了、または省電力状態に移行し、 AC アダプタを接続した状態でのみ使用可能で 
す。 


使用時の設定確認 

WakeupOnLAN を使う場合、 BIOS とネットワークドライバの設定が購入時の状 
態になっていることを確認してください。 


•「 Advanced 」 メニュー画面- 「 Wake-Up 日 n LAN」 ： Enabled (有効） 
ra p .183 「日 lOS Setup ユーティリティの操作」 

•ネットワークドライバの設定 

確認ち法は次のとおりです。 

1. [スタート]-「コント□ールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
—「システム」一「八ードウェア」タブー[デバイスマネージャ]をクリッ 
クします。 

2. 「デバ‘イスマネージャ」画面が表示された5、「ネットワークアダプタ」をダ 
ブルクリックし、表示された一覧か6 「Marvell Yukon 88 E 8038 PCI-E 
Fast Ethernet Controller 」 をダブルクリックします。 

3. 「Marvell Yukon 88 E 8038 PCI-E Fast Ethernet Controller のプ□パ 
ティ」画面が表示された s 、 r 詳細設定」タブをクリックし、「プ□パティ」 
にある次の2つの項目を確認します。 

•「ウェイクアップ機能」を選択し、「値」項目が「マジックパケット」に 
なっている 

. 「シャットダウンからの起動」を選択し、 「 fit 」 項目が「オン」になっている 

4. 「Marvell Yukon 88 E 8038 PCI-E Fast Ethernet Controller のプ□パ 
ティ」画面の「電源の管理」タブをクリックし、「このデバイスで、コン 
ピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする」にチェックが付いてい 
ることを確認します。 

► U モー トブート 


リモートブートを使用すると、コンピュータ側の HDD に Windows がインストー 
ルされていなくても、ネットワークを介して、サーバ上から Windows をインス 
トールすることができます。 
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►ネットワーク 切替え ツールを 巧う 


会化や自宅など、複数のネットワーク環境（有線 LAN •無線 LAN ) で本機をご 
使用の場合、「ネットワーク切替えツール」を巧って、接続するネットワーク 
の設定を簡単に切り替えることができます。 


お限 

プ□ファイルの登録 

ネットワーク切替えツールでは、ネットワーク環境の設ををプロファイルとし 
て管；®します。複数のネットワーク環境をプロファイルに登録して使用します。 
※複数の無線 LAN 環境設定を登録できますが、アクセスポイントの切り替えを 
行うことはできません。 


Bluetooth のネットワーク接続には対応していません。 



プロファイルを登録する手順は、次のとおりです。 

プロファイルの登録は、登録するネットワークに接続した状態で行ってくださ 

い。 

1 登録ずるネットワークに接続しまず。 

2 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「EPSON D 旧 ECT 」一 「ネット 
ワーク切替えツール」をクリックしまず。 

3 「プ□ファイルが登録されていません。 • • •」と表示された5、 [0 K ] を 
クリックします。 

プロファイルがない場合にのみ表示されます。 
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4 「ネットワーク切替えツール」画面げ表示された5、 「0 S 起動時に自動起動 
ずる（通知領域に格納)」にチェックを付けて、[追加]をクリックしまず。 


チェックを付け 
ると、次回起動時 
か5通知領域に 
アイコンが常に 
表示されまず 



5 「プ□ファイルウィザード登録/変更」画面び表示された6、登録ずるネット 
ワークのアイコンを選択し、を前を入力して、[次へ]をクリックしまず。 



アイコンを選択 


登録ずるネット 
ワークの名前を 
入力 


6 降は、表示される画面の指示に従って、登録ずるネットワークの情報を入 
力してください。 
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プ□ファイルの切り替え 

必要なプロファイルを登録した後は、ネットワークの接続先に応じて、「ネッ 
トワーク切替えツール」でプロファイルを切り替えます。 

切り替えホをは、次の2つです。 

■アイコンから切り替える 

通知領域の「ネットワーク切替えツール」アイコンをクリックし、表示され 
たメニューから接続したネットワークのプロファイルをクリックします。 


5 ? 

<ネットワーク 切替え ツールアイコン> 

•スタートメニューから切り替える 

[スタート]-「すべてのプログラム」一 「EPSONDI 民 ECT 」 _「ネットワー 
ク切替えツール」をクリックし、表示された画面で、接続したネットワーク 
のプロファイルをクリックして、[適用]をクリックします。 

プ□ファイルー括変更ツール 

ネットワーク切替えツールに登録したプロファイルの情報を一括でを更する 
ことができます。 

使用するときは、[スタート]-「すべてのプログラム」一 「EPSONDIRECTJ 
-「プロファイルー括を更ツール J をクリックします。 


( 1 ^ 

制限 


通知領域に「ネットワーク切替えツール」アイコンが表示された状態では、プロ 
ファイルー括変更ツールを使用でさません。 

その場合は、表示されている「ネットワーク切替えツール」アイコンをちクリッ 
クし、「アプリケーションの終了」をクリックしてください。 









I 無線 LAN をほラ（オプション) 


無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

本機には、圧 EE 802. 1 la / b/g の3つの規格に準拠した無線 LAN 機能が搭載されてい 
ます。 


巧応規格 


• IEEE 802.1 la (J52/W 己 2/W 曰 3) 

5 GHz の周波帯域で通信し、高速な転送速度を実現しています。家電製品と 
異なる周波帯域を使用するため、電波の干渉を避けることができます。 
ただし、電波法の規定により、屋内のみの使用に限られます。 

♦ IEEE 802 .1lb 、 IEEE 802.1 Ig 

圧 EE 802.1 lb は、従来から広く使用されている通信規格で、 2.4 GHz の周波帯 
域を使用します。圧 EE 802.1 Ig は、同じく 2.4 GHz の周波帯域を使用し、 
圧 EE 802.1 lb より高速な通信が可能です。 


圧 EE 802.1 la と圧 EE 802.11 b/g では互換性がありません。 

►巧線 LAN 機能をお使いの前に 


A 

な化 
言口 


♦航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を 
停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があ0ます。 

♦植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合 
は、装着部か S 本機を 22 cm 切上離して使用してください。 

電波により植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合があります。 

• 医療機関の屋内では次のことを守ってください。 

-手術室、集中治療室り CU ) 、冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-□ビーなどであっても付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切 
るか電波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5電 
源を切ってください。 

• 自動ドア、乂災報知器などの自動制御機器の近<では使用しないで<ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 

• 自宅療養など、医療機関外で植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型 
除細動器を使用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機器メー 
カーなどにご確認ください。 
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Jl^ 

が限 


• NetWare サーバを利用している場合や Net 目 EUI を使用してネットワークに 
接続している場合に、省電力状態に入ると、省電力状態か6の復帰時にサー 
バカ、6切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのち法をとってください。 

-切断後に再度□グオンする （ NetWare のみ） 

-再起動する 

-省電力状態を無効にする 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、ほ當の状態へ復帰でさない場合があ0ます。 

• IEEE 802.1 la と b / 旨では、使用する周波帯域が異なります。データ通信を行 
ラ場合は、同じ方式での通信が可能かどラか、事前に確認してください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、 Wake 叩 On LAN とリモートブートに対応していま 
せん。 


電波に関ずるを意 


無線 LAN をお使いの前に、電波に関する次の注意事項をお読みください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を巧用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ巧用できます。 

•圧邸802.1 la は、電波をの規定により屋外では使用できません。 

■本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証巧を受けていますので、次の事項を 
行うとを律で罰せられることがあります。 

-本機を分解したり、改造したりする 
-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 

• 圧 EE 802.1 Ib/g を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双方の処 a 速まが落ちる場合があります。電子レンジ付 
近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の巧用する無線チャンネルが出荷時設定な外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉するおそれがあります。 

-産業用、科学用、医療用のを機器 

-工場の製造ライン等で使用されてレ、る移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場巧ををえるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 








無線 LAN を使ラ（オプション) 


• B 山 etoo 化と無線 LAN は同じ無線周波数帯を巧用するため、同時に巧用すると 
電波が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があり 
ます。接続に支障がある場合は、 Bluetooth . 無線 LAN のいずれかの巧用を中 
I 卜.してください。 

►無線 LAN による通信 


無線 LAN では、電波を送受信する無線 LAN アクセスポイント（な降、 AP ) を介 
して通信します。 



►無線 LAN のセキュリティの概要 


ここでは、 無線 LAN で 通信する際に必要なセキュ リテイの 概要に ついて 説明し 
ます。 

無線 LAN は、電波を使用して通信するため、第=をに電波を傍受され、ネット 
ワークに不正に侵入されたり通信データを盗み読みされたりする可能性があ 
ります。 

rs P .11 「無線 LAN 使用時におけるセキュリティに関する注意（無線 LAN 搭 
載時のみ）」 


SSID の設定 

SSID とは、無線 LAN で通信を行う特をのネットワークを識別するための《前で 
す。まず、 AP に任意の SSID を設定してから、接続するコンピュータにも同じ 
SSID を設定します。 

ただし、第ミをでも簡単に SSID を読み取ることができるため、 SSID だけでは七 
キュリティ巧策は不十分です。 AP に SSID の非通知機能が搭載されている場合 
は、非通知にすることをおすすめします。 
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情報の暗号化 （ WEP キー / WPA ) 

無線 LAN 通信をする場合、通信データを暗号化してデータが読み取られないよ 
うにします。まず、 AP で暗号化の設定を行ってから、コンピュータ側で同じ暗 
号化設定を行います。 

暗号化には次のような方法があります。 

• WEP キー 

WEP キーを設定すると、データが暗号化されるため情報が傍受されにくくな 
ります。 WEP キーは従来から使用されている暗号化の規格です。 

• WPA 

WPA は、 WEP キーの 機能をさらに強化した方式でず。 WPA では、暗号鍵を 
一定時間ごとに自動更新するため、よりを全でず。 

本書では、暗号化方式の 1 つとして WEP キーを使用した暗号化について説明し 
ています。 

MAC アドレスフィルタリング 

ネットワーク製品には、 MAC アドレスという固有の番号がそれぞれ割り当てら 
れています。 MAC アドレスフィルタリングとは、 AP 側に無線 LAN の MAC アド 
レスを登録することで、それな外の MAC アドレスからのアクセスを AP 側が拒 
否する機能です。 



無線 LAN 機器に関する用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルによって設を項目の呼び方が異なる場合がありま 
す。本書での記述と無線 LAN 機器のマニュアルが使用する類のを称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント (AP) 

ワイヤレス LAN ステーシヨンアクセスポイ 

ント、 親機、各社の製品名称 

インフラストラクチャ通信 

アクセスポイント通信、 

アクセスポイント経由通信 

SSID 

ESS ■の、 Essnx ネットワーク名、 

サービスセツト 識別子 

SSID 非通知 

SS のの隠べい、 SS のを見せない設定、 

SSID マスクビーコン、 SSID ステルス 

WEP キー 

WEP 暗号■化キー、暗号化キー 

MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスによる制限 

キーインデックス 

WEP*' —番号、キ'一番号 



















無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN の ON/OFF 


A 航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を停止 
してください。 

警告電モ機器や医療電気機器に彰響をおよぼす場合があ0ます。 


rfm 次のよラな場合は、無線 LAN を OFF にしてください。 

I 7 ■航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合 

■ネットワーク（ち線 LAN ) を使用する場合 


無線 LAN を使用する場合は、無線 LAN スイッチをスライドさせて ON にします。 
購入時は OFF に設定されています。 


無線 LAN スイッチ 



* 、 

を 曰み が 

@ 6 fi 

無線 LAN/Bluetooth: 

犬 態 ランプ化ン0 


無線 LAN の状態は、無線 LAN/B 山 etoo 化 状態ランプ （& が 0) で確認できます。 


無線 LAN の状態 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点灯（緑を）* 

OFF 

消灯 


* 無線 LAN 機能と B 山 etoo 化 機能を同時に ON にすると、ランプの色は黄色になり 
ます。 

rs p.104「B 山 etoo 化 機能の ON/OFFJ 
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►無線 LAN でお続ずる 


ここでは、本機の無線 LAN 機能を巧って AP に接続するためのホをについて説明 
します。 

無線 LAN 接続の作業の流れ 

無線 LAN で接続するための作業の流れは次のとおりです。 


AP の設定を確認する 


無線 LAN を有効にずる 


無線 LAN ユーテイリテイの設定 


MAC アドレスの確認 


AP の設定を確認ずる 

コンピュータ側で設定を行う際に、 AP に登録されている 「 SSIDJ と「暗号化」 
の設定内容を入力する必要があります。 AP にお付のマニュアルを参照して、 
「 SSID 」 と「暗号化」の設をを確認しておいてください。 

無線 LAN を有効にずる 

本機の無線 LAN が OFF に設定されている場合は、無線 LAN を ON にしてくださ 

い。 

rS p .140 「無線 LAN の ON / OFF 」 

無線 LAN ユーティリティの 設定 

無線 LAN ユーテイリテイ「インテル PROSet/WirelessJ を使って、コンピュータ 
を AP に接続するための設定に っいて 説明します。 

会社のネットワークなど、ドメイン環境に接続する場合は、 ド^ P.144 「ドメ 
インに接続するための設定」を参照して設定を行ってください。 


通知領域の「インテルの） PROSet / WirelessJ アイコンをダブルクリツ 
クしまず。 














無線 LAN を使ラ（オプション) 


2 「インテル （ R ) PROSet / WirelessJ 画面び表示された5、[プ□ファイル] 
をクリックします。 



3 「プ□ファイル」画面び表示された5、[追加]をクリックしまず。 

4 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の r 一般設定」で、巧の設定を行い 
まず。 

(1) 「プ□ファイル名」に、任意の名前を入力します。 

本ユーテイリテイでは、無線 LAN の接続設をを、プロファイルとして管 
巧します。 

( 2 ) 「ワイヤレスネットワーク名 （ SSI 功」に、接続する AP で設定された SSI □を 
入力します。 

( 3 ) 「操作モード」で、「ネットワーク（インフラストラクチャ通信）…」を選択 
します。 

( 4 ) [次へ]をクリックします。 
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5 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「セキュリティ設定」で、接続ず 
る AP で設定された暗号化に関する設定などを行いまず。 



ここでは、 AP に W 邸キーの64ビットが設定されている場合を説明します。 
AP に WEP キーな外の暗号化ち式が設をされている場合は、お f まいになる AP 
に添付の マニュアル などをご覧になり、 AP 接続に必要な項目の設定を行っ 
てください。 

「セキュリティ設定」画面の詳細は、画面左下のヘルプをご覧ください。 

(1) 「パーソナルセキュリティ」を選択します。 

( 2 ) 「セキュリティ設定」で 「 WEP - 日4ビット」を選択します。 

AP の W 邸 キーの 設定と同じ内容にします。 

( 3 ) 「ワイヤレスセキュリティパスワード（暗号化キー)」に、 AP で設定され 
ているパスワードを入力します。 

( 4 ) 「キーインデックス」で1〜4の中か61つを選択します。 

AP のキーインデックスと同じ設定にします。 

( 5 ) [0 K ] をクリックします。 

6 「インテル （ R ) PROSet / WirelessJ 画面で、作成したプ□ファイルを還 
択して、[接続]をクリックしまず。 

これで AP との接続は終了です。 


MAC アドレスの確認 

本機の無線 LAN の MAC アドレスを、「インテル PROSet / Wirelessj 画面でお認し 
ます。巧用するネットワーク環境のプロファイルを選び、「プロファイル」項 
目右上の[詳細]をクリックして確認します。確認した MAC アドレスを AP に 
登録してください。登録方をについては、お f まいの AP に添付のマニュアルを 
ご覧ください。 






















無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN を巧う 


ネットワークへの接続 

「インテル PROSet / WirelessJ に登録した無線 LAN の接続設定は、プロファイル 
としてま示されます。無線 LAN で接続するには、「インテル PROSet / WirelessJ 画 
面で[接続]をクリックします。 

複数の無線 LAN 接続設定をプロファイルとして登録している場合には、接続し 
たいプロファイルを選択して[接続]をクリックすると、接続先を切り替える 
ことができます。通常は自動的に前回接続したプロファイルに接続されます。 

ネットワークの設定切替機能 

無線 LAN の接続先が複数ある場合や、有線 LAN に接続する場合など、接続する 
ネットワーク環境の設定を、簡単に切り替えることができます。 

接続先の設定を、「ネットワーク切替えツール」のプロファイルに登録してお 
きます。 

ra p .133 「ネットワーク切をえツールを巧う」 

※アクセスポイントを切り替えるツールではありません。 

チャンネルの切り替え 

本機から発信する電波がほかの無線 LAN 環境と干渉してしまった場合は 、 AP 
側で巧用チャンネルをを更してください。使用チャンネルの'変更ホをは、お{ま 
いになる AP により異なります。詳しくは、お f まいの AP に添付のマニュアルを 
ご覧ください。 

► ドメインに接続ずるための設定 


会社などでドメイン環境に接続する場合は 、 Windows ログオン前に AP に接続す 
る必要があります。そのためには、次の設定を行ってください。作業は、ネッ 
トワーク管理者の指示に従って行ってください。 

• 機能の追加 

• 管理ツールでの無線 LAN 接続設定 
• Windows での設定 

ここでは、機能の追加と管 a ツールでの接続設をを説明します。 


制限 


設定は、「コンピュータの管理者 （ Administrator )」 権限で□グオンして行って 
<ださい。 


ドメイン環境に接続しない場合は、これらの設定を行う必要はありません。 
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機能の追加 


ドメインに 接続する場合は、無線 LAN ユー テイ リテイにシングルサイン オン機 
能と管 巧ツールをインストールす る必要があります。 インストール 手順は次の 
とおりです。 


1 デスクトップ上に表示された「リカバリツール」アイコンをダブルクリック 
しまず。 


リカバリ ツール 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示された5、一覧か5「本体 
ドライバ」を還巧して[インストール]をクリックしまず。 

手順4の画面が表示されるまでには、数分かかります。 

4 「ドライバ-ソフトウェアのインストール」画面げ表示された5、一覧か6 
「項目別インストール」を選択しまず。 

5 「ドライバ-ソフトウェアのインストールと削除」画面び表示された5、 一 
覧か S 「無線 LAN ドライバ」を還巧し、[インス!ル]をクリックしまず。 

6 「インテル （ R ) PROSet / Wireless インス!'―ラ」画面び表示された5、 
[ソフトウェアのインス!■'ール]をクリックします。 

7 表示された項目か5「変更」を選択し、[次へ]をクリックします。 


8 -覧が表示された5、次の2つの項目で、それぞれ▼をクリックして、「こ 
の機能と、ずべてのサブ機能をインス I ルする」を還択しクリックします。 

• シングルサインオン 
• 管理 ツール 



, orriari vvireiess こ ) uiuuuns 


、 

山 

I この视能と、遇巧したサブ碟能をインストールする 

匹 

IX 

I この蝶能をインストールしない 

医 J 

白 + 

この碟能と、すべてのヴブ機能をインストールずる I 



- .| 


9 [編集]をクリックしまず。 


10 「コンポーネントの変更を完了しました」と表示された5 [0 K ] をクリック 
しまず。 

表示される画面の指示に従い Windows を再起動すると、 インスト' —ルは完了 

で'寸 145 


















無線 LAN を使ラ（オプション) 



Windows の□グオン 画面 


この設をを行って機能を追加すると、 Windows のログオン画面の表示が変わり 
ます。 

ログオン時は、ユーザー《とパスワードを入力して [ OK ] をクリックします。 
パスワードを設定していない場合は、パスワード欄は何も入力する必要はあり 
ません。 


続いて、管理ツールで接続設定を行います。 

管理ツールでの無線 LAN 接続設定 

Windows にログオンしたときに無線 LAN に接続できるように 管@ツールで 設定 
を行います。 

手順は次のとおりです。 

1 通知領域の「インテル （ R ) PROSet / WirelessJ アイコンをダブルクリッ 
クしまず。 

居 

2 「インテル （ R ) PROSet / WirelessJ 画面げ表示された5、「ツール」メ 
ニューの「管理ツール」をクリックします。 

3 「パスワードの作成」画面び表示された5、 r パスワード」と「パスワードの 
確亂にパスワードを入力して [0 K ] をクリックします。 

「管理 ツール」 を次に使用するときは、ここで設定した パスワードの 入力が 
必要になります。 

4 「管理パッケージを開く」画面げ表示された5、 r 新しいパッケージを作成ず 
る」を選択して [0 K ] をクリックしまず。 

5 「管理ちツールー新しいパッケージ」画面び表示された S 、 「プ□ファイル」 
タブ内の「□グオン前/共通」タブをクリックしまず。 

〇 [追加]をクリックしまず。 
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/ 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「一般設定」で、次の設定を行い 
まず。 

( 1 ) 「プ□ファイル名」に、任意の名前を入力します。 

本ューティリティでは、無線 LAN の接続設をを、プロファイルとして管 
理します。 

( 2 ) 「ワイヤレスネッ ト ワーク名 （ SSID )」 に、接続する AP で設定された SSID 
を入力します。 

( 3 ) [次へ]をクリックします。 

8 「ワイヤレスプ□ファイルの作成」画面の「セキュリティ設定」で、 AP の設 
定にあわせて暗号化に関ずる項目を設定しまず。 

ド W p .141 「無線 LAN ューティリティの設定」手順5 

9 「管理ちツール-新しし、パッケージ」画面の r ファイル」メニューか5、 r パッ 
ケージをなちずる」を還巧してクリックしまず。 

10 「名前をつけて巧な」画面で、 n 呆なする場所」を還択し、任意の「ファイル 
名」を入力して[巧を]をクリックします。 

1 1 n 呆巧されているパッケージ」画面げ表示された5、[終了]をクリックしま 
ず。 

12 r パッケージび巧巧されました」画面び表示された5、「このパッケージをコ 
ンピュータに適用ずる」にチェックを付けて [0 K ] をクリックしまず。 

これで、管理ツールの設定は完了です。 

Windows での設定 

ドメインに接続するには、続けて Windows の設定が必要です。詳細はネットワー 
ク管理をにご確認ください。 




I インターネットにち続するには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要でず。ここではインターネットへの接続方法やインター 
ネットを利用する上での注意事項について説明しまず。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


►接続方法の選択とプ□バイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方法をみめ、その接続方法でサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続方法は、目的や使い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダに確認してください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと呼び、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などでの接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線、 ISDN など 
での低速な接続をナローバンドと呼びます。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバー 

ブロー ドバンド 


- U - 



ADSL 

I 

CATV 

I 

に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナ□-バンド 

コ 

つ 

つ 

] 


遅い まい 
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インターネット接続の方法には、主に次のようなものがあります。 

•光ファイバー ( FTTH ) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、數段に速く安定しているため、映像 
などの大量のデータ転送も無理なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから使い方に合わせて選ぶことができまず。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

•そのほかの接続ち法（ナ□ーバンド） 

ほかにもアナログ電話回線や ISDN 回線を使った低速な接続ホ法がありま 
ず。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
呼びます。 


必要な機器 

インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロバイダにお問い合わせください。 

►インターネットに巧続ずる 


プロバイダと契約すると、メールアドレスやパスワードなどインターネットへ 
の接続に必要な情報と、接続手順を記載した説明書がプロバイダより提供され 
ます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インス!''ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書は失くさないように大切 
に保管してください。 
















インターネットに接続するには 


►インターネットを巧う上でのミち意 


インターネットを使用すると、簡単に情幸良を得ることができたり、手おにメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならな いこ 
とがあります。次の点に気をつけてインターネットをイま用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 

• 電子メ ' ールは世界中のをくのコンピュ ■ —夕を経由して届けられるため、第 
をに内容を見られる可能性があります。 

•インターネット上の情巧は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、化人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子メールで送ったりすると法律で罰せられます。 
•ホームページからダウンロードするデータによっては、コンピュータが障害 
を被ることがあります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、コンピュータが障害を被る可能性があ 
ります。また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセス 
される可能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法については 」 パ尸 I p. 153 「インターネット 
を巧用する際のセキュリティ巧策」をご覧ください。 

►インターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェアを使用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

•ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 
•電子メールの利用： Outlook Express (アウトルックエクスプレス） 

をソフトウェアの使用方法は、次をご覽ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 



日 ffice をインス I -ールしているときは 

Office をインストールしている場合は、電子メールソフト Outlook を使用しまず。 
Outlook の使用方法は、 Outlook のヘルプをご覧ください。 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express をはじめて起動した際に「インターネット接続ウイザード J 画 
面が表示された場合は、初期設定を行います。 

初期設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設を方法は次のとおりです。 


1 [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- routlook Express 」 をクリックし 
まず。 

Outlook Express が起動します。 

2 「インターネット接続ウィザード」画面で「名前」と表示された5、名前を 
入力して炊へ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示された5、プ□バイダか5取 
得したメールアドレスを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

4 「電子メールサーパー名」と表示された5、プ□バイダか5指定されている 
受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[夕へ]をクリックします。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定さ 
れているメールアカウントとメールパスワードを入力して[次へ]をクリッ 
クしまず。 

6 「設定完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 



巧期設定をあとか6行ラ 

「OutlookExpress」 の次の場所から設定を行うことができます。 

「ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「メール」 







インターネットに接続するには 


Internet Explorer で情報パ ’ 一が表示された ！5 

購入時の Internet Explorer は、七キュリテイ強化のために、意図しないプロダラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時に「警告」画面が表示されたら、 [ OK ] をクリックして 
画面を閉じ、「情報バー」をクリックして、表示された項目から適切な対処を 
してください。 



情報バー 


Internet Explorer の便利な追加機能 

本機には Internet Explorer の便利な機能として、次のソフトウェアが添付されて 
います。購入時にはインストールされていませんので、必要に応じてインス 
トールしてください。 


• JWord 

「 JWo 址を使うと、アドレスバーを利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方は、デスクトップ上にある「簡単検索 JWo 址アイコ 
ンからマニュアルを開いてご覧ください。 

巧 

巧単なま 
JWord 


• 邑 00 スティック 

Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の検索ボックスが設 
定されています。 「 goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 


• マカフイー SiteAdvisor Plus 30 曰版 

Internet Explorer のツールバーに 、 「McAfee SiteAdvisor J ボタンが設定され、 
Web サイトの安全性評価を確認できます。 マカフイ ー SiteAdvisor Plus 30日版 
の詳しい使い方は、ボタンから「ヘルプ」をご覧ください。 
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I インタ-ネットを使用する獻)セキ; I リテイ網 


本機には、インターネットに接続した際に起こりうるコンピュータウイルス感 
染やす正アクセスなどの危険に巧するセキュリティ機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータのを全を守るため、必ずセキュリティ巧策を行って 
ください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows のが態を診断し、 Windows の更新プログ 
ラムをインターネットからダウンロー ドしてインストールする機能です。 
Windows を最新の状態にす るすこめ 、 Windows Update を行ってください。 

はじめてインターネットに接続したときは 

はじめてインターネットに接続したときや、 Windows の再インストールをした 
場合は、手動で Windows Update を行ってください。 

手動で Windows Update を行う方■法は、次のとおりです。 



1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」 をクリツ 
クしまず。 

2 Windows Update のホームぺージが表示された5、ホームぺージの記載に 
従って更新プ□グラムをダウン□-ド、インストールしまず。 


自動更新の設定 


本機は、自動的に Windows Update が行われるよう、自動更新の設定がされてい 
ます。そのままお使いください。 

自動更新の設定がされていると、インターネットに接続時、更新プログラムが 
自動的にダウンロードされ、設を時刻に自動でインストールされます。 

設を時刻に本機が起動していない場合は、次回起動時に自動でインストールさ 
れます。 

自動更新は次の場所で設定されています。 

[スタート] - 「コント□-ル/ ネル」一 r セキュリテイセンター」一 r 自動更新」 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


r 更新の準備びでさました。」と表示された5 

インターネットに接続時、更新プログラムが自動的にダウンロードされると、 
画面右下に「更新の準備ができました。」と表示されます。インストールの設 
を時刻になる前に更新プログラムをインストールしたい場合は、通なアイコン 
をクリックしてください。 


モ巧のお《ができました。 IX 

これらのミ巧をインストールするじは、ここを如ツルてください。 


ぶ 


r 自動更新」画面び表示された5 

インストールの設を時刻（または次回起動時）に更新プログラムの自動インス 
トールが行われると、「自動更巧」画面が表示されます。作業中の場合はデー 
夕を保をしてください。本機が再起動したら、インストールは完了です。 


自巧更巧 


gS ュ知;するじは、]ンピュ—巧離めして做い。側み内 


] ンピュ-夕を今が再起执しますか？ 

I 今が.巧おか 則 I をで再起勤ん ） J 
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►セキユ IJ テイソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安をになったり、保存し 
てあるファイルが破損するなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス対策機能、フィッシング詐欺検出機能 
を備えた 「Norton Internet Security 90日版 J が添付されています。購入時に Norton 
Internet Security 90日版はインスト ' —ルされていませんので、必要に応じてイン 
ストールを行ってください。詳しくは、『セキュリティソフトウェアをご使用 
の前に』（別冊）をご覧ください。 



更新 サービスの 有効期限 

本機に添付の Norton Internet Security 90日版は、製品版ではありません。更巧 
サービスの有効期限は、セットアップ後90日間です。90日経過後は、更新サー 
ビスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新サービスの 
詳細は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 

市販のセキユリティソフトウェアを使う 

ボ販のセキュリティソフトウェアを使用する場合は、ソフトウェア同±の競合 
を防ぐため、 Norton Internet Security 90日版はインストールしないでください。 
インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧く 
ださい。 





















インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フ アイアウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータや プロ 
グラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破壊されたりする可能性がありま 
す。「ファイアウォール」は、これらの不正アク七スを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が備 
えられています 。 Norton Internet Security 90日版のセットアップを行うと、自動的 
にファイアウォール機能が有劾になりますので、そのままお使いください。 

Windows フアイアウオールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設をしてください。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用している場合> 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設定してください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設をされる場合があります。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有劾/無効の設をは、次の場巧から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルバネル」一「セキュリティセンター」 一 
「 Windows フアイアウオール」 



フアイ アウ ォール - 
ソフ トを使用しない 
場合に選択 


フアイアウォール 
ソフトを 使用す る 
場合に選択 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Web フイルタリングソフトウエア 


Web フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトを見せないように 
するための技術です。 Web フィルタリングは万全ではありません。ただし、有 
害サイトへのアクセスを自動的に制限することができます。 

i - フィルター30曰版を使う 

本機には、 「Web フィルタリング」機能を持つ 「i ー フィルター30日版」が添付 
されています。家庭内でお子様がコンピュータを巧用する際に、有害なサイト 
へのアクセスを制限したいときなどは、 i _ フィルター30日版を巧用すること 
をおすすめします。 

i - フィルター 30曰版のインス!ル 

購入時、本機には i — フィルター30日版はインストールされていません。 
インストール方法は、 fliP .215 「 i _ フイルター30日版のインストール」をご 
覧ください。 

ホ版の Web フィルタリングソフトウエアを巧用する場合は、ソフトウエア同± 
の競合を防ぐため、 i ー フィルター30日版はインストールしないでください。 

i - フィルター 30曰版の使用方法 

i _ フィルター 30日版を インストールす ると、 フィルター 設をが有効になり、有 
害サイトにアク七スしようとすると、自動的にブロックされます。 

初*設定では、フィルター強商王中学生向けです。フィルター強度は使用を別 
に設定できます。必要に応じて、「設をメニュー」画面で設をを変更してくだ 
さい。 

「設定メニュ ■ 一 J 画面の表示ホ法は、次のとおりです。 

1通知領域の n - フイルター」アイコンをクリックします。 


D3 

く i - フィルターアイコン> 






インターネツトを使用する際のセキユ U テイ対策 


利用が巧の»巧 


い薦凹ぉ ■ 


最巧1迪聞の利用が巧 

綱伽時~06啼 
午おの6時〜120ホ 
午な (12 B 寺〜1削寺） 

巧(巧時〜241弓） 

をけ 


全アクせス 
0件 
2件 
0件 
0か 
2 件 


禁止巧聞 砸人巧が 

日件 日件 

0件 0件 

0件 0件 

0か 0か 

0件 0イキ 


利用娜反 2007年拍月け日 _巧房利巧 _I _システムまミ_|~トフィル々一めな了 I 



ファイアウォール機能による警告画面が表示された場合は 

セキュリティソフトウエアのファイアウォール 機能を 有 劾にしている場合、 イ 
ン ターネット 閲覧時に 「 i _ フィルター30 日版」 でのインターネットアクセス 
に関する警告が表示されることがあります。 

この場合は 、 「i ー フイルター30日版」の使用を許可してください。 


i ーフィルター30曰版の利用期限 

i ー フィルター 30 日版の利用期限は、セットアップ後 30 日間でず。利用期限が 
過ぎると、フィルター機能が停止します。 

く継続して利用する場合> 

継続利用の手続き（有償）をオンラインで行ってください。 
rgp .159 「 i _ フイルター30日 版の サポート」 


本機に添付の i - フィルタ ー 30日版は 、 n -フィルター更新パック」で継続利 
じ巧ぶ解続きを行うことはできません。 


2 「パスワード確認」画面が表示された5、管理パスワードを入力して [ OK ] 
をクリックします。 

「設定 メニュー」 画面が表示されます。 

i _ フィルター 30日版の詳しい使用方法は、 ヘルプを ご覧ください。 


イト ■■V フ h 


I - フィルタ：^ 


因 回 因 


りお'-ね / Arts 



►► 利用者の S 巧 


SQ- 

- 


利用をの巧巧•則な I 


国 


つィ j| ペーなち: やをを向け も旧時巧お I 巧: ちか 

巧 I 卜•な巧 "URL 巧||■ちか•哥巧ちか 他人'巧船罢諸: ちか 
コンテン Iンつ イん夕 ぺージスキヤンちタカ プロック面面 培お面面 
語巧•単語ちタカ ホワイトリスト: おけ 

門 CS 巧力 


ヘルプ 


W 件 件 件件 件 
で〇 2 〇 〇 2 
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<継続して利用しない場合> 

i _ フイルター30日版のアンインストールを行ってください。 

i _ フイルター30日版のアンインストールちをは、デジタルアーツ社のホーム 

ページの「よくある質問」をご覧ください。 

rS p .159 「 i _ フイルター30日版のサポート」 

i — フイルター 30曰版のヴポート 

i _ フイルター30日版のサポートは、デジタルアーツ社で行います。 

よくあるご質問と回答.サポート窓口.継続利用手続き-サービスページなど 
については、デジタル アーツ 社の次のホームページをご覧ください。 

http://www.daj.Jp/cs/ifpe/s up dl.htm 

なお、このサポート情報は、予告なく変更される場合があります。 




I FAX モデムをほラ 

ここでは、 FAX モデムを使用し、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続 
するための設をについて説明します。 

本機には 56 Kbps ( V .92 対•応）の通信速度に巧応した FAX モデムが搭載されてお 
り、ナローバンドでの通信が可能です。 

FAX モデムを使用する場合は、本機背面のモデムコネクタと電話回線を、本機 
に市販のモジュラコードで接続します。 



A 

ま意 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱し火災の原因となります。 
• 構内交換機 ( PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

• 旧 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


^お使いになる前に 


使用回線について 

本機は、ダイヤル回線でも、プッシュ回線でも{ま用できます。使用している回 
線がどちらかわからないときは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回線、 
プッシュ回線の選択は、添付されている通信ソフトや、 Windows 上で設定する 
ことができます。 

•ダイヤル回線レくルス） 

回転式ダイヤル電話のように、ダイヤルの戻る時間によりダイヤルパルス信 
号を送り、巧手につなげる方式の電話回線のことです。 

•プッシュ回線（卜 ■ —ン） 

押しボタン電話機のように、「ピ.ポ .パ..」 とトーンによる信号を送り、 
相手につなげるホ式の電話回線のことです。 
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特殊な電話機-回線での使用 

• PBX やホームテレホン回線への接続 



本機の FAX モデムは、構内交換機 ( PBX ) やホームテレホン、ビジネスホン 
などの2線式でない回線および ISDN 巧応公ホ電話のデジタル側ジャックに 
接続して使用できません。モデムに必要な上の電流が流れ、故障の原因にな 
ります。これらの回線には接続しないでください。 

• キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類似サービスを利用している場合、 
キャッチホンの呼び出し音によって通信中の回線が切断されます。モデムを 
接続する回線では、キャッチホンサービスの利用は避けてください。なお、 
この現象を回避できるサービスについては、 NTT または類似サービスの供給 
元へお問レ、合わせください。 

通信速度の制限 

本機のモデム機能は、 V .92* 通信ち式により、最大受信速を（プロバイダなど 
の巧手側から本機側への方向）は、56000 bps 、 最大送信速を（本機からプロバ 
イダなどの巧手側へのホ向）は、48000 bps になります。 

ただし、この最大送受信速度は、接続先のプロバイダやアクセスポイントなど 
の電話回線状況、モデムの性能や送出レベルなどによりを化します。また、接 
続先のプロバイダなどが同じ規格に対応しており、おを様の電話回線がつなが 
る電話局の交換機とプロバイダまでの通信経路がデジタル化されている必要 
があります。 

* V .92 : ITU - T 国際電気通信連合が制をした通信規格 

通信を行う 

モデム機能を巧って、データ通信や FAX 機能を使用するには、別途通信ソフト 
ウェアが必要です。通信ソフトウェアのインスト ' —ル方法や巧いちについて 
は、通信ソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

また、 Windows の通信機能を巧用する場合は、 「Windows のヘルプ」をご覧くだ 
さい。 


AT コマンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御コマンドとして、 「 AT コマンド」を探用し 
ています。 AT コマンドについては、 P 3 P .278「 AT コマンドの使用」をご覧く 
ださぃ。 




FAX モデムを使う 


►ダイヤル情巧の設定 


モデムの設ををしていない場合は、巿外局番やダイヤルホ法などの設定を行い 
ます。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A - ドウェ 
ア」一「電話とモデムのオプション」をクリックしまず。 

2 「国名/地域名」、 r 巿外局を/エリアコード」、「外線発信を号」や「ダイヤル 
ち法」などを設定しまず。 

これでダイヤル情報の設定は完了です。 

インターネットに接続する場合は、このあとダイヤルアップ接続の設定が必 
要です。 

ra p . 162 「手動でダイヤルアップ接続の設定をする」 

► 手動でダイヤルアップ接続の設定をずる 


はがきや電話で加入申し込みをした場合は、プロバイダから提示された資料に 
基づいて各種設定を行います（ダイヤルアップ接続の設風。次の手順は設定 
方法の一例です。プロバイダから設定ち法資料が提供されている場合は、そち 
らを参照してください。 



接続に関する用語一 K 

プロバイダによって設定項目の呼び方が異なる場合があります。本書での記述 
とプロバイダが使用する類似名称の一例でず。 


本書での記述 

類似名称 

接続 ユーザー 名 

ユーザ名、コネクションの、 PPP ログインあ、アカウン 
卜を、アカウント、の、接続の、の番号、接続アカウン 
卜、 ダイヤルアップログインあ 

接続パスワード 

パスワード、 PPP パスワード、ダイヤルアップパスワー 
ド、初期パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウント名、メ ' ールボックス名、メールボックス、 
メールアカウント名、 Mail アカウント、アカウント名 

メールパスワード 

Mai レくスワード、パスワード、初期パスワード 

受信メールサーバ 

メールサーバ、受信メールサーバ （ POP 3) 

送信メールサーバ 

メールサーバ、送信メールサーバ ( SMTP ) 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」一「新 
しい接続ウィザード」をクリックしまず。 

2 「新しい接続ウィザードの開始」と表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

3 「ネットワーク接続の種類」と表示された5、「インターネットに接続ずる」 
にチェックげ付いている状態で[次へ]をクリックします。 

4 「準備」と表示された6、 r 接続を手動でセットアップずる」にチェックを付 
けて[次へ]をクリックしまず。 

5 「インターネット接続」と表示された5、「ダイヤルアップモデムを使巧して 
接続ずる」にチェックを付けて[巧へ]をクリックします。 

6 「接続名」と表示された5、アクセスポイントの名前を入力して[次へ]を 
クリックしまず。 

7 「ダイヤルずる電話を号」と表示された5、アクセスポイントの電話を号を 
入力して[次へ]をクリックしまず。 

8 「インターネットアカウント情報」と表示された5、プ□バイダか S 指定さ 
れている「ユーザー名」、「パスワード」をそれぞれの項目に入力して[巧 
へ]をクリックします。 

9 「新しい接続ウィザードの完了」と表示された5、院了]をクリックしまず。 

10 [スタート]- r 接続」一 r (手順巨で設定したアクセスポイントの名前)」を 
クリックしまず。 

11 [プ□パティ]をクリックしまず。 

12 プ□バイダか SDNS (ネーム）サーバのアドレスを指定されている場合は 
巧の設定を行いまず。 

(1) 「ネットワーク」タブの「インターネットプ□トコル（TCP/IP)」を選択し 
[プ□パティ]をクリックします。 

(2) r 次の DNS サーパ'-のアドレスを使う」にチェックを付けます。 

(3) 「優先 DNS サーバー」、「代替 DNS サーバー」に、プ□バイダから指定され 
ている DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [OK] をクリックします。 

13 「全般」タブー「ダイヤル情報を使う」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

14 r (手順色で設定したアクセスポイントの名齡へ接続」の画面で[キャンセ 
J レ]をクリックしまず。 

尸司 ip . l 64 「回線接続前の設定」に進みます。 
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FAX モデムを使う 


►回線接続前の設定 


Windows XP では回線に接続する前に、接続に関する次の設定を行います。 

• 接続方法の設定 

電話回線を使用して、インターネットに接続するように設定をします。 

• 切断画面の設定 

Internet Explorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示するよ 
うに設定します。 

接続に関する設をは、次の手順で行います。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「ネットワークとインターネット 
接続」一「インターネットオプション」一「接続」タブをクリックします。 

2 「通常の接続でダイヤルずる」にチェックを付けまず。 

(接続方をの設定） 

3 [設定]-[詳細設定]をクリックします。 

4 「接続び必要なくなったとき切断する」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クしまず。 （切断画面の設定） 

ち r (接続巧の名前）の設定」画面で [0 K ] をクリックします。 

6 「インターネットのプ□パティ」画面で [0 K ] をクリックします。 

これで接続に関する設定は完了です。 
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省電力機能を使ラ 


省電力機能を利用すると、本機を使用していない間、省電力が態に移行して消 
費電力を巧えることができます。特にバッテリだけで使用する場合は、省電力 
機能を巧うことで本機の使用可能時間を延ばすことができます。 



光ディスクドライブを OFF にする 

本機では、この機能のほかに、光ディスクドライブの電源を切って消費電力を 

抑えることもできます。 

rsi P .87 「光デ イス クドライブの ON / OFF 」 



►省電力機能使用時のを意 


省電力機能を使用する際には、次のような制限事項があります。使用する前に 
確認して正しくお化し、ください。 

■省電力が態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

• 次のような場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

• 周诏機器を接続している 
• ソフトウェアを起動している 

■次のような場合に省電力状態に移行すると、不具合が発生する可能性があり 
ます。省電力状態に移行しないように設をしてください。 
ra P .168 「時間経過で移行させない」 

-光ディスクメディアへの書き込み時：書き込みに失敗する可能性 
-サウンド機能で録音、再生時：録音や再生が途中で切断される可能性 

• メモリカードや外部接続記憶装置 （USB FDD など）へのデータ書き込み 
時：データ破壊の可能性 

• FAX モデム、ネットワーク機能や B 山 etoo 化機能などを巧っての通信時：通 
信が切断される可能性 

. 動画再生時：コマ落ちしたり ソフ トウェアの動作が遅くなるなどの現を 
が発生する可能性 

• 次のような場合は、省電力状態から正常に復帰できないことがあります。 

-省電力状態で、 PC カードや周辺機器などの抜き差しを行った場合 
. ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、省電力状態に移行した場合 
■ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

■光ディスクドライブの電源を切っていた場合でも、省電力状態から復帰する 
と、光ディスクドライブの電源は自動的に ON になります。必要に応じて OFF 
にしてください。 
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省電力機能を使ラ 


• Bluet: 00 化機能を ON にしていた場合でも、休止状態に移行すると Bluet: 00 化機 
能は自動的に OFF になります。その場合は、再度 B 山別00也機能を ON にして 
ください。 

FS P .1 Q 4 「B 山 etoo 也機能の ON / OFF 」 

►省電力が態の種類 


省電力が態には、主に次のようなものがあります。 

• HDD/ ディスプレイの電源を切る 

HDD や ディスプレイの 電源を切ります。省電力の効果は、 スタンバイ より低 
いですが、通常の状態にすぐに復帰できます。 


■スタンバイ 

作業内ををメモリに保持した状態で本機の動作を中断します。ディスプレイ 
の電源が切れ、電源ランプと電源スイッチが点滅します。通常のが態へは、 
十数秒で復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 

■休止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。本機の電源を切った状態と同様 
に電力を消費しません。通常の状態への復帰には多少時間がかかります。 
休止状態を有効にするためには設定が必要です。 
ni P .167 「休止が態を有効にする」 


電源ランプの表示 


省電力が態は、電源ランプ (承) の点な、点滅により確認できます。 


動作状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点灯 

HDD / デ イス プレイの電源を切る 

点灯 

スタンバイ 

点滅 

休止状態 

消灯 

電源切断時 

消灯 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


休止げ態を有効にずる 

「休止が態」タブの「休止状態を有効にする」にチェックを付けると休止が態 
が有効になります。 

休止が態の設定は、次の画面で行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「休止状態」タブ 



チェックを 

つける 



►省電力が態に巧巧ずる 


省電力状態に移行するには、次の方法があります。 

• 時間経過で移行する 

設定した時間を超えて本機を使用しないと省電力状態に移行しまず。 

•直ちに移行する 

席を外すときなどに、手動で省電力状態に移行します。 

• バッテリ残量低下時に移行する 

バッテリ残量が少なくなると、省電力状態に移行します。 

省電力に関するを種設定は、次の画面のをタブで行います。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」 


167 

























省電力機能を使ラ 


時間経過で移行ずる 

省電力状態に移行する時間の設定は、「電源設定」タブで行います。 



設定した時間を超えて何 
も操作しないと、各モー 
ドに移行 


時間経過で移巧させない 

光ディスクメディァへ書き込みを行う場合などは、時間経過による省電力状態 
への移行を無効に設ちします。 

時間経過による省電力状態への移行を無効にするには、「モニタの電源を切る」 
などす ベての 項目の時間設をを「なし」に設をします。 


直ちに移行ずる 


次の方をでスタンバイまたは休止状態に移行します。 

■[スタート]-「終了オプション」から選択、実行する 

信品 ri を押しながら実行すると、 「スタンバイ」 ではなく 「休止状態」を選 
ができます。 


• r^+rpn (い ？） を巧す：初期値は「スタンバイ」 

キーを押したときに休止が態に移行するように設定を変更することもでき 
ます。 

ほかの方法で直ちに移行ずる 

次のホをで、スタンバイや休止状態に直ちに移行することもできます。移行す 
るには、設をが必要です。 

• LCD ユニッ トを閉じる：初期値は「何ちしない」（バックライト消なのみ） 

• 電源スイッチを巧す：初期値は「シャツトダウン」 


[ Fn 1+ ( F 1 1 (いり を押したときの動作を変更することもできます。 






















































第 2 章コンピュータの基本操作 


設をは、「詳細設を」タブで行います。 



「LCD ユニッ トを閉じ 
る」での動作を設定 


r 電源スイッチを巧ず」 
での動作を設定 


n Fn 1 + 广 FI j ( ピ） 
を巧ず」での動作を設定 


バッテリ残量低下時に移行する 

本機は、バッテリ残量が低下したときに省電力状態に移行するように設定する 
こともできます。 

P .67 「バッ テリア ラームの 設定」 

►省電力が態から復帰ずる 


省電力状態から復帰して通常の状態に戻るホ法は、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプ 

復帰ち法 

HDD / ディスプレイの電 
源が切れている状態 

点灯 

•タッチパッド、キーボードを 

操作する 

スタンバイ 

点滅 

• 電源スイッチを押す 
• キーボードを操作する 

休止が態 

消灯 

• 電源スイッチを押す 














































省電力機能を使ラ 


►電源管理 ツールを 巧う 


本機には、 Windows 標準の省電力機能と連動して高度な電源管理を行うための 
ソフトウ卫ア「電源管理ツール」が添付されています。 

電源管理ツールのインストール方法や詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」一「マニュアルびゆ一わ」一 『電源管理 ツー 
ル 取扱説明書』 


r[fh 電源管理ツールインス I ''ール後は、すべての省電力に関する設定を電源管理ツー 
[ ^ ルで行ってください。 Windows 上で省電力設定の変更をしてち、正しく反映さ 
制限 れません。 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE1 394 コネクタ 


本機左側面には圧邸1394コネクタ （4 ピン）が1個用意されています。圧邸1394 
コネクタには圧 EE 1394 対■応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。た 
だし、通知領か戈にアイコン（「取り外し」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了姐理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュア 
ルをご覧ください。 



<取り外しアイコン> 

►SpeedStep ( スピードステップ）機能 


<インテル Core 2 Duo プ□セツサ搭載時> 

本機では、「スピードステップ」機能が自動的に機能しています。スピードス 
テップ機能とは、使用時の CPU の使用率にあわせて、 CPU の処理速度を自動で 
調整する機能です。 

CPU の使用率が少ないときは、 CPU の処理速度を巧え、消費電力を少なくしま 
す。また、 CPU の巧用率が高いときは CPU 化巧が最速になります。 

スピードステップ機能を無効するち法は次のとおりです。 


[スタート]-「コント□-ルパネル」一「電源オプション」一「電源設定」 
で「常にオン」を還択 














そのほかの機能 


►セキユリテイ□ツクス□ツト 


本機右側面には、「セキュリティ ロックスロット」 が装備されています。ここ 
には、専用の盗難巧止ワイヤーを取り付けます。 



当社では、専用の盗難抑止ワイヤーを取り扱っています。詳しくは当社のホー 
ムページをご覧ください。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http://shop.epson.ip/ 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスやメモリの装着ち法、本機に接続でさる装置に 


ついて説明します。 

r 拡張でさる装置」 .. 174 

r メモリの装着」 . 175 

r 外付け可能な周辺機器」 . 180 










I 拡張でをる装置 


本機では、メモリモジュール城降、メモリ）を増設•交換することができます。 



メモリス □ツト 

本機には、 512 MB の内蔵メモリのほかに、メモリを増設するためのメモリスロッ 
卜が1本用意されています。 
r ^ p .175 「メモリの装着」 


制限 


本機は、ご自身でメモリ L ソかの機能を拡張することはでさません。 


アップグレードサービスについて 

当社では、本機をお預かりして装置の増設-交換を行うアップグレードサービ 
スを有償で行っています。 

本機では次の装置のアップグレードサービスを利用できます。 

■メモリ ：増設•交換 

• 内蔵 HDD :交換 

■光ディスクドライブ：交換 

アップグレードサービスをご 希望の場合は、 カスタマーサービスセンターにご 
相談ください。 カスタマーサービスセンターの 連絡先は、 『サポート.サービ 
スのご 案内』 を ご覧ください。 


ご自身での装置の交换（メモリを除く）は、故障の原因となりますので行わな 
いでください。 
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I メモリの装着 


本機で使用可能なメモリの仕様と、取り付け/取り外し方法に ついて 説明しま 
す。 

►メモリの仕様 


本機底面には、メモリスロットが1本用意されていて、メモリの増設または交 
換をすることができます。 

本機で使用可能なメモリは次のとおりです。 

• PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2-533 SDRAM 使用） 

• メモリ容量 512 M 日、 1 GB (]024 M 日）、 2 GB (2048 MB ) 

• Non ECC 

• 200ピン 

• CL 二4 


本機がサポートするメモリの最大容量は 2 GB です。 

I ^ 内蔵メモリ（曰] 2 M 日）に 2 G 日の増設メモリを装着した場合、増設した 2 G 曰 
制限 メモリのみ認識します。 


最新メモリ情報 


今後、新しいメモリを取り极う場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社ホームページでご確認ください。 

http://shop.epson.ip/ 


►作業時のを意 

メモリの増設-交換をする場合は、次の点に注意してください。 


A 

散化 
言口 


• メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッ 
テリパックを取り外してください。感電や乂傷の原因となります。 

• 本機の分解-改造やマニュアルで指示されている L ソがの増設-交換はしない 
でください。けが•感電■火災の原因となります。 


A 

ま意 


• メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているとをには行わないでく 
ださい。火傷の危険があ0ます。作業は電源を切って10分拟上待ち、本機の 
内部が十分冷めてか6行ってください。 

•不安定な場所（ぐ S ついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないでく 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 




















メモ u の 装着 


制限 


♦作業を行ラ前に金属製のちのに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

♦本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

♦ メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接触不良による誤動作の原因にな0ます。 

♦装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因にな0ます。 

♦ メモリを落とさないよラにま意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

♦ メモリの着脱は、頻繁に行わないで<ださい。必要 L ソ上に着脱を繰0返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因にな0ます。 


►メモリの増設•交換 

メモリの 増設-交換は、次の手順で行います。 


メモリの取り付け 

1 本機の電源を切りまず。 

2 接続しているずベてのケーブルをがしまず。 

3 本機の底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

ド y P .69 「バッテリの交換」 

4 メモリス□ットカバーのネジ （2 本）をがしまず。 
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5 メモリス□ットカバーを矢印のち向に持ち上げて取りがしまず。 



6増設ずるメモリを静電防止袋か 5 取り出しまず。 

メモリの 端子部や素子に触れないように持ちます。 

端子部 



7 メモリを、メモリス□ットに差し込みます。 

メモリ の切り欠きを突起にあわせ、 メモリ を約15度の角度で メモリスロット 
に差し込みます。 


突起 






メモ u の装着 


8 メモリを静かに倒します。 

正しく装着すると「カチッ」とをがしてスロット左右の固定タブに固定され 
ます。 



9 メモリス□ットカバーを取り付け、ネジに本）で固定しまず。 

1〇取りがしたバッテリと、ケースレ類を元に戻します。 

巧 p .69 「バッテリの交換」 

11 「BIOS Setup ユーティリティ」を起動して、総メモリ容量を確認しまず。 

ra P .179 「メモリの増設-交換後の作業」 

メモリの取り外し 

1 メモリス□ットの両側にある固定タブをが側に広げるとメモリが起き上が 
りまず。 



固定タブ 
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2 起き上げったメモリの両端を持って静かに引き抜きまず。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 
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►メモリの増設•交換をの作業 


メモリの増設-交換をしたら、必ずメモリの容量を確認します。 

メモリ容量の確認ホをは次のとおりです。 

1 本機の電源を入れたを巧して 、 「BIOS Setup ユーティリティ」を 
起動しまず。 

p .183 「BIOS Setup ユーティリティの起動 J 

2 「 Main 」 メニユー画面一 I'System Memory 」 に表示されているメモリ容 
量を確認します。 

メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付けられてい 
ないことが考えられます。すぐに電源を切り、正しく取り付けなおしてくだ 
さい。 



総メモ U 容量の表示 

本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして巧用します。 BIOS ではメイ 
ンメモリからビデオメモリ（最小 8 MB ) を引いた値が表示されます。 

※本機がサポートするメモリの最大容量は、 2 GB (2048 MB ) です。 

512 MB (内蔵メモリ） +2 GB (増設メモリ）を搭載した場合、表示は 2 GB 
(2048 MB ) からビデオメモリ容量を引いた値になります。 













I か付け可能な周巧機お 


本機のコネクタやスロットには、次のような周辺機器を接続できます。 

接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 




a : VGA コネクタ 

. 外付け ディスプレイ 
-ビデオプロジェクタ 
b : US 巨コネクタ 
-プリンタ 
-スキャナ 
* デジタルカメラ 
-USB FDD (ホプション） 
- USB マウス（オプション） 
- USB 対■応概器 
C ： IEEE 13 日4コネクタ 
- DV 權器 

- IEEE 1394 対応機器 
d : メモリカードス□ット 

•メモリースティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 


e : PC カードス□ット 

- PC カード 

(PC Card Standard 準拠 、 Type II ) 
f ： ヘッドフオン出カコネクタ 
•スピーカ 
•ヘッドフォン 
旨：マイク入カコネクタ 

. マイク 

h : モデムコネクタ 

* 電話回線 

i : LAN コネクタ 

• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機では、ケーブルを介さずに次の機器が接続できます。 
-無線 LAN 対•応機器（無線 LAN 搭載時のみ） 

• Bluetooth 対応機器 （ Bluetooth 搭載時のみ） 
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BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

r 日 lOS の設定を始める前に」 . 182 

「巨1日 S Setup ユーティリティの操作」 . 183 

r 巨 I 日 S Setup ユーティリティの設定項目」 . 192 









I BIOS の設定を始める前に 


(HTL 当社製切がの BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場合があ 

A ります。 当な製がの BIOS へのアップデ~卜は組がに巧わないで<ださい。 

制限 


BIOS は、コンピュータの基本が態を管理しているプロダラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に民 OM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Setup ューティリティ」で変更できますが、購入時のシ 
ステム構成にあわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
•パスワードを設定する場合 
• メインボード上の機能の有効/無効を設定する場合 

BIOS の設を値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Setup ューティリティで変更した内容は、バックアップ電池によって保持 
されまず。コンピュータの電源を切ったり、再起動しても消去されることはあ 
りません。 



バックアップ電池 


BIOS Setup ユーティリティの内容は、バックアップ電池で保持しています。コ 
ンピュータの使用状況によって異なりますが、 AC アダプタ、およびバッテリか 
らの電源供給が全くない場合、約半年で設定値が保持できなくなります。半年 
な上本機を使用しないで、日付や時間が異常になったり、設定した値が変わっ 
てしまった場合には、本機に AC アダプタやバッテリを接続して電源を供給して 
ください。 

rs で211 レくックアップ電池」 


動作が不安定になった！5 

設定値を変更して本機の動作が不安定になった場合は、次の方法で設定値を戻 
すことができまず。 

•購入時の設定と変更後の設定をあ6かじめ記録しておさ、手動で戻す 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

P.198 「BIOS Setup ユーテイリテイの設定値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す 
rS p .186 「設定値を元に戻すには」 
















I BIOS Set 叩ユーテイリテイの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


1 本機の電源を入れます。すでにコンピュータび起動している場合は再起動し 
まず。 

艺 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
を巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一を実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」び起動して 「 Main 」 メニュー画面び表示さ 
れまず。 


System Overview 

Item specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

BIOS Ver: 1.00 .DIO 

<Ent6r> selects field. 

CPU Type: Intel Celeron M423 

CPU Speed: 1060 MHz 


皿 : 32 : 57 ] 


System Date: [05/30/2006] 


System Memory 503MB 



I Help 
Exit 


C Select Item . 
Select Menu I 


Change Values 
Select > Sub-Mem 


I^L Setup Defaults 
j Jffil Save and Exit 


BIOS Setup ユーテイ U テイ（イメージ） 




仕様が前回と異なるとを 

本機のが態が、前回使用していたときと異なる場合には、起動時に次のメッ 
セージが 表示されます。 


Press F 1 to continue , F 2 to enter SETUP 


.のメツセージが表示されたら [ F2 1 を押して BIOS Setup ユーテイリテイを起 
動します。通常はそのまま 「Exit Saving Changes 」 を実行して終了します。 

P.191 「BIOS Se 叫)ユーテイリテイの終了」 

) を押すと Windows が起動しますが、動作中に問題が発生する可能性があ 
ります。 


P 

回; 
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► BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーテイリテイ」の画面構成は次のとおりです。 



<メニュー画面> 


名'メニュー画面と設定項目の説明は、 ドー P .192 「BIOS Setup ユーティリティ 
の設定項目」をご覧ください。 


設定値の変更方法 

「BIOS Setup ユーティリティ」の設定値を変更するか法は次のとおりです。 
操作はキーボードで行います。 


1 処理メニューで設定を変更したい項目のあるメニュー画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

f —— ► J [< —— J でメニュー間を移動しまず。 
m nn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


[処理メニュー 1- 


設定項目を選択 


Advanced Settings 


WARNING:Settlng wrong values in below sections 
may cause system to man け unction. 


» IDE Channel 0 Slave 


Onboard LAN Boot ROM 
Wake-Up On LAN 

Detect Extenal CRT 


[Disabled] 

[Disabled] 


I — Help 
I lag Exit 


Item specific Help 


<メニュー画面 > 
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ぐ►のある項目の場合> 

►のある項目の場合、广江"!を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
で設定値を変更したい項目まで移動します。 


‘Hi"。"" 


IDE Channel 0 Master [40006MB] 

Item specific Help 

Type; [Auto] 

Total Sectors: 781401 的 

Maximum Capacity: 40008 MB 

Multi-Sector Transfers: [16 Sectors] 

LBA Mode Control: [Enabled] 

Transfer Mode: [EPI0 4/DMA 2] 

Ultra DMA Mode: [Mode 2] 

SMART Monitoring: Enabled 

This setting enable 
or disables 32 bit 
data transfers. 


勘 P 纖觀债 翰 rv |； ilW > w £ l 数 喘離 


くヴブメニユー画面> 

サブメニュー画面から戻るには f Esc 1を押します。 

2 設定値を変更しまず。 

を押して選択ウィンドウを表示し、 m nn で値を選択し rrn で 
決:定します。 



<選択ウィンドウ> 

キー操作一覧 


BIOS の画面では、次のキーを使って操作を行うことができます。 


キー 

操作でさる内容 

(Esc ) 

•変更した内容を破棄し、終了するか確認するメッ 
セージを表示します。 

• サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 

(千 u 本） 

設定を変更する巧目を選択します。 


処理メニューを選択します。 

(Fn 1 + (- い因^ 

【 Fn ] + [ + ] (口） 

項目の値を変更します。 

1 ^ 1 

• メニュー画面中の►マークの付いている項目で押 
すとサブメニュー画面を表示します。 

• 選択項目の選択ウインドウを表示します。 

•設定値を選択します。 

( F 1 I 

ヘルプを表示します。 

I F 9 ) 

全設定項目の値を初期値に戻しまず。 

( F 10 I 

変更した設を値を保存して終了します。 
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►設定値を元に戻ずには 


BIOS Setup ユーティリティの 設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不安定 
になってしまった場合などには、 BIOS Se 扣 P ユーティリティの 設をを初期値や 
前回保存した値に戻すことができます。 

Load Setup Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Setup ユーテイリテイの 設定を、 BIOS の 初期値に戻します。 


1 f F9 J を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Load Setup Defaults 」 
を選択ずると次のメッセージが表示されます。 


Setup Confirmation 
Load default configuration now? 
[Yes] [No] 


2 [ Yes ] を選択してにのを巧しまず。 


Load Setup Defaults を実行したあとに、 BIOS の設を値を設をしなおしてくださ 

い。 

• セキユリティチップのセキユリティ機能を有効にする（お使いの場合のみ） 

メインボード上の七キュリティチップの機能を有効にするためには、 
rw P .266 「セキュリティ機能を使い始めるまでの準備」を参照し、 BIOS 
の設をを行ってください。 

設をを行ったら、を更した内容を保存して終了します。 

P .191 r Exit Saving Changes 陳更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保巧した設定値に戻ず） 

BIOS Setup ユーティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1 「 Exit 」 メニュー画面一 「Discard Changes ] を選択ずると、次のメッセー 
ジび表示されまず。 


Setup Coniirmation 
Load previous conriguration now? 
[Yes] [No] 


2 [ Yes ] を選択してにのを巧しまず。 
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► P 曰 SS word の設定 


パスワ ードを設定することで、本機を使用するユーザーを限定することができ 
ます。 コンピュータ 起動時や 「BIOS S 幻 up ユーティリティ J 起動時、休止が態 
からの復帰時に パスワ ードの入力を要ホし、正しいパ スワ ード入力が行われな 
いと本機を使用することができません。 

パスワードの 設定は 、 「BIOS Setup ユーティリティの 設定項目」 の 「SecurityJ メ 
ニュ I —画面にある Password に関する設を項目で行います。 

广 W P.194 「 Security メニュー画耐 


|[fh パスワードを登録-変更-削除した場合 、 「Discard Changes 」 または 「Exit 
[ 2 Discardin 邑 Changes 」 を実行しても、パスワードの設定を元に戻すことはで 
制限 さません。 


パスワードの種類 


パスワードには次の3種類があります。 

• Supervisor Password (管理ちパスワード） 

コンピュータ管 a を用のパスワードです。管巧者パスワードで BIOS にログ 
オンした場合は、すべての項目の閲覧と変更が可能です。 

管理者パスワード設定すると、他の 2 つのパスワードも設を可能になります。 
管理者パスワードを削除すると、化の 2 つのパスワードも削除されます。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

一般 ユーザー 用のパスワードです。 ユーザー パスワ ー ドで BIOS にログオン 
した場合は、項目の閲覧や変更が制限されます。 

• HDD Password ( H □□パスワード） 

本機内部の HDD へのアクセスを制限するためのパスワードです。 

HDD パスワードを設定すると、コンピュータ起動時や休止が態から復帰時に 
パスワードの入力が必要になります。 

パスワード入力時のま意 

パ スワ ード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパ スワ ードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
ない状態でパ スワ ードを入力するとエラーになります。 
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パスワードの設定 


管理をパスワードおよびユーザーパスワードを設定すると、 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」起動時 （「Password CheckJ が 「 Setup 」 の場合）あるいはコンピュー 
夕起動時や休止が態からの復帰時 （「 PasswordCheckJ が 「 Always 」 の場合）に 
パスワードの入力が要求されます。 

HDD パスワードを設定すると、コンピュータ起動時や休止状態からの復帰時に 
HDD パスワードの入力が要求されます （「 PasswordCheckJ が 「 Always ] の場合 
は、管理者パスワードまたはユーザーパスワードの入力が要求されます)。 


Jl^ 

制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、 BIOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動がでさなくなります。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


ユーザーパスワードや HDD パスワードは、管理者パスワードを設定した攝合 
に、設定できるようになります。 

ここでは管理者パスワードの設定の手順を説明します。 

ユーザーパスワードや HDD パスワードを設定する場合は、手順1で 、 rset User 
Password 」 または 「Set HDD Password 」 を選択して同じ手順で進めてください。 

1 「Set Supervisor Password 」 の Enter ] を選択して [ ) を巧しまず。 

次のメッセージが表示されます。 


Set Supervisor Password 


Enter New Password [ 

] 

Confirm New Password [ 

] 


2 「Enter New Password 」 欄にパスワードを入力し、 [ 1 を巧しまず。 

アルファべットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字ま 
で入力できます。 

3 に〇口11「の New Password 」 欄に、確誌のため手順2と同じパスワードを 
入力し、 广 W を巧しまず。 

同じパスワードを入力しないと、エラーになります。 

4 RDhan 呂 es have been saved 」 とメッセージが表示された5、に ontinue ] 
び選択されている状態で厂 W を押しまず。 

パスワードの設定が完了すると 、 「Supervisor Password Is 」 や 「User Password 
Is」、「HDD Password Is 」 の値が 「 S 別」に変わります。 
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パスワードの変更 

ここでは管巧をパスワードの変更の手順を説明します。 

ユーザーパスワードや HDD パスワードを変更する場合は、手順1で 「Set User 
Passwo 址または 「Set HDD Password 」 を選択して同じ手順で進めてください。 


1 ["Set Supervisor Password 」 の [ Enter ] を選択して [] を巧しまず。 

次の画面が表示されます。 


Set Supervisor Password 

Enter Current Password 

[ 

] 

Enter New Password 

[ 

] 

Confirm New Password 

[ 

] 


2. 「Enter Current Password 」 欄に、今まで使用していたパスワードを入 
力しを巧します。 

3 「Enter New Password 」 欄に、新しく設定したし、パスワードを入力して、 
fTH を巧しまず。 

4 に〇口円の！ New Password 」 欄に、確認のため手順3と同じパスワードを 
入力し、 广江~] を巧しまず。 

5 [" Chan 巨 es have been saved 」 とメッセージが表示された5、に ontinue ] 
が選択されている状態で CZD を巧します。 

これでパスワードの変更は完了です。 

パスワードの削除 

ここでは管巧をパスワードの削除の手順を説明します。 

ユーザーパスワードや HDD パスワードを削除する場合は、手順1で 「Set User 
Password 」 または 「Set HDD Password 」 を選択して同じ手順で進めてください。 
管理者パスワードを削除する場合は 、 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時に管 
理をパスワードを入力してください。 

管理者パスワードを削除すると、ユーザーパスワードや HDD パスワードも削除 
されます。 

1 rSet Supervisor Password 」 の [ Enter ] を選択して [ 1 を巧しまず。 

次の画面が表示されます。 


Set Supervisor Password 

Enter Current Password 

[ 

] 

Enter New Password 

[ 

] 

Confirm New Password 

[ 

] 




















BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


2 ["Enter Current Password 」 欄に今まで使用していたパスワードを入力 
し 厂 W を押しまず。 

3 ["Enter New Password 」 欄に何も入力せずに [ 1 を巧しまず。 

4 RDonfirm New Password 」 欄に何ち入力せずに [ 1 を巧しまず。 

5 ["Changes have been saved 」 とメッセージが表示された5、に ontinue ] 
が選択されている状態で厂 W を巧しまず。 

これでパスワードの削除は完了です。 

►曰付と時刻の設定 


日付や時刻の表示が異常になったり設定した値が変わってしまうような場合 
には、次の操作で日付と時刻を設定してください。 

1 「BIOS Setup ユーテイリテイ」の 「 Main 」 メニユー画面を開き、 I'System 
Time 」 の表示げ反おしていることを確認しまず。 

2力ーソルのある位置で、 广品~]+广 n (に P または 〔面] +(^](口）を 
巧して、時刻の時間表示を正しく設定しまず。 

3 を巧して、時刻の分表示に力ーソルを移動し、(に])ま 

たはを巧して、時刻の分を設定しまず。 

時間表示に戻るときは、区^+[^を押します。 

4手順3と同様の操作で、抄表示を設定しまず。 

5 を巧して、に ystem Date 」 に移動し、手順3と同様の操作で、月¬ 
日 •年を設定しまず。 

6 「 Exit 」 メニユー画面一 「Exit Savin 有 Changes 」 で設定を巧巧して終了 
し、 Windows を再起動しまず。 
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►BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Setup ユーティリティ」を終了するには、次の2つのち法があります。 

Exit Saving Changes (変更した内容を保存し終了する） 

'変更した設を値を保存して 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」を終了します。 


1 f F10 ] を巧す、または FExitJ メニュー画面一 「Exit Saving Changes 」 
を選択ずると次のメッセージげ表示されまず。 

Setup Confirmation 

Save coniiguration changes and exit now ? 

[ Yes ] [ No ] 

2 [ Yes ] を選択し、を巧しまず。 

Exit Discarding Changes (変更した内容を破棄し終了する） 

'変更した設を値を保存せずに 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」を終了します。 


1 f Esc J を巧ず、または [ Exit ] メニユー画面 — 「Exit Discarding Changes J 

を選択ずると、次のメッセージび表示されまず。 


Setup Warning 

Configuration has not been saved ! 
Save before exiting ? 

[ Yes ] [ No ] 


設定値が変更されていなければ、メツセージは表示されずに、そのまま BIOS 
SeUip ユーテイリテイが終了し Windows が起動します。 

2 [ No ] を還択し、を巧します。 


















I BIOS Setup ユーテイリテイの設定頂目 


ここでは 、 BIOS Setup ューティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します 。 BIOS 
Setup ューティリティのメニュー画面には、次の7つのメニューがあります。 

• Main メニュー画面 

日付-時刻などの設定を行います。 

• Advanced メニュー画面 

装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

• Security メ ニュー画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行いまず。 

• TPM State メニュー画面 

Security メニュー画面の 「TPM Support 」 を 「 Enabled 」 にすると表示されます。 

セキュリティチップに関する設定を行いまず。 

• Power メニュー画面 

バッテリリフレッシュを行います。 

• Boot メニュー画面 

システムの 起動 （ Boot ) に関する設定を行います。 

• Exit メニュー画面 

BIOS Setup ューティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻したりしまず。 

► Main メニュー画面 


日付と時刻の設定を行いまず。日付と時刻の設定方法は P 3 p .190 「日付と時刻の設定」をご覧くださ 

い。 

「 Main 」 メニュー画面の設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表巧のみ 


"bios Ver 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

"CPU Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

*CPU Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されます。 

System Date 

日付を設定します。（月/日/年）の順で表示されます。 

System 

Memory 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

表示される容量は、搭載されたメインメモリ容量から、あらかじめ割り当てられてい 
るビデオメモリ容量（最小 8 MB ) を引いた値です。 

※本機がサポートするメモリの最大容量は、 2 GB (2048 MB ) です。 

512 MB (内蔵メモリ） +2 GB (増設メモリ）を搭載した場合、 2 GB (2048 MB ) か 
らビデオメモリ容量を引いた値が表示されます。 
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►Advanced メニユー画面 


HDD や光ディスクドライブの仕様やタッチパッドの設定などを行います。 
「 Advanced 」 メニュー画面の設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


IDE Channel 0 Master 

HDD の容量と仕様 
( SATA 1) を表示し 
ます。 

サブメニューには、 
接続している HDD 
の情報を表示しま 
す。 

*Type 

本機はデバイスタイプを自動認識します。 

で otal Sectors 

セクタの総数を表示します。 

"Maximum 

Capacity 

HDD の容量と仕様 （ SATA 1) を表示します。 

* Multi-Sector 

Transfers 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 

*LBA Mode 

Control 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポートしているかどう 
かを表示します。 

i ransfer Mode 

装置の転送モード、 DMA 転送モードとチャンネルを表示し 
ます。 

*Ultra DMA Mode 

Ultra DMA 対応装置の転送モ'—ドとチャンネルを表示します。 

*SMA 民 T 
Monitoring 

SMART (Self Monitoring Analysis and Reporting Technology ) 

をサポートしているかどうかを表示します。 

IDE Channel 1 Slave 

CD-ROM (ドライ 
ブなし時は 
「 None 」） と表示さ 
れます。 

サブメニューには、 
接続している光 
ディスクドライブ 
の情報を表示しま 
す。 

*Type 

本機はデバイスタイプを自動認識します。 

Multi-Sector 

Transfers 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 

*LBA Mode 

Control 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポートしているかどう 
かを表示します。 

*32 Bit I/O 

32 Bit I / O アクセスモードをサポートしているかどうかを表示 
します。 

i ransfer Mode 

装置の転送モード、 DMA 転送モードとチャンネルを表示し 
ます。 

*Ultra DMA Mode 

Ultra DMA 対応装置の転送モードとチャンネルを表示します。 

*SMA 民 T 
Monitoring 

SMART (Self Monitoring Analysis and Reporting Technology ) 

をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定しまず。 
Enabled :夕 、ソチパ、ソ ドを使用します。 

Disabled : タッチパッドを使用しません。 

Exchange FN & CTRL Key 

キ, ーボ'ードの左下側にあるド〇キ'—と、その隣にある Ctrl キ'一 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Disabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えません。 

Enabled : Fn キーと Ctrl キーの機能を入れ替えます。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled :無劾にします。 

Enabled :有効にします。 
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Wake-Up On LAN 
( LAN からの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止が態において、ネットワーク 
からの信号により起動するかどうかを設ちします。この機能 
は、 Windows を正常に終了または省電力状態に正常に移行 
し、 AC アダプタを接続した状態でのみ使用可能です。 

Enabled :起動します。 

Disabled :起動しません。 

Detect External CRT 

外部出力を有劾にするかどうかを設定します。 

Enabled :外部出力を有劾にします。 

Disabled :外部出力を無効にします。 

外付けディスプレイなどに信号を出力しないため、 
消費電力を抑えます。 


►Security メニュー画面 


システム起動時や 「BIOS Setup ユーティリティ」起動時などのパスワードに関する設定や、メインボー 
ド上のデバイスに関する設定を行います。パスワードの設定方？去は、 I 广尹 1 P .187 「Password の設定」を 
ご覧ください。 

rSecurityJ メニュー画面の設定項目は、次のとおりです。 

_は初 M 値 



夺は項目表巧のみ 

"Supervisor Password Is/User Password Is 

Supervisor Password (管理者パスワード）と User Password (ユー 
ザ'ーパスワ'ード）が設定されているかどうかを表示します。 

Clear :パスワードが設定されていません。 

Set :パスワードが設定されています。 

Set Supervisor Password 

Supervisor Password (管理者パスワード）を設定します。 

「BIOS Setup ユーティリティ」起動時にパスワード入力を要 
ホします。 

( ^1を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Set User Password 

User Password (ユーザーパスワード）を設定します。 

「BIOS Setup ユーティリティ」起動時にパスワード入力を要 

《 Supervisor Password (管理者パス 
ワード）を設定すると設定可能にな 
ります。 

求します。 

( ^ ) を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Password Check 

パスワード入力を要おするタイミングを設定します。 

《 Supervisor Password (管理者パス 
ワード）を設定すると設定可能にな 
ります。 

SetuD : 「BIOS SetuD ユーティリティ1お動時にパスワード入 
力を要求します。 

Always:「BIOS Se 叫)ユーティリティ」やコンピュータ起動時、 
休止状態からの復帰時にパスワード入力を要求しま 
す。 

Boot Sector Virus Protection 

HDD のブート七クタ（システム領域）への書き込みを禁止 
するかどうかを設定します。書き込みを禁止すると、ウイル 
スが HDD のブート七クタ（システム領域）への感染を防ぐ 
ことができます。 

Disabled :書きみみを許可します。 

Enabled :書き込みを禁止します。 
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Set HDD Password 

^ Supervisor Password (管理者パス 
ワード）を設定すると設定可能にな 
ります。 

HDD Password を設定します。 

コンピュータ起動時と休止状態からの復帰時にパスワード入 
力 を要求しまザ' 

( ^ ) を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

HDD Password Is 

HDD Pass 罰 rd が設定されているかどうかを表示します。 

Clear :パスワードが設定されていません。 

Set :パスワードが設定されています。 

i /0 Interface Security 

データの盗難を防 
ぐために、インタ 
フェースの有劾、 

無劾を設定します。 

Bluetooth 

Bluetooth 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
Enabled : Bluetooth 樵能の使用を可能にします。 

Disabled : Bluetooth 機能の使用を不可にします。 

^ここで Enabled を選択していても、下にある 「All USB Port 」 
項目で Disabled を選択すると、 Bluetoo 也機能は使用できな 
くなります。 


PC Card / SD / MS / 
MMC / IEEE 1394 

PC カード 7 メモリカード/圧 EE 1394 機能の使用を可能にする 
かどうかを設定します。 

Enabled : PC カード 7 メモリカード/圧邸1394機能のイ重用を可 
能にします。 

Disabled : PC カード 7 メモリカード/圧邸1394機能の{ま用を不 
可にします。 


All USB Port 

USB と指紋認証機能、 B 山別00也機能の使用を可能にするかど 
うかを設定しまず。 

Enabled : USB と指紋認証機能、 Bluetooth 樵能の使■用を可能 
にします。 

Disabled : USB と指紋認証機能、 B 山 etoo 化機能の使用を不可 
にします。 

《 Disabled を選択すると、次の 「 FingerPrintJ 項目は、表示 
されなくなります。上にある 「 B 山 etoo 化 J 項目は表示され 
たままですが、項目内のみ定は反映されません。 


finger Print 

指紋認証のみの使用を不可にするかどうかを設定します。 
Enabled :指紋認証の使用を可能にしま十。 

Disabled :指紋認証の使用を不可にします。 


LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の巧用を可能にするかどうか 
を設定します。 

Enabled : LAN 樵能の使用を可能にします。 

Disabled : LAN 機能の巧用を不可にします。 


Audio/Modem 

サウンド機能と FAX モデム機能の使用を可能にするかどう 
かを設定します。 

Enabled :サウンド機能と FAX 機能の使用を可能にします。 
Disabled :サウンド機能と FAX 機能の使用を不可にします。 

TPM Support 

セキュリティチップ （ TPM ) の機能を使用するかどうかを設 
をしまず。 

Disabled :使用しません。 

Enabled :使用します。 
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►TPM State メニユー画面 


「TPM State 」 メニュー画面は、 「 Security 」 メニュー画面の 「TPM Support 」 を 「 Enabled 」 にすると表示 
されます。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


Current TPM State 

セキュリティチップ （ TPM ) の現在の設定状態を表示しま 
す。 

Disabled and Deactivated :使用できない状態です。 

Enabled and Activated :使用可能な状態です。 

TPM Function 

セキュリティチップ （ TPM ) の機能を使用するかどうか、 

また初期化するかどうかを設定します。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用する 
ことができなくなります。セキュリティチップの初期化は、 
十分に注意し、お客様の責任において行ってください。 

No Change :設定を麥更しません。 

Enabled :セキュリティチップ機能を使用します。 

Disabled :セキュリティチップ機能を使用しません。 

Clear & Enabled :初期化してから、セキュリティチップ機能 
を使用可能にします。 


► Power メニユー画面 

「 Power 」 メニュー 画面では、 

バッテリのリフレッシュを行います。 

Start Battery Calibration 

バッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 

(バッテ y のリフレッシュの 実行） 

p.68 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 
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► Boot メニユー画面 


システムの 起動 （Bo 如）に関する項目を設定します。 
「 Boot 」 メニュー 画面の設定項目は、次のとおりです。 


Boot priority order 

1 :USB FDC 

USB FDD から起動します。 

システムを起動す 
るデバイスの順番 

2: USB KEY 

USB フラッシュメモリから起動します。 

3: USB CD 民 OM 

USB 接続の光ディスクドライブから起動します。 

を設定します。 

4: ODD : 

本機の光ディスクドライブから起動します。 


5: HDD : 

本機の HDD から起動します。 

Excluded irom boot 
order 

USB HDD 

このデバイスからは起動しません。 

Network 

このデバイスからは起動しません。 

システムの検出巧 
象から外すデバイ 
スを設をします。 

Other USB 

このデバイスからは起動しません。 


起動するデバイスとは 

「 Boot 」 メニュー画面の 「Boot priority order J では、順番にシステムを検出し、 
起動 ( boot ) するデバイスを設定しています。 

コンピュータが、 [1] 、 [2] という順番でデバイスを検出して、システムが見 
つかったデバイスからシステムを起動します。 


起動ずるデバイスの順番を変更ずるには 

'変更したいデバイスを 〔 ri，( I ] で選択します。 

• r ^+ rn (因)を押すと、そのデバイスの順番が上がります。 
•〔百を押すと、そのデバイスの順番が下がります。 
変更を保存し、 BIOS Setup ューティリティを終了します。 

►Exit メニユー画面 


BIOS Se 叫)ユーティリティをどのように終了するかを設定する場合に使用します。 
「 Exit 」 メニュー画面の設定項目は、次のとおりです。 


Exit Saving Cnanges 

変更した内容（設定値）を保存してから、 BIOS Setup ユーティリティを 
終了します。 

Exit Discarding changes 

変更した内容（設定値）を保存せずに、 BIOS Se 叫)ユーティリティを終 
了します。 

Load Setup Defaults 

BIOS Se 扣 P ユーティリティの設を値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティ y ティを終了せずに、変更した設定値を前回保存し 
た設定値に房します。 

Save Changes 

BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了せずに、'変更した設定値を保存します。 
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► BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 扣 P ユーテイリテイで設ををを更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設をおよび変更した内容は必ず記録しておいてください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange FN & CTRL key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Onboard LAN Boot ROM 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Wake-up On LAN 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Detect External CRT 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

Clear 

Set 

User Password Is 

Clear 

Set 

Clear 

Set 

Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

I/O Interface 

Bluetooth 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Security 

PC Card / SD / MS / 
MMC / IEEE 1394 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


USB/Finger Print 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enaoled 


t inger Print 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


LAN 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Audio/Modem 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

HDD Password Is 

Clear 

Set 

Clear 

Set 

TPM Support 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enaoled 


TPM State メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

TPM Function 

Disabled En 油 led 

Disabled En 油 led 
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第 4 章 BIOS の設定 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot priority 
order 

1 



2 



3 



4 



5 



excluded 
from boot 
order 

























BIOS Setup ユーテイ U テイの 設定項目 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 202 

r ソフトウてアの再インス!-ールを行ラ」 .. 204 










I 再インスト-ルずる師诚ず備みくだをい 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載しまず。 

再インストールは「リカバリ」とも言いまず。 

►再インストールび必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復でをない場合 
• HDD 領域の構成を変更したい場合 


►重要事頃 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 


当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当を製な外の BIOS に、絶巧にアップデートしないでください。当社製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウエアの更新ヴービス 

本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無効になります。更新 
サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

『七キュリティソフトウェアをご使用の前に』側冊） 

Web フィルタリングソフトウエアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタリングソフトウェア「 i _フィルター30日版 J で継 
続利用手続きを行っている場合、 Windows を再インストールすると利用巧限が 
30日に設をされてしまいます。 

この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最新版を入手し、契狗巧み 
のシリアル ID を利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタル アーツを にお問い合わせください。 

http :// www . daj.j p / cs / ifpe/su p_d l.htm 


202 











第已章ソフトウェアの再インストール 


消ま禁止領域 

Windows のインストール中に、「消ち禁止領域」は絶巧に削除しないでくださ 
い。「消ま禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどが登録されてい 
るため、削除すると再インストールができなくなります。 

最新の情報 

インストールち法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。抽包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従つ 
て作業をすすめてください。 
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I ソフトウェアの再インストールを行う 


ここでは、ソフトウエアの再インストールのホをについて記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールの際には、次のメディアが必要です。 


• Windows XPU カバ'リ CD 
Windows XP が登録されている CD - ROM です。 

• リカバリツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを HDD の「消去禁止領域」からインストールす 
るためのプログラムが登録されている CD - ROM です。 

■そのほか必要なメディア 

お{まいのシステム構成によつて必要なメディアはおなります。 

本体ドライバやソフトウェアは HDD の消去禁止領域に登録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 

WMv.ll 「添付されているソフトウェア」 

HDD の消去禁止領域に登録されているドライバやソフトウェアのインストー 
ルは、リカバリツールを巧用して行います。 

光ディスクドライブを装着していないモデルをお使いの場合 

光ディスクドライブを装着していないモデルでソフトウェアの再インストー 
ルを行う際は、外付けの光ディスクドライブが必要です。 

►インストールの I 頃番 


再インストールは、次の順番で行います。 


Windows 

HDD 領域の変更は、 Windows のインストール中に行います。 

P.207 「Windows XP のインス I -- ル」 



リカパリ ツール 

ra P .212 「リカバリツールのインス!-―ル」 



本体ドライバ 

ra P .213 体体ドライバのインス!―ル」 
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第已章ソフトウェアの再インストール 


Adobe Reader 

P.214 「Adobe Reader のインストール」 



セキュリティソフトウエア 

ra p.gi5 「セキュリティソフトウェアのインス!―ル」 



Web フイルタリングソフトウ エア 
ra P.21 已 rweb フイルタ U ングソフトウエアのインス!―ル」 



マニュアルびゆ一わ 

ra p.21 6「マニュアルびゆ一わのインス!ル」 



Nero / Essentials 

(光ディスクドライブ搭載時のみ） 

p.21 7 「Nero 7 Essentials のインストール」 



WinDVD 

(光ディスクドライブ搭載時のみ） 

ra p .21 7 「 WinDVD のインス!―ル」 



JWord Plugin 

ra p .21 7 rJWord 円 u 呂 in のインストール」 


Bluetooth ドライバ （Bluetooth 搭載時のみ) 
CP p .21 8 「 Bluetooth ドライバのインスI -- ル」 



邑〇〇 スティック 

ra p .21 9 「 goo スティックのインス!―ル」 



マカフイー SiteAdvisor Plus 30 日版 
尸 y p.21 9「マカフイー SiteAdvisor 円 us 30日版のインスIル」 



そのほかの作業 

ca P.221 「そのほかの作業」 















ソフトウエアの再インスIルを行ラ 


►インストール作業における確認事頃 

再インストールを始める前に、下記の点を確認してください。 


インス!-ール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

コンピユータの管理ち ( Administrator ) 権限で□グオン 

インストール作業は、「コンピュータの管巧者」権限（または同等の権限を持つ 
ユーザー アカウント）でログオンして行ってください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

HDD のファイルシステム 

購入時の HDD は、 NTFS ファイルシステムを使用して領域を作成し、 Windows を 
インストールしています。 Windows のインストールでパーティションをフォー 
マットする際は、必ず NTFS ファイルシステムを使用してください。 


ドライブ名 


本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 

実際の光ディスクドライブのドライブあは、 HDD 領域の数によって異なりま 
す。 


A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

〔ドライブ ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

各種設定やデータのバックアップ 

再インストールを行うと、設をした事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書 
き写したり、データのバックアップを行っておいてください。 

P ^ d .208 レックアップを取る」 


初期設定 ツール 


初期設をツールは、 Windows を再ィンストールすると消まされます。初期設定 
ツールでインストールした「セキュリティソフトウェア」などのソフトウェア 
は、な降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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第已章ソフトウェアの再インストール 


►Windows XP のインストール 


インス I -ールの流れ 

Windows XP のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インスト ■ —ル作業は、 ドう ^ P .208 「Windows XP をインスト ■ —ルする」な降の手 
順に従って行ってください。 






HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

ra p .271「 c ドライブを分割•'変 
更する」 



HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインスト ■ —ル中に C ドライブ （ Windows がインスト' —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割に ついての 詳しい說哪 4、 P 3 P .268 「 HDD 領域（ド 
ライブ）の分割-'変更-作肋をご覧ください。 














ソフトウエアの再インスI-ールを行ラ 


►Windows XP をインス I ^ールずる 


バックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消えてしまいます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

• ネットワークやモデムの設定 
接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、日 utlook Express の「アドレス帳」「メー 
ルデータ」 

rsi p.261 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

•セキュリティチップユーティリティの設定 

セキュリティチップューティリティを使用している場合は、設定のバック 
アップを行ってください。 

Oi 『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別冊）一 「 Windows を再イ 
ンストールする前に」 

•重要なデータ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でも、 C ドライブが外のドライブ （ HDD 頼 
域）のデータのバックアップをおすすめします。 
rs P .26 1「データのバックアップ」 

コンピュータを購入時の状態にする 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設を値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。コンピュータを 
購入時の状態に戻してから再インストールを行ってください。 


指紋を削除する 


指紋認証機能を使用していた場合には、 Windows の再インストールを行う前に、 
すべての指紋をおず削除してください。指紋の情報が残っていると 、 Windows 
再インストール後の起動時に、残った情報での指紋認証を要求されます。 

FS P.127 「指紋の追加登録-を更.削除」 

P'252 「指紋認証機能の不具合」 
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第已章ソフトウェアの再インストール 


Windows XP のインストール 

Windows XP のインストールち法は、次のとおりです。 

1 Windows び起動した状態で 、 「Windows XP リカバリ CD 」 を光ディスク 
ドライブにセットします。 

「実行する操作の運択」画面が表示されたら、画面左下の[終了]をクリッ 
クし、画面を閉じてください。ここからはインストールを行いません。 

Z [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、コンピユー 
夕を再起動しまず。 

3 FEPSONJ と表示後、黒い画面に [Press any key to boot from CD 」 
と表示された S 、 どれかキーを巧しまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいます。 
Windows が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

手順4の画面が表示されるまでしばらく時間がかかります。 

4 HDD の領域が複数ある場合は、次の画面が表示されまず。この場合は、必 
ずを巧しまず。 

HDD 領域が1つ把ドライブのみ）の場合、この画面は表示されません。 

手順5へ進みます。 



C ドライブ拭外 
のドライブ 


上の画面では必ず f Esc ] を押して、 C ドライブに Windows をインストールし 
てください。 r ^ n を押してしまうと、 C ドライブが外のドライブに Windows 
がインストールされるため、そのドライブに収録されているデータはすべて 
消えてしまいます。ご注意ください。 
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5 「巧の一覧には、このコンピユータ上の既巧のパーティシヨンと未使用の領 
域び表示されていまず。 •• •」と表示された5、;夕のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行ラ場合> 

r ^ p .271 「 C ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

<領域変更を行わない場合（通當）> 

C ドライブが選択されていることを確認しを押します。 



r 消去禁止領域」を、誤って 
削除しないで < ださい。 


画面 下 ホに、 HDD 領域の一覧が表示されます。このうち、「消去禁止領域 J 
は、本体ドライバやソフトウ エアの 再 インス トールに使用する領域です。絶 
対•に削除しないでください。 

6 HDD の領域び複数ある場合、「別のオペレーテイングシステムのあるパー 

テイシ ヨンに…」 と表示された5 を巧します。 

HDD の領域が1つの場合は、上記は表示されませんので手順7に進みます。 

7 「…に Windows XP をインス!'―ルします。」と表示された5、 「 NTFS ファ 
イルシステムを使用してパーテイシヨンをフォーマット」を還択して 
(3〕を巧しまず。 

「現在のファイルシステムをそのままイま用（変更なし） J を選択すると、 C ド 
ライブに Windows が追加登録されてしまいます （ Windows が複数になります） 
ので注意してください。 

8 「警告：このドライブをフォーマットずると •• •」と表示された 5、 CZD を 
巧します。 

9 フォーマットと、ファイルのコピーげ行われまず。終了ずると、自動的にコ 
ンピユータび再起動しまず。 

再起動してから「ライセンス契系勺 J が表示されるまでに、少し時間がかかり 
ます。 

10 「ライセンス契約」と表示された5、契約内容に同意するかしないかを設定 
します。 

「同意しない」を選択すると Windows XP の インストー ルが中止されまず。 
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11 「ソフトウエアの個人用設定」と表示された5、 r 名前」と「組織名」を入力 
し、[巧へ]をクリックしまず。 

「を前」は必ず入力してください。 

12 「コンピユータ名…」と表示された5、必要な項目を入力して[次へ]をクリッ 
クしまず。 

rap -44 「セットアップ中に入力する項目に ついて」 

13 「日付と時刻の設定」と表示された5、表示内容を確認して[巧へ]をクリッ 
クしまず。 

コンピュータ設置場所の日付と時刻の設定を行います。 

14 Windows XP Professional をお使いの場合は、「ワークグループまたはド 
メイン名」と表示されまず。必要な項目を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

•ネットワークに接続する場合 

「ワークグループ J または、「ドメイン名」を入力します。 

■ネットワークに接続しない場合 

「このコンピュータはネットワーク上にないか...」に任意の英数字（例： 
「 WORKGROUP 」 など）を入力する必要があります。 

Windows XP Home Edition をお使いの場合や、購入時の構成によっては表示さ 
れない場合があります。表示されない場合は、次の手順へ進みます。 

15 再起動をに「ディスプレイの設定」画面び表示された5、 [0 K ] をクリック 
します。 

16 「モニタの設定」画面び表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

17 「Microsoft Windows へようこそ」と表示された5、画面ち下の呂をクリッ 
クしまず。 

18 「コンピユータを巧霞してください」と表示された5、自動更新を有効にず 
るかどうかを還巧し、画面ち下の@をクリックします。 

インターネットに接続している環境の場合は、自動更新を有効にすることを 
おすすめします。 

19 「インターネットに接続ずるち法を指定してください。」と表示された5、画 
面ち下にある医](省略）をクリックしまず。 

購入時の構成によっては、表示されない攝合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 
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20 

「Microsoft にユーザー登録ずる準備はできましたか？」と表示された5、 
「いいえ、今回はユーザー登録しません。」にチェックを付けて呂をクリッ 
クしまず。 

購入時の構成によっては、表示されない場合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 

21 

「このコンピュータを使うユーザーを指定してください」と表示された6、 
ユーザー名を入力して固をクリックしまず。 

ューザー名を少なくとも 1 つ入力してください。 

22 

「設定が完了しました」と表示された5、国をクリックします。 

23 

Windows XP のデスクトップ画面げ表示された5、 「Windows XP リカバ 

リ CD」 を取り出しまず。 

これで Windows XP のインストールは終了です。 

24 

手順已で HDD 領域 （C ドラィブ）を変更した場合は、 r 未使巧の領域」に領 
域（パーティション）の作成を行いまず。 

領域（パーティション）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 

が終了してから行っても構いません。 

rs P.272 「 C ドラィブな外のドラィブを作成•変更する」 

►リカバリツールのインス1ル 


リカバリツールは、 HDD の消ち禁止領域に登録されている本体ドライバやソフ 
トウェアのインストールの隐に巧用します。 

リカバリツールのインストールは、次の手順で行います。 

1 

「リカバリツール CD」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると自動的に「リカバリツール七ットアップへようこそ」 
画面が表示されます。 

ま示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 rEPSON_CD 」 
をダブルクリックします。 

2 

降は画面の指示に従ってインス1ルを行ってください。 

インストールが完了すると、デスクトップ上に「リカバリツール J アイコン 
が表示されます。「リカバリツール CDJ を光ディスクドライブから取り出し 
てください。 


嚴 

リカバリ ツール 


212 






第已章ソフトウェアの再インストール 


►本体ドライバのインストール 


本機のメインボード上に搭載しているデバイスドライバ類を一括してインス 
トールします。 

インストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウIアの一覽の画面が表示された5、一覽か5「本体 
ドライバ」を選択して[インス!ル]をクリックします。 

手順4の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



<イメージ> 

4 「ドライバ.ソフトウエアのインストール」画面が表示された6、一覧か5 
[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「インストール確認」画面げ表示されまず。内容をよくお読みになり [0K] 
をクリックしまず。 

各ドライバが自動的にインストールされます。インストールには10數分かか 
ります。 

6 「インス!ルが完了しました」と表示された5、 [OK] をクリックしまず。 

7 「インス!ル処理」画面が表示された5、ドライバのインス!ル状態を 
確認して [PC 再起動]をクリックします。 

ドライバによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされます。 
Windows が再起動したら、本体ドライバのインストールは完了です。 
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リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリツールからインストールを行う隙、ソフトウエアによっては一時的に 
HDD にインストール用データをコピーします。「リカバリツール」画面で[ファ 
イル削除]が黒字で表示されるときは、コピーされた不要なインストール用 
データが HDD に残っています。[ファイル削除]をクリックしてデータを削除 
すると、 HDD の容量を節的することができます。 


^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader ] は、 PDF 形式のファイルを表示したり、目口刷したりするための 
ソフトウエアです。 


インストール 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された S、 [インスIル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウIアの一覽の画面び表示された5、一覧か5 
「Adobe Reader」 を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をクリックします。 

5 「プ□グラムをインス!ルする準備びできました」と表示された5、[イ 
ンスIル]をクリックしまず。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

〇 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

続いて Adobe 民 eader の七ットアップを行います。 

セットアップ 

インストールが完了したら、続いてセットアップを行います 。 Adobe Reader の 
七ットアップ手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の 「Adobe Reader」 アイコンをダブルクリックします。 

と 「使用許諾契約書」び表示された S、 「…言語を還択してください。」び「曰 
本語」になっていることを確認します。 
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ゴ「使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを還択します。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と、 Adobe 民 eader は使用できません。 

4 [Adobe Reader 操作ガイド」び表示されまず。 

内容を確認してください。 

これで、 Adobe 民 eader のセットアップは完了です。 

►セキユリテイソフトウェアのインストール 


本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご巧用の前に』ほり冊）をご 
覧ください。 

ホ版のセキュリティソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

► Web フィルタリングソフトウェアのインストール 

本機に添付の 「 i _ フィルター30日版」をインストールします。 i _ フィルター 
30日版は、有害サイトをブロックするための Web フィルタリングソフトウェア 
です。 

巿販の Web フィルタリングソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフ 
トウェアに添付のマニュアルをご覧になり、インスト ' —ルを行ってください。 

i — フィルター 30 曰版のインストール 

i _ フィルター30日版のインストールホ法は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

Z 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示された5、一覧か5 n - 
フィルター 30曰版」を還巧して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 n- フィルタ——セットアップへようこそ」と表示された6、[巧へ]をク 
リックしまず。 

5 「使用許諾契約」画面び表示された S、 内容をよくお読みになり同意するか 
しないかを選択します。 

同意する場合は[はい]をクリックします。[いいえ]を選択すると、 i — 
フィルター 30日版は使用できません。 

〇 「インストール巧の還択」画面が表示された5、[次へ]をクリックしまず。 
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/ 「インス!ルを完了するためにはコンピユータの再起動げ必要でず。•一」 
と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、 i _ フィルター30日版のインストールは完了です。 
続いて、 i _ フィルター30日版の七ットアップを行います。 

i - フィルター30曰版のセットアップ 

1 Windows び再起動して 「 i — フィルタ—— J 画面び表示された5、使用許 
諾契約書の内容をよくお読みになり、 [ n - フィルター」を使ってみる]を 
クリックしまず。 

2 「管理パスワードの設定」画面び表示された5、 r 管理パスワード」と憎理 
パスワード（確認)」にパスワードを入力して[設定]をクリックしまず。 

このパスワードは、フィルター 設定をを更する場合などに必要になります。 

3 「有害サイト遮断ソフト•••へよラこそ！」と表示された5、画面のま意事項 
をよくお読みください。 

これで、 i _ フィルター30日版の セッ トアップは完了です。 

►マニュアルびゆ一ねのインストール 


「マニュアルびゆ一わ」のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マ 
ニュアルびゆ一わ」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」と表示された5、「巧へ」を 
クリックしまず。 

5 「インス!ル準備の完了」と表示された5、[インス!ル]をクリックし 
まず。 

6 rinstallShield Wizard の完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

これで「マニュアルびゆ一わ」のインストールは完了です。 
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►Nero 7 Essentials のインストール 


Nero 7 Essentials は、書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ添付さ 
れています。 

Nero 7 Essentials のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

之 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

ゴ本体ドライバやソフトウエアの一覽の画面が表示された5、一覽か S「Nero 
7 Essentials 」 を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「 Nero マルチインストーラ」画面び表示された6 、 [Nero 7 Essentials ] 
をクリックしまず。 

5 「•- •インス!ルウィザードへよラこそ」と表示された6、1•ソ降は画面 
の指示に従ってインス I ルを行ってください。 

► WinDVD のインストール 


WinDVD は、 DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ添付されてい 
ます。 

WinDVD のインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

と 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

ゴ本体ドライバやソフトウェアの一覽の画面げ表示された5、一覽か5 
rinterVideo WinDVD …」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「 WinDVD セットアップへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 

^JWord Plugin のインストール 


Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索できるソ 
フトウエアです。 

JWord Phigin のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 
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ゴ本体ドライバやソフトウ I アの一覽の画面び表示された5、一覧から 
rJWord PluginJ を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 rJWord プラグインセットアップ」画面び表示された5、1•ソ降は画面の指 
示に従ってインス I ルを巧ってください。 

► Bluetooth ドライバのインストール 


Bluetooth ドライノくは、 Bluetoo 也搭載時のみ添付されていまず。 

Bluetooth ドライバのインストールは次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覽の画面が表示された5、一覧か5 
[ Bluetooth ドライバ]を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「セットアップ言語の還択」画面び表示された5「日本語（日本)」と表示さ 
れていることを確認して、 [0 K ] をクリックします。 

5 「 BlueSoleil ••へようこそ」と表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

6 「使用許諾契約」と表示された5、「使用許諾契約書」に同意ずるかしないか 
を還択します。 

同意する場合は、「使用許諾の条項に同意します」にチェックを付けて、[次 
へ]をクリックします。「使用許諾の条項に同意しません」を選択すると、 
インストールができません。 

7 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をクリックします。 

8 「プ□グラムをインス!ルする準備びできました」と表示された5、[イン 
ス I 'ール]をクリックしまず。 

インストールが開始されます。 

9 rins ね NShield ウィザードを完了しました」と表示された6、院了]をク 
リックしまず。 

10 「 BlueSoleil …の Ins ね ller 情報」画面び表示された5、内容をお読みになり、 
[はい]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、 Bluetooth ドライノくのインストールは完了です。 
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►goo スティックのインス I ル 

goo スティックのインストールは、次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アィコンをダブルクリックしまず。 

と 「リカバリツール」画面げ表示された5、[ィンス!ル]をクリックします。 

ゴ本体ドラィバやソフトウ I アの一覧の画面が表示された5、一覽か5「巨〇〇 
スティック」を還巧して[インス!ル]をクリックします。 

4 「ィンス!ルが完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックします。 

これで、 goo スティックのインストールは完了です。 

►マカフィー SiteAdvisor Plus 30曰版のインストール 

「マカフィー SiteAdvisorP 山 S 30日版 J は、 Web サイトのを全性を表示し、危険 
なサイトへのアク七スを防ぐ Web セーフティツールです。 


インストール 

マカフイ ー SiteAdvisor Plus 30 B 版のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

Z 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面が表示された5、一覽か5「マカ 
フイー SiteAdvisor 円 US 30日版」を選択して[インス!ル]をクリッ 
クしまず。 

4 「McAfee SecurityCenterJ 画面び表示された5、ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを行ってください。 

インストールが完了したら、続いて、ユーザー登録を行います。 
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ユーザー登録 


マカフイ ー SiteAdvisor Plus 30 0版を使用するには、ユーザー登録が必要でず。 
ユーザー登録の方法は、次のとおりです。 

1 Internet Explorer を起動しまず。 

2 Internet Explorer のツールバーに表示される [McAfee SiteAdvisor ] の 
▼をクリックして、表示された一覧か S 「今ずぐ登録」をクリックしまず。 

I M McAfee 

バルー、 ••、、ル を表を 
サ卜の詳を田を表を 

画ち走. 

普まの隐巧リスト 


去\に沾 介 
•ー ドバツ々を掛言 
を巧パ づヨこ' を聯导 

ヘルブ _ 


今すぐ登録 


=りーソ3ゾ旧圳！ _ I 

3 表示された画面に従ってユーザー登録を巧いまず。 

ューザー登録が完了すると、マカフイー SiteAdvis 畑 Plus 30 0版が使用可能 
になります。 


220 














第已章ソフトウェアの再インストール 


►そのほかの作業 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、未設を領巧は、そのま 
までは巧用できません。 Windows の「ディスクの管理 J を使用して、領域の作 
成を行います。 

ド詞 P .274「 HDD 領域レくーティシヨン）の作成手順 J 

指紋認証ユーティリティのインス I ル 

指紋認証ューティリティをインストールすると、指紋認証機能を{ま用すること 
ができます。必要に応じてインストールを行ってください。 

指紋認証ュ'ーティリティのインスト ■ ールは次の手順で行います。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

Z 「リカバリツール」画面が表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバゃソフトウエアの一覧の画面が表示された5、一覧か5「指紋 
認証ユーティリティ」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「Protector Suite …インス!'―ルウィザードへようこそ」と表示された 
5、[次へ]をクリックしまず。 

5 n 呆ち巧フォルダ」と表示された6、[巧へ]をクリックしまず。 

〇 「アプリケーシヨンのインス!ル準備をずる」と表示された S 、 [次へ]を 
クリックしまず。 

インストールが開始されます。インストールにはしばらく時間がかかりま 
す。 

7 「Protector Suite …は、正常にインストールされました。」と表示された 
5、[完了]をクリックします。 

8 「Protector Suite …セットアップ」画面げ表示された5、内容をお読みに 
なり、[はい]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、指紋ューティリティのインストールは完了です。 
指紋の登録を行ってください。 
p .126 「指紋を登録する」 

セキュリティチップユーティリティのインス!-ール 

セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) を f ま用していた場合は、セ 
キュリティチップューティリティをインストールします。詳しくは、本機に添 
付の『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』側冊）をご覧ください。 
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電源管理 ツールの インス I ル 

電源管理 ツールを 使用していた場合は、電源管理 ツールをインストールし ま 
す。詳しくは、次をご覧ください。 

「インフォメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゅ一わ」一『電源管理ツー 
ル取扱説明書』 

各種ドライバのインス!ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやューティリティ、ソフトウェ 
アなどのインスト ■ —ルが必要です。インストールは、オプション機器類に添付 
されているメディアを巧用して行います。詳しくは、本機でお{まいになるオプ 
シヨン機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インス I ■'ールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 対応機器を f ま用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
-プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


ネットワークの設定 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や無線 LAN 機能搭載モデルの無線 LAN 機能を巧 
用する場合は、ネットワークへの接続を行います。 
ra P .131 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 
ra p .136 「無線 LAN を使う（オプション）」 

バックアップしたデータの復元 

再 インストー ルを行う前に バ ックアップしたデータを復元します。 

• Internet Explorer、Outlook Express の設定の復元 

rs 口'261「データのバックアップ」 

• 重要な データ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 

そのほかのソフトウ I アのインス!-ール 

そのほかに巧用するソフトウェアがある場合は、インストールします。インス 
トール方法についてはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

マイクか！5録音ずるための設定 

内蔵マイクを使用して録音する場合は、内蔵マイクを有効に設定する必要があ 
ります。 

r ^ p .122 「マイク巧用時の設定」 
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モデムの設定 

ダイヤル情報の設定を行います。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A - ドウェ 
ア」一「電話とモデムのオプション」をクリックしまず。 

2 「所在地情報」画面び表示された6、「国名/地域名」、 r 巿が局番/エリアコー 
ド」、 r 外線発信番号」や「ダイヤルち法」などを設定しまず。 

3 「電話とモデムのオプション」画面げ表示された S 、 「モデム」タブをクリッ 
クし、[プ□パティ]をクリックします。 

4 「（モデムの名称）のプ□パティ」画面が表示された5、「モデム」タブをク 
リックし、「ダイヤルの管理」項目一「発信音を待ってか6ダイヤルずる」 
のチェックを夕1•します。 

これでダイヤル情報の設定は完了です。 

インターネットに接続する場合は、このあとダイヤルアップ接続の設をを 
行ってください。 

ra P .162 「手動でダイヤルアップ接続の設定をする」 

Windows Update 

Windows の再インストールを行うと、今までに行った 「Windows Update 」 のプ 
ログラムがインストールされていない状態に戻ります。 

再インストール後にはじめてインターネットに接続する際は、必ず手動で 
Windows Update をす于ってください。 

巧 P. 153 「 Windows Update 」 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生したら」 . 226 

r 困ったとさに」 . 227 

r システム診断ツールを使ラ」 . 253 

r トラブル時に役立つ機能」 . 255 

「警告メッセージ」 . 257 













トラブルび発生した s 


本機ご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法をご確認く 
ださい。 

• 困ったとさに 

トラブルが発生した場合の確認事項と対処方法を記載しています。 
rs P .227 「困ったときに」 

•と S ぶる解ミ夫ナビ 

当社ユーザーサポート ページの 「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解み方法をピックアップして収録しています。 




マニュアルび i»-b 

ふ 

PCS 巧立ち恒结 

練 

と S 巧る留まナビ 

1 '心 

「インフオメーシヨンメ —ユー」を 
開き、「と！ 5 ぶる解ミ夫ナビ」をク 
U ック 

u 品しホ付すれているマ_ユアルを 团でているとほ fi に-,コンビコ ーS 

版で3壬了. 1:因する巧库 SIS をしてい壬 T， 

た卜5っ 11®) なでぶをビ.V 7 7ッ 
ブしてち狂してい王 T. 

ユープーサポートべージ1 

‘ …が鄉 1 

ユー了一7ポートベー'ソを*示しま 
す.冉 117- ピス Pf ライ1、タウン 
口一 F など1こついて6こま巧してい 

ます， 

1 サボート巧巧培 5R 1 

な 1 

居巧のワ卜巧宙 S 语田していま 
す。 r ごらホる吊み:)•ビ J でトラつ 

1レが苗み T さな>1場含 U ど1ここ苗< 
たか， 

トラブルが#巧しなび5た S 1 

な 1 

トラつル々■みしな力■。たとさ ■ 1ここ 
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トラブルが起さた場ちの対処の流れ 
を確認しまず。 


起こったトラブルに関ずる項目をク 
リックしまず。 

トラブルの詳細が表示されたら、詳細 
項目をクリックし、対処ち法を確認し 
ます。 



サポート•サービスのご案内 

別冊子『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 












































I 困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参考 
にしてください。 

対*処方法が見つからない場合は、 「イン フ オメ'ー シヨ ンメニ ュ' 一」 の「とらぶる 
解決ナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧ください。 



不具合が解消しない場合は 

対*処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート .サービスの ご案内』 
(別冊）をご覧になり、 「カスタマーサービスセンター」 までご連絡ください。 


不具合一覧 


• P.228 「コンピュータが起動できない場合」 

• P.232 「コンピュータ本体の不具合」 

• P .235 r 省電力機能に関する不具合」 

• P .236 r バッテリパック使用時の不具合」 

• P.237 「キーボードの不具合」 

• P.238 「タッチパッドの不具合」 

• P.238 「 LCD ユニットの不具合」 

• P.239 「 HDD の不具合」 

• P .240 r 光ディスクドライブの不具合」 

• P.243 r 無線 LAN 機能の不具合（無線 LAN 搭載時のみ)」 

• P.244 「セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) の不具合」 

• P.244 「ソフトウェアの不具合」 

• P.247 「メモリの不具合」 

• P.247 「 PC カードの不具合」 

• P.248 「メモリカードの不具合」 

• P.248 「内蔵 スピーカの 不具合」 

• P.249 「インス!-ール時の不具合」 

• P.250 「 FAX モデムの不具合」 

• p.2 曰2「プリンタの不具合」 

• P.252 「指紋認証機能の不具合」 



ネットワーク、インターネットの不具合 

ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN ) やインターネットでの不具合の対処方法 
は、「イン フォメー ション メニュー」一 「とらぶる解かナビ」をご覧ください。 


















困ったとさに 


►コン ピュータび起動できない場合 


コンピュータが起動できない場合は、次の診断表をご覧ください。を問いにお 
答えいただき、たどりついた結果の指示に従ってください。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 

ク 


YES 
> NO 


画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

♦ 

超動でをない 
(診断結果 A) 

ク 


画面に Windows □ゴ 
が表示される 

伞 

画面に エラー メッセ 
ージが表示される 

ク 

ク 

起動できない 
(診断結果 D) 


起動できない 
(診断結果 C) 


起動でをない 
(診断結果 B) 


診断結果 


診断結果 A 

次の対処を順に行つてみてください。 

(1) 一 （2) 一 （6) 一 （13) 一 (14) 
r ^ p .229 「対•処方法」 


診断結果 B 

次の対処を順に行つてみてください。 

(7) 一 （9) 一 (10) 一 （11) 一 （12) 一 (14) 

p .229 「対•処方法」 


診断結果 C 

表示されるメッセージによって対処方法が異なります。次の対処を順に行って 
みてください。 

C -1 

「 S . M . A . R.T Failure Predicted on HDD / WARNING : Immediately back-up your data 
and replace your HDDJ というメッセージが表示された場合 

(14) 

P-229 「対■処ホ法」 
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C -2 

「DISK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system disk」 、 「Missing Operating System 」 、 
「Operating System Not Found 」 などのメッセージが表示された場合 

(3) 一 （4) 一 （5) 一 （11) 一 （12) 一 (14) 

rSI p .229 「対処方法」 

C -3 

上記が外のメッセージが表示された場合 

(3) 一 （6) 一 （11) 一 （12) 一 (14) 

Cai p .229 「対•処方法」 


診断結果 □ 

次の対処を順に行ってみてください。 

(6) 一 （7) 一（日）一 （9) 一 （10) 一 （12) 一 (14) 

rS p .229 「対処方法」 


対処方法 

(1) 出力先を切り替える … A 

外部デ イス プレイへの出力が有効になっていると、 LCD 画面に何も表示さ 
れません。 fFTi + rpTi を押し出力先を切り替えることで、問題が解かさ 
れるかどうか確認してください。 

(2) コンピュータへの電源供給を ffi 認する … A 

コンピュータへの 電源供給に問題がある可能性があります。 コンピュータ 
の 電源を切ってから コンピュータ と AC アダプタ、電源 コー ドを接続しなお 
し、再度電源を入れ、問題が解かされるかどうか確認してください。 

電源プラグはコンセントに接続してください。 

パ' ッテリパックのみで巧用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続してイ吏用してください。 
rap .39 「 Ac アダプタを接続する」 

(3) FD や USB フラッシュメモリを取りかす… C -2 - C -3 

外付けの FDD に FD が七ットされていたり、 USB 接続のフラッシュメモリな 
どが装着されていると、 FD や USB 機器から OS を読み込もうとして、現を 
が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してから、コンピュー 
夕を起動して問題が解みされるかどうか確認してください。また、起動に 
巧用するドライブの優先順位の設定で HDD を最優先に設定しておくこと 
で、外付けの FDD や USB 機器を接続した状態でもコンピュータを起動でき 
るようになります。 

戸 3 d 13.197 「Boot メニュー画耐 
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(4) しば6く放置する… C-2 

急激な温度変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。結露した水分が自然に蒸発するまで、しばらく放置してお 
いてから、再度電源を入れなおしてみてください。 

(5) 認識と接続を確認する… C-2 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 

1 . BIOS Setup ユーテイリテイを起動します。 

P.183 「BIOS Se 邮ユーテイリテイの起動」 

2. 「Advanced メニユー画面」で 「IDE Channel 0 Master」 の設定を確認し 
ます。 

正常に認識されている場合は、 HDD の型番が表示され、正常に認識でき 
ていない攝合は 、 「Not Detected 」 、 「 None 」 などと表示されます。 

BIOS で正常に認識できていない場合は、 （11) (12) の作業を行ってみて 
ください。 

(6) 周辺機器および増設した装置を取り外す… A • B • C-3 • D 

プリンタやスキャナなどの周辺機器など、ご購入後にお客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決:されるかどうか確認してください。 

(7) セーフモードで起動する…日 .D 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 
rS p .255 「セーフモードでの起動」 

(8) 常駐ソフトを停止する… D 

常駐ソフトとは、システム稼働中、常にメモリ上に存在しているソフトで 
す。これらのソフトが稼働していることにより現象が発生している可能性 
があるため、セーフモードで起動できた場合は、ソフトを一時的に停止さ 
せ、正常に動作するか確認してください。 

常驻ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート] 一「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

2. r ファイル名を指定して実行」画面が表示されたら、 r 名前」に rmsconfigj 
と入力して、 [OK] をクリックします。 

3. r スタートアップ」タブをクリックし、一 K か5問題の原因となっている巧 
能性のある項目のチェックを外し、に。をクリックします。 

4. r 再起動する必要があります」といラメッセージが表示された5、[再起動] 
をクリックします。 
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5. Windows 起動時に、「開始ちまを変更しました」というメッセージが表示 
されたら、「このメッセージを表示しない」にチェックを入れて、 [OK] を 
クリックします。 

^常駐ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してく 
ださい。 

(9) システムの復元を行ラ…日 • D 

七ーフモードで起動できた場合は「システムの復元」機能を使用して«前 
のコンピュータの 状態に戻ずことで、問題が解決できる可能性があります。 
システムの復元を行ってみてください。 

P 3 p .255 「システムの復元」 

(10) 前回正常起動時の構成で起動する…日 • D 

七ーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 

前回正常起動時の構成で起動する手順は次のとおりでず。 


1 . コンピュータの電源を入れます。 

2. EPSON と表示され、消えた直後にを押し、そのまま離さずにしば6 
く押し続けます。 

3. 「Windows 拡張オプションメニュー」と表示されたら、 HH もしくは fTI を 
押して、 r 前回正常起動時の構成」を選択し、を押します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示された6、起動する日 S を選択 
して〔三厂1を押します。 


(11) 日 lOS の設定を初期値に戻す…目 • C-2 • C-3 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻して問題が解かされるか確認してください。 

P.186 「Load Setup Defaults (初期値に戻す)」 

(12) Windows を再インス I ルする…目. C-3 • C-4 • D 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが壊れている可能性があ 
ります。 Windows の再インストールを行って問題が解決されるかどうか確 
語してください。 

[7^ p .201 「ソフトウエアの再インストール」 

(13) 電源保護回路を解除する… A 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウスを含む）を外して電源コードを抜いたあと、1 
分程度放置し、問題が解決されるかどうか確認してください。 

(14) カスタマーサービスセンターに問い合わせる… A •目 • C ■ D 

対処を行っても不具合が改善されない場合は、故障の可能性が考えられま 
す。『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、カスタマーサービスセ 
ンターへお問い合わせください。 



231 
















困ったとさに 


►コンピュータ本体の不具合 


電源を切ってか6をラー度入れなおす場合には、20砂程度の間隔を開けてくだ 
I 7 さい。20砂な内に電源を入れなおすと、電源が異常と判断され、システムが正 
制限 甫に起動しなくなる場合があ0ます。 


現象 


起動時に電源ランプが点'灯しない。 


巧認と対処 

• バッテリだけで巧用している場合は、バッテリが完全放電している可能性が 
あります。 AC アダプタを接続してください。 

• バッテリ、 AC アダプタが正しく接続されているか確認してください。 
ra P .35 「コンピュータの設置」 

•電源コンセントに電源が供給されているか確認してください。ほかの電気製 
品の電源コードを電源コンセントに接続して確認してください。 

•バッテリ、 AC アダプタ、電源コンセントに問題がない場合には、『サポー 
卜•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡くだ 
さい。 


現ま 


起動時に画面に警告メッセージが表おされる、または警告音（ビープ音）が 
鳴って起動しない。 


確認と対処 

•現象が発生す る 前に周辺機器の増設やソフトウ エアのインス トールを行っ 
た場合には、それらが原因となっている可能性があります。周巧機器の取り 
外しやソフトウ エアの 削除をして、現象が発生する前の状態に戻してくださ 

い。 

•起動時の自己彰断テスト終了後 （ Windows の起動中）に警告メッセージが表 
示されている場合には、 Windows が正常に動作していない可能性がありま 
す。警告メッセージの内容をメモして、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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■起動時の自己彰断テスト中に警告メッセージが表示されたり警告音（ビープ 
を）が鳴って止まったりする場合は、警告メッセージを確認するか、警告音 
(ビープ音）の回数をメモしてください。自己診断テストの結果、ハードウェ 
アに問題が発生している可能性があります。問題が解みできない場合には、 
『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

rs p .257 「警告メッセージ」 

■ BIOS の設定が正常でない可能性があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ J 
で設定値を初期値に戻してください。 
rs p .186 「設定値を元に戻すには」 

■コンピュータの状態が、前回 f ま用していたときと異なる場合は、次のような 
メッセージが表示されることがあります。 

Press F1 to continue, F2 to enter SETUP 

[ F2 ) を押して 「BIOS Setup ユーティリティ J を起動します。通常は、その 
まま 「Exit Saving Changes 」 を実行して 「BIOS Setup ユーティリティ」を終了 
します。 

FS P.184 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

r ^ n を押すとシステムが起動しますが、動作中に問題が発生する可能性が 
あります。 


現象 


起動時に次のよラにパスワードの入力が要ボされる。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 


Enter Password: 


Enter Primary Master HDD User Password 



5 產認と対処 

•「BIOS Setup ユーテイリテイ」でパスワードを設定してあります。正しいパ 
スワードを入力してください。 

^^3 P.194 「 Security メニュー画耐 


•パスワードを正しく入力しているか確認してください。 〔 Num 叫のが態により 


一部のキー 

Clip .76 


が数値キーとして働きます。 
「 キーボー ドを使;う」 


•パスワードをちれてしまった場合には、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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現象 


起動時に次のよラなメッセージが表おされて、 Windows が起動しなし、。 


•Operating Svstem not round 

•DISK BOOT FAILURE , INSERT SYSTEM DISK AND PRESS ENTER 
•Invalid system disk . Replace the disk , and then press any key 


巧認と対処 

•システムが登録されていない FD がオプションの USB FDD に七ットしてある 
場合は、 FD を抜いてどれかキーを押してください。 

• USB フラッシュメモリなどの周辺機器を USB コネクタに接続している場合 
は、いったん電源を切って周辺機器を取り外してから、再度電源を入れてく 
ださい。 


現象 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


確認と対処 

•応答のないプログラムをタスクマネージャで終了させます。 

応答のないプログラムを終了させる手順は、次をご覧ください。 

FS P.57 レ、ングアップしたときは」 

•応答のないプログラムを終了させることができない場合には、電源スイッチ 
を押して電源を切ってください。 

•電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、 5 ゆな上電源スイッチを押 
してください。これで電源が切れます。 


現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 


確認と対処 

• 本機内部のバックアップ電化の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持で 
きなくなっている可能性があります。 ra P .277 レ《ックアップ電化」をご 
覧になり、適切な巧化を行ってください。 
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現象 


起動時に、 Windows を選択する画面が表おされる （ Windows が2つになつ 
てしまつている）。 


5奮認と対処 

• Windows の再インストールの際に手順を間違ったと考えられます。 

再度、手順どおりに Windows の再インストールを行ってください。 

ポイントとなる手順は、次のとおりです。 

• P.209 「 W 山 dowsXP のインストール」の手順 4 では必ず 【 Esc ] を押す。 

• p .209 「Windows XP のインストール」の手順5、 1).271「 C ドライブを分 
割-'変更する」の手順1では必ず C ドライブを選択する （ C ドライブな外 
に Windows が入ってしまっている場合は、そのドライブをフォーマットす 
る)。 

• p .209 「Windows XP のインストール」の手順7、 P .271「 C ドライブを分 
害 iJ . を更する」の手順7では必ず 「 NTFS ファイルシステムを巧用してパー 
テイシヨンをフォーマット」を選択する。 

►省電力機能に関ずる不具合 


現象 


正し<省電力状態に移行でさない。または省電力状態から復帰でさない。 


5き認と対処 

•巧用しているソフトウェアや常駐ソフト、増設している周辺機器の影響によ 
り省電力機能が正常に働かない可能性があります。ソフトウェアの削除や常 
駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能が正常に 
働くか確認してください。 

•バッテリ残量が少なくなり、本機が省電力が態に移行した場合は、 AC アダ 
プタを接続してから復帰させてみてください。 

•省電力状態から復帰できない場合は、 【 Ctrl ) + [~^ + [ Delete ] を押して本機を 
再起動してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存の 
データは、すべて消失します。 

•省電力状態で PC カードやメモリカード、 USB 機器などを抜き差しする 
と、正しく復帰できません に品 g を押して、本機を再起動 
してください。ただし、省電力が態に移行する前に作成した未保存のデータ 
は、すべて消失します。 
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►バッテリパック使用時の不具合 


現象 


巧電されない。 


確認と対処 

• バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

• 充電時にバッテリ巧電ランプが点灯しているか確認してください。点灯して 
いない場合は、コンセントに電源が供給されているか確認してください。ほ 
かの電気製品をコンセントに接続してください。 

• コンセントに問題がない場合は、 AC アダプタまたは本機に問題があります。 
『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 


現象 


すぐにバッテ U が終わつてしまう。バッテ U での使用時間が短い。 


巧認と対処 

• バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してから 
充電しなおしてください。 

r ^ p .68 レ《ッテリ残量が正しく表示されないときは」 


I バッテリが寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してくださ 
い。なお、{ま用済みのバッテリは、所定のホをでリサイクルしてください。 
P 3 P .69 「バッテリの交換 J 
ド •ad P .71 りち用巧みバッテリの取りあい」 


• バッテリの劣化を抑えて寿命を延ばすホ 法は 、^ a P .69 レ《ッテリの寿命 
を延ばすには」をご覧ください。 
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►キーボードの不具合 


現ま 


どのキーを巧してち応答がない。 


確認と対処 

•タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 

• ソフトウエアが時間のかかる処理を実行している可能性もあります。しばら 
く待ってみてください。 

•プログラムがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでプログラムを終了してください。 
rs P .57 レ、ングアップしたときは」 


現象 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


5產認と対処 

■直接入カモードで日本語を入力することはできません。 
ra P .77 「文字を入力するには」 

• Windows 上でキーボードが正常に設定されていない可能性があります。 
Windows 上で次のキーボードが選択されていることを確認してください。 

101/102英語キーボードまたは Microsoft Natural PS /2 キーボード 

確認ホをは、次のとおりです。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A - ドウエ 
ア」一「キーボード」一 「 A — ドウエア」タブをクリック 


現ま 

やが機能しなし、 


5奮認と対処 

• と区^の機能が入れ替わっている可能性があります。 

BIOS の設をで、 「 Advanced メニュー画面」の 「Exchange FN & CTRL Key 」 が 
「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

回 P.184 「BIOS Setup ューテイリテイの操作 J 
回 P.193 「 Advanced メニュー画面」 
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►タッチパッドの不具合 


現象 


ポインタの動さが悪い。 


確認と対処 

•手がぬれていたり、湿気を帯びていたりしないか確認してください。 

• LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、巧用環境により湿をや 
温度の急激な変化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 


現象 


ポインタが動かない。 


確認と対処 

• タッチパッドが OFF になっていないか確認してください。 
Fa P .74 「タッチパッド機能を OFF にする」 

► LCD ユニットの不具合 


現象 


LCD 画面に何ちまおされない。 


巧認と対処 

■画面の巧るさを調節してください。 riin + c ^ / で調節でき 

ます。 

回 P .110 「 LCD ユニットの設定」 

•省電力状態になっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッド 
を操作してください。 
r ^ p .169 「省電力状態から復帰する」 

• バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してもそのまま放置すると、スタン 
バイに移行して画面表示が消えます（購入時の設定)。 AC アダプタを接続し 
てください。 

• コンピュータの 電源を切ってから20秒な内に電源を入れると、 システム 管理 
機能が電源を異常とキリ断する場合があります。一度電源を切って、20ゆな上 
待ってから電源を入れてみてください。 
















第日章こんなとをは 



■警告を（ビープを）が鳴った場合は、起動時の自己彭断テストにて異常が発 
見された可能性があります。警告を（ビープを）の回数をメモして、『サポー 
卜.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

現象 

画面がち 5 つ <。 

5 奮認と対処 


• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート•サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

現象 

画面の解像度などを変更したあと、画面が乱れたり何ち表おされな < なつ 
た。 

5 奮認と対処 


• 使用中のディスプレイでは、表示できない解像度を選択した可能性がありま 
す。セーフモードで起動しなおし、解像度を正しく選択してください。 

セーフモ ■ —ドで起動する方法は、次をご覧ください。 
ra P .255 「セーフモードでの起動」 

► HDD の不具合 


現ま 


それまで問題なく使用していた HDD が認識されなくなった。 


5產認と対処 

• HDD に問題が発生している可能性があります 。 「BIOS Setup ユーテイリテイ J 
を実行して HDD の設定を確認してください。 

P .193 「Advanced メニュー面前 


現ま 


特定のファイルのみ読み書をでさなくなった。 


確認と対処 


• ファイルのデータが壊れているおそれがあります。 HDD のメンテナンスユー 
ティリティなどを実行してください。 
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現象 


HDD 容量が Windows 上で、少なくま示される。 


巧認と対処 

•本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、少なく表示され 
ます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進法」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記法）を{ま用しているのに対して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する際に用いられている「10進法」 （0 〜9の数字を用いる表 
記法）を使用していることによる違いです。 

2進をで表記した 1 KB (キロバイト）は 「1024 ByteJ になるのに対•し、10進 
法で表記した場合には。000 ByteJ となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容量は、 マニュアルに 記載されている容量よりも少 
なく表示されます。 

►巧ディスクドライブの不具合 


現象 


光ディスクドライブが動作しない。「マイコンピュータ」や「エクスプ □- 
ラ」に光ディスクドライブが表示されない。 


確認と対策 


I 光ディスクドライブの電源が OFF になっていないか確認してください。 I Ft ! っ- 


广 F 3 一 

rm 


〕を押して、光ディスクドライブの電源を ON にします。 
P.87 「 光デ イス クドライブの ON / OFF 」 


現象 

音楽用 CD の音が聞こえない。 


確認と対処 

•スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。ボリュームを調節し 
てください。 

ra P .120 「音量の調節」 
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現ま 


セツトしたメディアにアクセスでさない。 


5產認と対処 

• メディアが正しく七ットされているか確認してください。 

• メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一をアク 
セスしてください。 

• メディアの表面にキズなどがないか確認してください。 

•別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
ク七スできないメディアに問題がある可能性があります。 

•七ットしたメディアが、書き込み済みの場合、光ディスクドライブとの相性 
によりアクセスできない可能性があります。 


現象 


メディアをセツトすると画面が開いてしまラ。 


確認と対処 

•セットしたメディアに自動再生機能があると、自動的に画面が開きます。メ 
ディアに登録されている内容を見たい場合は、[キャンセル]や 図を クリッ 
クして、画面を閉じます。その後[スタート]—「マイコンピュータ」の 
CD - ROM アイコンを右クリックして、[開く]を選択します。 

現象 

書さ込み機能のある光ディスクドライブで、メディアに書さ込みがでさな 
し、またはエラーが発生する。 


5奮認と対処 

•書き込みソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされていない場合は、イ 
ンストールをしてください。 

P.217 「Nero 7 Ess 畑 tials のインスト ' —ル」 


• メディアのフォーマットに関する不具合や、書き込みに関する不具合につい 
ては、 『 Nero ューザーズガイド』を参照してください。 

「マニュアルびゆ一わ」一 『 Nero ユーザーズガイド』 

•データの書き込みをドラッグアンドドロップで行うには、 「 InCDJ でメディ 
アを フォー マットする必要があります。 

ド W P.90 「Nero 7 Essentials の使いみ 
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•「 InCD 」 で使用できるメデイアは、 CD - RW , DVD ± 民 W 、 DVD - RAM のみです。 
ド ^ li p .90 「Nero 7 Essentials の使い方」 


•「 InCD 」 でフォーマットしたメディアは 、 「Nero 7 Essentials 」 での書き込みが 
できません 。 「Nero 7 Essentials 」 で「ディスクの消ち」を行ってください。 
巧 P.90 「Nero 7 Essentials の巧レ、方」 


■ Windows が省電力状態に切り替わると、書き込み可能なメディアへのデータ 
転送 エラーが 起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始める 
前に省'電力機能を無効にしてください。 

ra P .168 「時間経過で移行させない」 

• お使いの光ディスクドライブに対■応しているメディアかどうか確認してくだ 
さい。対•応メディアは光ディスクドライブの PDF マニュアルを参照してくだ 
さい。 

ra 「マニュアルびゆ一わ」一『光ディスクドライブ取な説明書』 

• メディアが正しくセツトされているかどうか、確認してください。 

• メディアの表面に巧れやキズなどがないか、確認してください。 

■ メディアに書き込み可能な残量があるか確認、してください。 

•へツドレンズの汚れによって書き込みができない場合があります。 

•光ディスクドライブとの申目性によって、セットしたメディアに書き込めない 
場合があります。 


現象 


DVD VIDEO の再生がでさない。 


確認と対処 

• DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生ソフトウエアが必要です。購入時 
には 「 WinDVD 」 がインストールされています。 

DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してくださ 

い。 

• 解像をや色数を'塞更してみてください。 
rs p .112 「解像度や表示色の変更ホ法」 


242 




第日章こんなとをは 


現象 


才ーデイオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 


5產認と対処 

•ボリ ュームコントロールが「ミュート」 または 「レベル 0 J に 設定され てい 
ないか確認します。 

ド lad P.120 「音量の調節 J 


現ま 


セツトしたメディアが取り出せない。 


5產認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 

►無線 LAN 機能の不具を（無線 LAN 搭載時のみ） 


現ま 


無線 LAN 機能が使用できない。 


確認と対策 

•無線 LAN スイッチが ON になっているか確認してください。 

PS p .140 「無線 LAN の ON/OFF J 

• 無線 LAN の電波がほかの無線装置や家電製品などと干渉している可能性が 
あります。電波に関する'注意事項を確認してください。 
ra に102 「電波に関する注意」 


現象 


無線 LAN ユーテイ U テイの 「 SSID 」 や「暗号化」に関する設定で、何を入 
力すればよいかわか5ない。 


確認と対策 

• AP 側で設定した 「 SSID 」 や「暗号化 J に関する情報を入力してください。 
設定内容は、 AP に添付の取あ説明書を参照して、確認してください。 
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►セキュリティチップのセキュリティ機能 ( TPM ) の不具合 


現象 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と对策 

•セキュリティチップの情報の初期化は 、 「BIOS Setup ューティリティ」の 「TPM 
State 」 メニュー画面で、次の手順を行います。 

(1) 「TPM State 」 メニユー画面一 「TPM Function 」 でを押します。 
「TPM Function 」 は 「 Security 」 メ ニュー画面の 「TPM Support 」 が 「 Enabled 」 

になっていると表示されます。 

(2) 表示された項目か6 、 ["Clear & Enabled 」 を選択します。 

(3) 「 Exit 」 メニユー画面 - 「Exit Savin 旨 Changes ] を選択して 「BIOS Setup 
ユーティリティ」を終了します。 

(4) 再度「日 lOS Setup ユーティリティ」で 「TPM Support 」 を 「 Disabled 」 
に設定します。 

rS P.266 「セキュリティ機能を使い始めるまでの準備」 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用できなくなりま 
す。セキュリティチップの初期化は十分に注意し、お客様の責任におい 
て行ってください。 

►ソフトウェアの不具を 


現象 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧ほ下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現をには、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再度実行してみてください。 

•ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安を、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 

• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止レ、 
ングアップ）する場合があります。 
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現象 


ソフトウェアが起動しない。 


5產認と対処 

•ソフトウェアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリを量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照して必要な対処 
を行ってから、再度起動してみてください。 

•ソフ トウェアを正しい ホ? 去でイ ンス トールしたか、 ソフ トウェアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブおよびデイレクト 
リの指をが正しく行われているか確認してください。 

•ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウェ 
アが動作しないことがあります。ソフトウェアの正式版を巧用してくださ 

い。 

•ソフトウェアの使用方法をもう一を確認してください。それでもソフトウェ 
アの不具合が解みできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現ま 


r インフオメーシヨンメニュー」の「マニュアルびゆ一ね」がグレーになつ 
て使用でさない。 


確認と対処 

• 「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行ってください。 

P ^ p .216 「マニュアルびゆ一わのインストール」 

•「マニュアルび ゆ 一わ」を 巧用できない場合、当社の ューザーサポートペー 
ジ から当社で作成した電子 マニュアルを ダウン ロー ドすることができます。 
ューザーサポートぺージ からダウン ロード した電子 マニュアルは、マニュア 
ルごとにファイルを開いてご覧ください。 
r ^ pj 65 「電子 マニュアルの ダウン ロード J 
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現象 


Internet Explorer の使用時に「警告」（情報パ'-)画面が表おされる。 


巧認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されていま 
す 。 Internet Explorer ! ま用時に「警告」（情幸臣バー）画面が表示されたら、[〇口 
をクリックして画面を閉じ、情報バーをクリックして、表示された項目から 
適切な対処を選択してください。 


現象 


Outlook Express で HTML メールの画像が表示されない、または添付ファ 
イルが開けない。 


確認と対処 

• メール添付のファイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピュータを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの画像を見る場合は、送信元を確認して、件をの下にある情幸良 
バーをクリックします。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認できます。 

Outlook Express の[ツール]—「オプション」一「セキュリティ」タブー 
「ウイルスの 可能性がある添付フアイ ルを 保存したり開いたりしない」 


現象 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


確認と対処 

• コンピュータを外部の不正な侵入から保護するため、セキュリティセンター 
でファイアウォールが有効に設定されていると、巿販のネットワークアプリ 
ケーシヨンが正常に動作しない場合があります。 

广 ad P '54 「セキュリティ対策を行う」 

詳細についてはソフトウエアの販売元にお問い合わせください。 


現象 


ソフトウてアやプ□グラムが停止し、「データ実行防止」画面が表おされる。 


確認と対処 

• ソフトウェアやプログラムがウイルスに感染している可能性があります。七 
キュリテイソフトウエアでウイルスの検索-駆除を行ってください。 
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•安全なソフトウェアを実行して「データ実行防止」画面が表示される場合 
は、ソフトウェアの製造元へお問い合わせください。 

•問題が解決しない場合は、『サポート.サービスのご案内』（別刪をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

►メモリの不具合 


現象 


メモリ容量が Wi ndows 上でかなくまおされる。 


5產認と対処 

• 本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。 Windows 上 
ではメインメモリからビデオメモリ（最大口 8 MB ) を引いた値が表示されま 
す。 

※本機がサポートするメモリの最大容量は、 2 GB (2048 MB ) です。 

512 MB (内蔵メモリ） +2 GB (増設メモリ）を搭載した場合、表示は 2 GB 
(2048 MB ) からビデオメモリ容量を引いた値になります。 

現ま 

メモ U 容量が BIOS 上で少なく表おされる。 

確認と対処 

•本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして巧用します。 BIOS 上で 
はメインメモリからビデオメモリ（約 8 MB ) を引いた値が表示されます。 
※本機がサポートするメモリの最大容量は、 2 GB (2048 MB ) です。 

512 MB (内蔵メモリ） +2 GB (増設メモリ）を搭載した場合、表示は 2 GB 
(2048 MB ) からビデオメモリ容量を引いた値になります。 

► P 巳力ードの不具を 


現ま 


PC 力ードを装着してち、使用でさない。 


確認と対処 

•本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 
回 P.93 「 PC カードを巧う」 
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• PC カードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認して 
ください。 

rs P .93 「PC カードを使う」 


• PC 力 ■ —ドを使用するために必要なドライノくやソフトウエアがインスト ' ール 
されているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC 力 ' —ドに添付のマニュアルをご覧ください。 

►メモリカードの不具を 


現象 


メモリカードを装着してち使用でさない。 


確認と対処 

■ メモリカードがメモリカードス ロッ トの仕様に巧応しているか確認してく 
ださい。 

rs P .98 「メモリカード巧用時の注意」 

►内蔵 スピーカの 不具合 


現象 


システムは正常に動作しているのに音がしない。 


確認と対処 

• 内蔵スピーカのを声出力を量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

ド W P .120 「音量の調節」 

■内蔵スピーカの不良が考えられます。『サポート.サービスのご案内』をご 
覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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第日章こんなとをは 


►インストール時の不具合 


現象 


インストールがマニュアルどおりにでさない。 


確認と対処 

•本書では、インストール手順中の光ディスクドライブのドライブレターを 
「 D :」 と記載しています。光ディスクドライブのドライブレターは、 HDD 領域 
の数によって変わります。光ディスクドライブのドライブレターを確認して 
ください。 

光ディスクドライブのドライブ レターの 確認は「マイ コンピュータ」 で行う 
ことができます。 


■本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設をとシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 

■本書の インストール 手順は、 HDD のフォー マツト 後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスの ご案内』をご覧になり、 テクニカルセンターまで お 
問い合わせください。 

■インストールち 法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。栖包品を確認してみてください。 


現象 


Windows XPU カバ UCD を光ディスクドライブにセツトして再起動して 
も 、 「Press any key to boot from CD 」 と表示されない。 


確認と対処 


•光ディスクドライブのブートの順位を HDD よりも下に設定している可能性 


があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を 実行し 、 「Boot メニュー 画面」 


でブートの優先順位を'変更してください。 


巧 

巧 


P-184 

P-197 


「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 
「Boot メニュー画面」 






困ったとをに 


► FAX モデムの不具合 


現象 


r モデムが検出されませんでした。」とエラーメッセージがま示され、イン 
ターネットに接続でさない。 


確認と対処 

•「モデムのプロパティ」で[モデムの照会]を実行してみてください。モデ 
ムに問題がある場合は、 エラー メ ッ七 ージが表示されます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A - ドウエ 
ア」一「電話とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]- 
「診断」タブの[モデムの照会]をクリックします。 


現象 


インターネットへ接続でさない 


確認と対処 

•モジュラコードがモデムコネクタに接続されているか確認してください。 

•次の場所で電話番号や、設定を再確認してください。また、国番号と巿外局 
番や、トーンとパルスの設をも確認してください。 

[スタート]-愼続」- r 接続ホの名前」-[プ□パティ]-[ダイヤル情報] 

•接続ユーザーをや、接続パスワードが間違っている可能性があります。次の 
点を確認して入力してください。 

-全角の文字を巧用していないか（全ち文字は使用できません） 

-大文字と小文字を区別しているか 

• 数字とアルファべットを間違えていないか（数字の0とアルファベットの 
〇など） 

• 接続ユーザーをとメールアカウントを混同していないか 
• 接続パスワ' —ドとメ ' —ルパスワ ■ —ドを混同していないか 

• DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場合は設定が正しいか確認し 
てください。正しくない場合は修正してください。 

かの手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認してください。 

(1) [スタート]- r 接続」一「接続名（任意の名前）」一[プ□パティ]をク 
リックします。 

(2) 「ネットワーク」タブー「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 一 口口 
パティ]で DNS (ネーム）サーバのアドレスを確認してください。 
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第日章こんなとをは 


■原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィザードを再実行し 
てみます。これで接続できることもあります。 

■接続してもすぐに切れたり、プロトコルが確立できないときは、アクセスポ 
イントを変更することによってインターネットへ接続できる場合もありま 
す。同じ巿内に複数のアクセスポイントがある場合はプロバイダの電話番号 
をを更してみてください。 

• 次の巧由で接続できないことがあります。時間をおV、て接続してみてください。 
-極端に混雑していると、アクセスを拒否されることがある 
-極端に混雑していると、接続はするがタイムアウトしてしまう 
. プロ バイダの サーバが 停止している 


現ま 


V.92 通信方式で通信でさない。 


確認と対処 

•回線状況によって、 V.92 通信ち式で接続できない場合があります。 V.92 通信 
ホ式のほかには x2 方■式があります。 x2 方■式のモデムとは、 V.34 通信ホ式 
(33600bps) な下で接続します。またお使いになっている最寄りの電話局の 
交換機から、プロバイダなどの相手側までの電話回線の通信経路が、すべて 
デジタル化されている必要があります。デジタルからアナログへの交換機切 
り替えが、この通信経路で1をだけ行われる場合にのみ、 V.92 通信ホ式で接 
続することができます。 

■ PBX 回線では、 V.92 通信ホ式では接続できません。 V.34 通信ホ式 (33600bps) 
な下で接続します。 


現ま 


V.92、V.34 通信方式で通信中に、通信速度が下がる。 


確認と対処 

■ V.92、V.34 通信ち式では、安定して確実な通信を行うために、モデム機能が 
回線状況によって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続する場合があ 
ります。 





困ったとさに 
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►プリンタの不具合 


現象 


印刷でをない。 


確認と对処 

•プリンタの電源と印刷するための準備が完了しているかを確認してくださ 

い。 

•プリンタの設定が正しいかどうろ人プリンタのマニュアルで確認してくださ 
い。 

• Windows ではプリンタドライノくをインストールする必要があります。プリン 
タドライバのインストール方法についてはプリンタに添付のマニュアルを 
ご覧ください。 

►指紋認証機能の不具を 


現ま 


Windows を再インストール後、コンピユータの起動時に指紋認証を要ボさ 


れる。 


確認と对処 

• Windows を再インストールする前に使用していた指紋の情報が残っていると、 
コンピュータの 起動時に残った情報での指紋認証が必要になります。 

次の方法で残った指紋情報を削除してください。 

(1) 指紋認証を要巧された5、を押します。 

(2) Windows が起動した 5、 指紋認証ユーティリティをインス!ルします。 

P .221 「指紋認証ユーテイリテイのインストール」 

(3) 新しい指紋を登録します。 

dip .126 「指紋の登録」 

(4) [スタート]-「すべてのプ□グラム 」- 「Protector Suite QU - 「コ 
ント□ールセンター」をクリックします。 

(5) 「Protector Suite ソフトウェア」（指紋コント□—ルセンター）画面が表示 
された5、「設定」一「指紋デバイス内データ管理」をクリックします。 

(6) 「指紋デバイス内データ管理」画面が表示されたら、削除したいユーザーを 
選択して[削除]をクリックします。 

(7) [ OK ] をクリックします。 

(8) 「確認してください」画面が表示されたら[はし)]をクリックします。 

「指紋デバイス内データ管理」で削除できない場合は、 rs P .127 「指紋 
の追加登録-変更-削除」のく登録した指紋を削除したい場合>の操作 
を行ってみてください。 










I システム診断ツ^ルをほラ 


システム診断ツールは、本機の調子が悪いときに、どのハードウェアが不具合 
の原因かを彰断するためのツールです。 

►システム診断 ツールの 種類 


システム 診断ツールには、次の2つの種類があります。 

• Windows 上で起動するシステム診断ツール 

Windows 上でシステム診断を行うことができます。 

購入時は、本機にあらかじめインストールされています。 

• CD か6起動するシステム診断ツール 

Windows が起動できない場合に、「リカバリ ツール CD 」 から起動して シス テ 
ム診断を行います。 

本機の破棄時に HDD 内のデータを消去することもできまず。 

►システム診断を実行ずる 


システム 診断は、 Windows を起動できる場合とできない場合で、 システム 診断 
の実行ホをが異なります。 

Windows を起動できる場合 

Windows 上で システム 診断を行います。 

実行ホをは、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の r システム診断ツール」アイコンをダブルクリックしまず。 


システムズが 

ツール 

くシステム診断ツールアイコン> 

2 「システム診断ツール」画面が表示された6、診断したい項目名をクリック 
しまず。 

該当項目の診断が開始します。 

[診断項目を選択する]を選択した場合は、診断項目を選ぶことができまず。 
実行ホをの詳細は、システム診断ツールのヘルプをご覧ください。 

3 診断が終了した5、診断結果を確認しまず。 

「異常が検出されました」の画面が表示された場合は、該当項目に不具合が 
ある可能性があります。画面の内容を確認してください。 

問題が解かされない場合は、ヘルプまたは『サポート .サービスの ご案内』 
をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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システム診断ツールを使ラ 


Windows を起動できない場合 

「リカバリツール CD 」 からシステム診断ツールを起動します。 

実行ホをは、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしま 
ず。 

2区西]+[^+區昼^を巧します。 

コンピュータが再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading . 

Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを押し 
まず。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断を開始しまず。 

4 診断び終了した5、診断結果を巧認しまず。 

「 F 」 が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターま 
でご連絡ください。 

5 光ディスクドライブか5リカバリツール CD を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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I トラブル時に巧立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows の機能について説明しま 
す。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが起動できなレ、場合や、ディスプレイで表示できなレ、解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、セーフモードで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動するホ法は、次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を切り、20秒程放置してか5、電源を入れまず。 

2 EPSON と表示され、消えた直樹こを巧し、そのまま離さずにしば5 
く巧し続けます。 

3 「 Windows 拡張オプションメニユー」が表示された5、「セーフモード」を 
還択し、を巧します。 

4 「オペレーティングシステムの選択」と表示された6、起動する 0 S を選択し 
て rrn を巧しまず。 

七ーフモードで起動できた場合は、不具合への巧処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの動作が不安定になった場合、「システムの復元」を行ってコン 
ピュータをな前の状態（復元ポイントを作成した時点のが態）に戻すことで、 
問題が解みできることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 


システムを復元する 

システムを復元ポイントの状態に戻すホ法は次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータを他のメディアにバックアップしておくことをおす 
すめします。 

1 [スター ト]- 「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を選択しまず。 

2 「システムの復元」び表示された S 、 「コンピュータを!•ソ前の状態に復元ず 
る」を選択し、[次へ]をクリックしまず。 


















トラブル時に役立つ機能 


3 「復元ポイントの還択」と表示された5、復元ポイントを還択しまず。 

復元ポイントのある日が、カレンダーに太字で表示されるので、まず日付を 
選択し、次に画面右側の復元ポイントの一覧より、復元ポイントを選択し、 
[次へ]をクリックします。 

4 「復元ポイントの還択の確認」と表示された5、[次へ]をクリックします。 

コンピュータが再起動します。 

5 再起動後、「復元は完了しました」と表示された S 、[0 K ] をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成ずる 

復元ポイントを手動で作成するホをは次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

I 「システムの復元」画面び表示された5、「復元ポイントの作成」を還択し、 
[巧へ]をクリックしまず。 

ゴ「復元ポイントの作成」と表示された5、 r 復元ポイントの説明」に説明を入 
力し、[作成]をクリックしまず。 

4 「新しい復元ポイント」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 
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I 警告メッセージ 


本機は、起動時に本体内蔵の自己彰断テストを行い、内部ハードウ t アのが態を診断します。起動時に 
次の警告メッセージが表示された場合には、を警告メッセージの処置をを行ってください。処置を行っ 
てもなおらない場合は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧になりテクニカルセンターまで 
ご連絡ください。 


警告メッセージ 

説明および対処ま 

System CMOS Checksum bad - default 
configuration used 

CMOS RAM のデータが壊れているか、不正な値が設定されてい 
ます 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を起動して 「 Ex 山メニュー 
画面から 「 Load Setup Default J を行つてください。 

Keyboard error 

キーボードにエラーが発生しました。電源を入れ直し、システ 
ムを再起動してください。 

Operating system not found 

ホ ペレ ーテインダシステムが見つかりません 。 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」を起動して 「 Boot 」 メニュー画面で起動ドライブ 
を正しく設定してください。 

System RAM Failed at offset 

システム民 AM のホフセットアドレスでエラーが発生しました。 
電源を入れ直し、システムを再起動してください。 

Shadow RAM Failed at offset 

シヤドウ民 AM のホフセットアドレスでエラーが発生しました。 
電源を入れ直し、システムを再起動してください。 

Extended RAM Failed at o 瓶 et 

化張メモリに不具合があるか、正しく認識されていません。 

メモリを増設した場合は、メモリの仕様や取り付けが態を確認 
した後 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを起動してメモリを再検出 
してください。 

System battery is dead - Replace and 
run SETUP 

本機内蔵のバックアップ電池の残量が無くなりました。 AC アダ 
プタやバッテリを接続して、バックアップ電池をホ電してくだ 
さい。 

rS p .277 レックアップ電池」 
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警告メッセージ 


258 



付録 

お手入れ方まや HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 

r お手入れ」 . 260 

r データのバックアップ」 . 261 

r バックアップ CD の作成」 . 263 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 265 

r セキュリティチップ （ TPM ) によるデータの暗号化」 . 266 

「 HDD 領域（ドライブ）の分割•変更•作成」 . 268 

「バックアップ電池」 . 277 

「 AT コマンドの使用」 . 278 

r コンピュータを廃棄するときは」 .... 27日 

r 機能仕様一覧」 . 281 















I ぉ手入れ 


本機は精密な機械です。取りキ及いに注意して、定期的にお手入れを行ってくだ 
さい。 


制限 

►本機のお手入れ 


本機のお手入れ方法について説明します。 

外装 


制限 

LCD 画面 

LCD 画面は乾いたホやテイッシュペーパーなどで巧いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 


コンピュータ 本体の外装の汚れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く巧き取ってください。 

•本機をたたいたり、硬いをのでこすったりしないでくださしん変形やキズ、破 
損の原因となります。 

•ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性 
があ0ます 


お手入れは、本機の電源を切つた状態で行ってください。 
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I データのバックアップ 


Windows を再インスト ■ —ルすると、 Windows がインスト ' —ルされるドライブ（通 
常 C ドライブ）に保存しているデータはすべて消ちされます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


C ドライブ内の「マイドキュメント J や Internet Explorer の「お気に入り」など、 
HDD 内のデータをバックアップするホをやバックアップしたデータを復元す 
るホをは、本機の「インフォメーションメニュー」にある 「 PC お役立ち情幸む 
と「とらぶる解みナビ」で詳しく紹介しています。 


「 PC お役立ち情報」か！5見る 

バックアップホをや復元ホ法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」一巧全にまむして 
使おラ！」項目の「バックアップ」 



見た し、 情報を 
ク U ック 


<画面は予告な<変更される場合があ0ます> 
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データのバックアップ 


r と！5ぶる解巧ナビ」か！5見る 

バックアップホをや復元方法は、次をご覧ください。 


「インフオメーシヨンメニユー」 一 「と5ぶる解決ナビ」一「よくある質問」 
項目の「こち5」をクリックします。 



〇 0 • 苗々/ け* ホ 細 こ M 巧； > ィ回〇 .过 

アドレス®) [ じが loeratn File 巧む功 n Dree 巧 EDlnfoMemrf じ _ raviXride:chtn <ここ ホら JWoid 巧 ま v 百 巧 占） 

goo - v | 〇>_。 1 プぉ . 8 国 里 B 制！ " exo - fcii . 色-因- 



エブ。一—イ U5 卜で S. わ客配’埋化胆ミお化いたむみでちな;卜巧 J りこ H し.«》 の 手的化《る》が岳 □«»!! ご用化て巧巧す•卜巧ル 
巧をちした阁 } ■«£ の 手 川 巧を巧こ巧を を 巧ってひ;み1。 


…誦…,1 

ぶ MOD に«||されている 
fA03 ンサンツ f* ■す6 


「7ニュアルび!*-れ 
触風 》_• て 
し巧巧二 i アルり，トラ > 

力脚。処方法などを 

IMS したりーコレツ巧 
こが'口3巧す. 

「ウオート1店齡みか 

ら技卸膊 《M やトラ 
力式ち法がッ 
巧V九て, 

け。 

こ RAt に。た叛ち の〜®«行•つて t*; 夫 

1：■する »Wrt 扣が 巧切•拥奇主当社 

> の3’ドライりマよどを . 至□去で过 au さりせ 

ユーザーな#ートべ なろ、 

-ジで g なして社 JS 
す. 


よ < ある育田 




ち 客 場 か 6偽せ t むだく档会の 引 ピ '用 a 巧めました。 

ご白•の阳ベかことウ g 生 Lft ; トラ:?* KW 化るなどのコンテンツか; 



バイ X /む-5 


r こち5」をク 
リックしまず。 


2 「よくある質問」が表示されまず。 



見たい情報を 
クリック 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 
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I バックアップ CD の作ぶ 


ここでは、リカバリツールを f ま用して、 HDD の消去禁止領域に登録されている 
本体ドライバやソフトウエアのインストール用データを CD メディアにバック 
アップ（コピー）するホをについて説明します。 

作成したバックアップ CD を巧用すると、 CD から本体ドライバやソフトウエア 
をインストールできます。 

ただし、光ディスクドライブが搭載されていない場合や、外付けの光ディスク 
ドライブでは、バックアップ CD の作成はできません。 

►バックアップ CD の作ぶ方法 


バックアップ CD の作成には、リカバリツールを使用します。 

バックアップ CD の作成ホ法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

リカ"リツール 

2 「リカバリツール」画面が表示された5、 [ CD 作成]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覽か 5 CD に 
バックアップしたい項目を還択してに D 作成]をクリックしまず。 

バックアップするデータが一時的に HDD にコピーされまず。選択した項目に 
よっては、手順4の画面が表示されるまでに数分がかかります。 



くイメージ> 

項目名の前に「*」のついたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内に 
収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それが外の項目は、 
1項目につき CD メディァが1枚必要です。 

4 r 書を&み設定」画面び表示された S 、 1•ソ降は画面の指示に従って CD に書を 
&みを行ってください。 
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バックアップ CD の作成 


►バックアップ CD か6インストールを巧ラには 


作成したバックアップ CD を光ディスクドライブに七ットすると、自動的に本体 
ドライバやソフトウェアのインストール画面が表示されます。 

インストールを開始するには、画面に表示された一覧から、本体ドライバは 
「インストール」を、そのほかのソフトウェアはソフトウェアををクリックし 
ます。 

な降の手順は、 P .204 「ソフトウェアの再インストールを行う」のそれぞ 
れの項目をご覧ください。 


264 






I 電子マニュアルのダウンロード; 


当社のユーザーサポートページからは、お使いのコンピュータや周巧機器の電 
子マニュアル （ PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった場合 や、「マニュアルび呼一わ」 の データを 
消してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポートぺージ （ web ) 」 一 
「ダウン□—ド」一「マニュアル」 



製造番号を 
入力して検索 


<画画は予告なく変更される場合があります> 


制限 


►ダウン□ー ドでをるそのほかのデータ 


「ュ ■ ー ザ' — サポ ■ —卜ぺ ■ ー ジ （ web ) 」一「ダウンロ ■ —ド」からは、次のデ ■ ータも 
ダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。ダウンロー 
ドできるデータはお使いの機種により異なります。 

• 最新の日 lOS 
• ドライバ 
• ユーテイリテイ 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 


ユーザーサポートページか5ダウン□ードした電モマニュアルは、「マニュアル 
びゅ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧く 
ださい。 
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七キユ U テイチップ （ TPM ) 

による データの 暗号化 

~^— -^— 


本機では、セキュリティチップ （ TPM ) のセキュリティ機能を{ま用することに 
より、本機に保存されているデータや電子メールに巧し、高度な暗号化をする 
ことができます。 

七キュリティ機能を使用する際は、十分に注意し、お客様の責任において暗号 
化を行ってください。 

セキュリティ機能の使用ち法については、本機に添付の『セキュリティ機能 
( TPM ) 設定ガイド』側刪をご覧ください。 


制限 

セキュリティ機能を使い始めるまでの準備 

セキュリティ機能を使用するための準備の前に、必ず『七キュリティ機能 
( TPM ) 設定ボイド』をご覧ください。 

セキュリティ機能を使用するには、 BIOS の設定を変更後、「セキュリティチッ 
プユーテイリテイ」のインストールが必要です。 

BIOS の設定 


セキュリティ機能を使用するには、いくつかのパスワードの設定が必要です。パ 
スワードを忘れてしまった場合、それまでに暗号化したデータの復元がでさな< 
なります。 


セキュリティ樵能を使用するには、 BIOS の 「 Security 」 メニュー画面と 「TPM 
StateJ メニュー画面で次のとおり設定を変更します。 

F ^ p .194 「 Security メ ニュー画面」 

ド司 jp . l 96 「TPM State メニュー画面」 

1 [" Security 」 メニュー画面一 「TPM Support 」 を 「 Enabled 」 に設定しまず。 

「TPM StateJ メニュー画面が処理メニューに追加されまず。 

2 ITPM State 」 メニュー画面 — ITPM Function 」 を Enabled 」 に設定 
しまず。 

3 「 Exit 」 メニュー画面一 「Exit Savin 旨 Changes 」 で設定を保巧して終了 
しまず。 

セキュリティチップユーティリティのインス I ル 

購入時、本機にはセキュリティチップの設定を行うための「セキュリティチッ 
プューティリティ」がインストールされていません。セキュリティ機能 （ TPM ) 
を使用ずるには、七キュリティチップューティリティのインストールを行って 
ください。 

インストール方法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ボイド』をご覧ください。 
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付録 


指紋認証機能をインストールしている場を 

指紋認証機能をインストールしている攝合、セキュリティチップ （ TPM ) を使 
用してデータを暗号化することにより、指紋認証機能のセキュリティを強化す 
ることができます。 

指紋認証ユーティリティの使い方の詳細はヘルプをご覧ください。 


[スタート]-[ずべてのプ□グラム ]- [Protector Suite QL ] -[ヘルプ] 



TPM の初期化 


指紋認証ユーティリティをインストールした状態で、セキュリティチップユー 
ティリティをインストールすると、 TPM の初期化を促すメッセージが表示され 
ます。その攝合は、メッセージに従って初期化を行ってください。初期化を行 
うと、 TPM と指紋認証機能との連携が可能になります。 


HDD 綱 IK ドライブ)の分割•変更•作が 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•を更して使用するホをについて説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領城は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領；味」またはレくーテイシヨン」とも呼びます。 
また、 Windows でイ吏える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 

<1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


ミ肖去禁止領域 



巳ドライブ 



□だ 

，イブ 

消去禁止領域 

1 

\ 



\ 



HDD 




消去禁止領域 

「消ち禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどの再インストールの 
ためのデータが登録されています。この領巧を削除すると再インストールがで 
きなくなります。絶対に削除しないでください。 


HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ（容動をを更することもできます。 

<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 


巳ドライブ 

D ドライブ 

消去禁止領域 



巳ドライブ 



□だ 

，イブ 

消ま禁止領域 

1 

\ 


\ 

X 



HDD 
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の場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 















































付録 


► c ドライブを分割•'変更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく a 解した上で行ってください。 


• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保存化を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 

< HDD 領域が1つの場合> 

Windows 

データ類 



U カバ U 前 フォー マット後 U カバ U 後 

リカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはす 
ベて消まされます。 



< HDD 領域を分割した場合> 






IJ カバ IJ 後 


たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライブに、作成したデータなどは 
D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消去されるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま巧用することができます。 


(IHL HDD 領域を分割した HDD のリカバリをする場合は、万一に備えて C ドライブ 

じぉぶな外のドライブにある重要なデ-夕をバックアップしてくださし、 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


• デメリット 

• 〔ドライブ （ Windows の入つているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インスト ■ —ル）が必要です。 

- HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去され 
ます。 

- HDD 領域を分割して巧用すると、それぞれ分けられた領巧の最大容量ま 
でしか使用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の 流れ 

C ドライブの分割.変更は、リカノくリ （ Windows の再インスト ■ —ル）中に行いま 
す。サイズ傕動を変更するには、まず変更するドライブを削除してからサ 
イズを指をして再作成します。 

C ドライブな外のドライブの変更ち法は、 Pf ^ p .272 「 C ドライブな外のドライ 
ブを作成-変更する」をご覧ください。 


flk 

制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。必要に応じてバックアップを取っておいてください。 

ご受コ P .2 日1「データのバックアップ」 


C ドライブの分割-変更の流れは次のとおりです。 

作業は rS p .271 「 C ドライブを分割•を更する」に従ってください。 
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Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除する 

削除したドライブは「未使用の領域」になります。 




C ドライブじ(がのドライブを削除ずる 

HDD が分割されている場合に、ほかのドライブを削除 
して「未使用の領域」を増やすことができます。 



未使用の領域に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成ずる 



Windows のインス トー ルを完了させる 



ドライブを作成ずる 

C ドライブ作成後に残っている「未割り当て」をドライブにします。 
rS P.272 「 C ドライブな外のドライブを作成•変更する」 














付録 


c ドライブを分割•変更ずる 

C ドライブの分割.変更をする場合は Windows のインストールが必要です。 p .208 
「Windows XP をインストールする」の手順5〜8を、次の手順に読み替えて 
Windows のインストールを行ってください。 

く P .20 日 「Windows XP のインストール」の手順日〜8の読み替え> 

1 「巧の一覧には、このコンピュータ上の • • •」と表示された 5 C ドライブ 
を選択し 、 m (削除)を巧しまず。 



「ミ肖去禁止領域」を、誤って 
削除しないで < ださい。 


一覧に表示されている「消去禁止領域」は本体ドライバやソフトウェアの再 
インストールに使用する領域です。絶対に削除しないでください。 

2 「削除しよラとしたパーティシヨンは…」と表示された5、〔3を巧しま 
ず。 

3 「 OOMB ディスク XX か 5 次のパーティションを削除しまず。…」と表示さ 
れた s nn を巧しまず。 

ドライブが未使用の領域になります。 

4 「夕の一覧には、この コン ピユ ータ 上の…」と表示された 5、 巧のとおり作 
業を続けまず。 

< c ドライブを分割したい場合> 

(1) 「未使用の領域」を選択してを巧します。 

手順5に進みます。 

< C ドライブの容量を増やしたい場合> 

すでに HDD が分割されている場合は、 C ドライブな外のドライブを削除して 
未使用の領域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消えてし 
まいます。 

(1) C ドライブ政外のパーティション（ドライブ）を選択して、(削除)を 
押します。 

消去禁止領域は削除しないでください。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 



(2) 手順2、3を実行します。 

選択したパーティションが「未使用の領域」になります。 

(3) 「未使用の領域」を選択して （C ) を巧します。 

手順5に進みます。 

5 

C ドライブの容量をミ夫めます。 「OOMB ディスク X X に新しいパーティシヨ 

ンを作成しまず。」と表示された5、 r 作成ずるパーティシヨンのサイズ 
(MB) J に表示されている数字を （撒] で削除し、任意の数値を入力して 
(♦J J を押しまず。 

C ドライブには、 20 GB (20000 MB ) 程度を割り当てることをおすすめします。 

6 

「巧の一覧には、このコンピユータ上の…」と表示された5、 「C: パーティ 
シヨン！（未フォーマット)」を還巧して （ ♦J ) を巧します。 

未使用の領域は、ここではフォーマットできません。インストール後「ディ 
スクの管 a 」 で行います。 

7 

「選択されたパーティシヨンはフォーマットされていません。」と表示された 
5、 「NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンをフォーマット」を 
還択して （ ^ ) を巧しまず。 

P .209 「Windows XP のインストール」の手順9に進みます。 

Windows のインストールが完了したら、「ディスクの管理 J で未使用の領域 
をドライブにします。 

► C ドライブなかのドライブを作ぶ-'変更ずる 


ここでは、 C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）を作成-変更するホ法 
について説明します。 

次のような場合にご覧ください。 


• C ドライブなかのドライブのサイズを変更する場合。 

• Windows の再インスI-―ル中に C ドライブを分割して作成-変更された r 未使 
用の領域」をドライブにして使用する場合。 

〔ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 
P'269 「 C ドライブを分割.を更する」をご覧ください。 
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付録 


ドライブ作成-変更の流れ 

ドライブの作成の流れは次のとおりです。 

作業は P 3 p .274 「 HDD 領嫩パーティション）の作成手順」に従ってください。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が「未割り当て」になります。 
PHp .276 「 C ドライブな外のドライブを削除する」 



「未割り当て」にパーテイシヨンを作成ずる 

プライマリパーテイシヨン 

拡張パーテイシヨン 

1 

辛 

1 

論理ドライブを作成する 


フオーマツ トび自動で行われる 



；ーテイシヨンび新しいドライブとして認識される 


《 HDD 内の「ホ割り当て」にパーティションを作成すると、パーティション 
は、 Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できるようになります。 



パーティションとは 

-ドライブの作成•変更を行う画面（ディスクの管; a ) では、 HDD 領域のこと 
をレ、’ーティション J と言います。パーティションには、「プライマリパー 
ティション」と「あ張パーティション」があります。 

• 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。 

そのうち作成できる化張パーティションは、1つです。 

• 消去禁止領域はプライマリパーティションの1つです。 

• お張パーティションには、論巧ドライブをいくつも作成できます。 

プライマリパーティション、あ張パーティションを組み合わせて作成すると、 
次のように1つの HDD に巧しいドライブを5つな上作成することもできます。 


<パーテイシヨンの組み合わせの例> 


C 

D 

拡張パーティション 

消去禁止 

ドライブ 

ドライブ 

E 

F 

G 

領域 


プライマ IJ パーテイシヨン 論理ドライブ 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


HDD 領域（パーティシヨン）の作成手順 

HDD 領巧を作成する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

Z 「コンピュータの管理」画面げ表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

画面右下のウィンドウに HDD 領域のが態が表示されます。 



HDD 領域 
の状態 


<イメージ> 

3 パーティシヨンを設定したい r ホ割り当て」の領域をちクリックして、表示 
されたメニユーか5 r 新しいパーティシヨン」をクリックしまず。 

4 「新しいパーティシヨンウィザード」画面び表示された5、[次へ]をクリッ 
クします。 

5 「パーティシヨンの種類を選択」と表示された5、「プライマリパーティシヨ 
ン」または r 拡張パーティシヨン」を還択して炊へ]をクリックしまず。 

通常はプライマリパーティションを選択します。 

6 「パーティシヨンサイズの指赴と表示された5、サイズを指定して欧へ] 
をクリックしまず。 

手順5でプライマリパーティションを選択した場合は、手順12へ進みます。 

7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示されます。[完了]をク 
リックしまず。 

が:張パーティションを作成した領域は、「空き領域」として表示されます。 
続いて「空き領域」に論理ドライブを作成します。 
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8 「空き領域」をちクリックして、表示されたメニューか5「新しい論理ドラ 
イブ」をクリックします。 

























付録 


9 「新しいパーテイシヨンウイザード」画面び表示された5、[巧へ]をクリッ 
クします。 

10 りくーテイシヨンの種類を還択」と表示された5、「論理ドライブ」び還択さ 
れた状態で、[次へ]をクリックしまず。 

11 「パーテイシヨンサイズの指定」と表示された5、 r パーテイシヨンサイズ」 
に任意の値を入力して[次へ]をクリックします。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、画面に表示されている「最大デ イス 
ク領规な下の値を入力します。 

12 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、「次のドライブで字 
を割り当てる」で任意のドライブレターを還択して、[巧へ]をクリックし 
ます。 

「ドライブレター J は、ドライブの識別記号になります。 

13 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、「このパーテイシヨンを 
liTF の設定でフォーマットずる」び還択された状態で[次へ]をクリック 
しまず。 

表示されている設定値を変更する必要はありません。 

14 「新しいパーテイシヨンウイザードの完了」と表示された5、[完了]をク 
リックしまず。 

自動的にフォーマットが行われます。 

フォーマットが終了したら、 HDD 領域の作成は完了です。 

複数の論理ドライブを作成する場合は、手順8〜14の作業を繰り返します。 


275 



HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


► C ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更す 
るドライブを削除してから、作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手腕王、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックします。 

2 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 



<イメージ> 

3 削除したいドライブ（パーティシヨン）の領域をちクリックして、表示され 
たメニユーか S r 論理ドライブの削除」または「パーティシヨンの削除」を 
クリックします。 

4 「•- •続行しますか？」と表示された6 [はい]をクリックします。 

論理ドライブを削除すると、「空き領巧 J になります。空き領域をパーティ 
ションとして使用したい場合は、パーティションの作成を行います。 
p.274「HDD 領域（パーティション）の作成手順」 
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I バックアップ電池 


ここでは、バックアップ電池に ついて 説明します。 

► BIOS 設定情報の保持 


BIOS Se 扣 P ユーティリティで設をした情辆よ、本機内部のバックアップ電化に 
よって保持されています。 

コンピュータの巧用状況によって異なりますが、 AC アダプタおよびバッテリか 
らの電源供給が全くない場合、約6ヶ月で 「BIOS S 別 up ユーティリティ」の設 
定情報が消え、日付や時間が異常になったり BIOS の設定値が'変わってしまいま 
す。 

定期的に AC アダプタやバッテリを接続して、バックアップ電化を充電してくだ 
さい。 

► BIOS 設定内容び*変わつてしまつた場合は 


バックアップ電池への電源供給がなくなり BIOS の設定値が保持できなくなっ 
た場合、次の警告メッセージが表示されます。 


System CMOS Cnecksum bad - default conriguration used 


このような場合は、次の対処を行ってください。 


1 本機に AC アダプタまたはバッテリを接続して電源を供給しまず。 

バックアップ電化で設定内容が保持できる状態になるまでに、最低2〜3時間 
かかります。バックアップ電化が満巧電状態になるまでには、連続して充電 
して約2週間かかります。 


2 「BIOS Setup ユー ティリティ」の FExitJ メ ニュー 画面で 「Load Setup 
Defaults 」 を実巧しまず。 

P.186 r Load Setup Defaults (初期値に戻す）」 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」の 「 Main 」 メニュー画面で日付と時刻の 
設定を巧いまず。 

p.190 「日付と時刻の設を」 



上記の手順を行っても問題が解かしない場合は、『サポート.サービスのご案 
内』（別刪をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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I AT コマンドのほ用 


コンピュータから FAX モデム機能に巧してさまざまなコマンドを送り、モデム 
の動作を制御することができます。本機のモデムでは、モデム制御コマンドに 
「 AT コマンド」を採用しています。 


AT コマンドの使用 


通信ソフトウェア （Internet Explorer や Outlook Express など）でモデムを動作さ 
せる場合は、通常コマンドを使用する必要はありません。しかし、「モデムの 
プロパティ」 画面の「追加設定」に AT コマンドを入力することで、不具合を解 
消したり、初期的な設をを行うことができます。 

次のような現象の場合は、「追加設を」の欄にコマンドを入力してみてくださ 

い。 

「追加設定」は次の場所にあります。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「プリンタとその他の A- ドウエ 
ア」一「電話とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]- 
「詳細設定」タブの r 追加設定」 


現象 

AT コマンド 

ダイヤル音やネゴシエーション音を消したい。 

Tatmoj 

ダイヤル音やネゴシエーション音を小さくしたい。 

「 ATL 0」 

「トーンが検出できません」などのエラーメッセー 
ジが表示されインターネットに接続できない。 

「 ATX 3」 

モデムの設定を工場出荷時の状態にする。 

Tat&fj 

ダイヤル回線レくルスダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATP 」 

プッシュ回線（トーンダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATT 」 

「互換性のあるネットワークプロトコルを処理でき 
ない」などのエラーメッセージが表示されイン 
ターネットに接続できない。 

「 AT + MS =34」( V 34) 
「 AT + MS 二92」 ( V 92) 
使用したい通信方式に 
応じて設定。 

接続が不安を （10 回に3回しかつながらない/途中 
で切断されてしまう）。 

パスワード認証のあと、「接続が確立できませんで 
した。」などのエラーメッセージが表示されイン 
ターネットに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいときは2番目な降のコマンドの AT は付けずに連続 
して入力します。例： ATM 0 X 3 ( ATM 0+ ATX 3) 
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I コンピュータを廃棄するとをは 


本機を廃棄するときには『サポート.サービスのご案内』（別冊）の「コン 
ピュータの廃棄.譲渡に ついて」 をご覧ください。 


► HDD のデータを 消去ずる 


本機を廃棄する前に HDD のデータを消ちしてください。 

「リカバリツール CDJ から起動するシステム診断ツールには、 HDD 内のデータ 
を すベて 消ちする機能が備わっています。 

消ちを開始する卜. HDD のデータは元には房りません。が要になじてデータを 

バックア义プしてく ださい 


が限 

データの消去 

HDD 内のデータを消去する手順は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしま 
ず。 

リカバリ ツールのインストール 画面が表示された場合は、 田を クリックし 
て画面を閉じてください。 

ム [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、本機を再 
起動しまず。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading . 

Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを巧し 
まず。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断が開始します。 

4 匹^+亡。 を巧して診断を中止した後、どれかキーを巧しまず。 

5 選択項目画面が表示された5、 CXD で 「HD Erase 」 を還択して GJI を巧 
します。 

6 選択項目画面が表示された5、で 「Full Erase 」 を還択してにを巧 
しまず。 


データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra - X 社は責任を負いません。 
HDD のデータ消去-廃棄は、お客様の責任において行ってください。 
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コンピュータを廃棄するとをは 


7 選択項目画面が表示された5 、 「No Verify 」 を選択してにのを巧します。 

r !! WARNING !!] 画面が表示されます。 

消去が始まると、途中で止めることはできません。 

消去を中止する場合は、を押すと「システム診断ツール」画面に戻り 
ます。 

8 消去を開始ずるには、キーボードで rvesj と入力しまず。 

消ちが始まります。 

消ちには、しばらく時間がかかります。時間は HDD の容量によって異なりま 
す （40 GB の HDD の場合で約30分)。 

9 「Erase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された 
6、リカバリツール CD を光ディスクドライブか 5 取り出して、本機の電源 
を切りまず。 

これで、データの消ちは完了です。 
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機能仕様—覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサまたはインテル Celeron M プロセッサ（贈乂時 
の選択による） 

BIOS 

Phoenix BIOS 

チップ七ット 

モバイルインテル 945 GMS Express Chipset + ICH 7 -M 

セキュリティチップ 

対■応規格 ： TPM 1.2 コントローラ ： Infineon SLB 9635 TT 1.2 

?^モリ 

メインメモリ 

PC 2-4200 SODIMM ( DD 民-2 533 SDRAM ) を使用して最大 2 GB までサポート 

ビデオメモリ 

メインメモリより最大 128 MB を使用 

ビデオコントローラ 

Mobile Intel 945 GMS Express Chipset Intergrated 

画面表示 

液晶タイプ 

12.1 型 XGA カラー液晶 1024 X 768 ピクセル TmeColor (32 ビット） 

外部ディスプレイ接続 

1920 X 1200ピクセル 、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイディフィニシヨンオーディオ対■応民 ealtek 製 ALC 260 

キーボード 

日本語対応85キー （ Windows キー付き） 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2.5 型シリアル ATA HDD ) 

光ディスクドライブ 

購入時の仕様により異なります。 

インタ 
フェース 

USB 

3 ( USB 2.0 対応） 

圧 EE 1394 

1 (4 ピン） 

LAN 

1 ( RJ -45 lOOBase-TX/lOBase-T 自動認識）*2 

FAX モデム 

1(民 J -11 V .92 対■応 ）*2 

サウンド 

モノラルスピーカ、マイク入カコネクタ XU ヘッドフォン出カコネクタ XU 
モノラルマイク内蔵 

デイスプレイ ( VGA ) 

1(アナログ民 GB ミニ D-SUB 15ピン） 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠に ardBus 対■応） 

メモリカードスロット 

1?^モリースティック （ Pro 対応）、マルチ^ディアカード、 SD ^ モリーカード （ SDHC 支蛇） 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 
( ADP -50 HH ) 

入力： AC 100 V 〜 240 V ±10%*3、1.5 A (50/6 日 Hz ) 出力： 19 V 、2.64 A 、50 W 
質量： 292 g (含電源コード） 

軽量バッテリ 

( BT 2201- B / BT 2201- W ) 

容量： 5200 mAh Li-ion 7.4 V 

駆動時間:約 5.3 時間 （Core 2 Duo 搭載時）/約 4.7 時間 （Celeron M 搭載時） 

標準バッテ y 

( BT 2301- B / BT 2301- W ) 

容量： 7800 mAh Li-ion 7.4 V 

駆動時間* 4 :約 8.0 時間 （: Core 2 Duo 搭載時）/約 7.0 時間 （Celeron M 搭載時） 

長時間バッテリ 

( BT 2501- B ) 

容量：13000 mAh Li-ion 7.4 V 

駆動時間:約 13.1 時間 （Core 2 Duo 搭載時）/約 11. 8時間 （Celeron M 搭載時） 

温湿度条件 

温度：10〜35で湿度： 20〜80% (ただし、結露しないこと） 

本体外形寸法（突起部除く） 

輕量バッテリ装着時： 281(幅）X 237 (奥行）X 32〜35 (高さ ） mm 
標準バッテリ装着時： 281(幅）X 256 (奥行）X 32〜35 (高さ ） mm 
長時間バッテ y 装着時： 281(幅 ）X 275 (奧行 ）X 32-35 (高さ ） mm 

本体質量-5 

輕量バッテリ装着時：約し 2 kg 標準バッテリ装着時：約し 4 kg 
長時間バッテ y 装着時；約し 6 kg 

消費電力 

61 W (最大） /1.8 W (スタンバイ時） /1.4 W (電源オフ時） 


*1 グラフィックアク七ラレータのディザリング機能により実現しています。 

* 2 認証を号ラベルはコンピュータのを面に貼付されています。 

標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様）です。本製品は国内専用ですので海外でお使いの場合 
は保証巧象外となります。 

* 4 压 ITA の測をホを Ver .1.0 に基づいています。システム構成や使用環境により異なります。 

システム構成により異なります。 



機能仕様一覧 


Bluetooth *! (オプション) 


準拠規格 

B 山別 00 化 標準規格 Ver 2.0 +EDR 

通信距離（規格値） 

10m*2 

転送速度（規格値） 

3 Mbps 


*1 本製品には、電波法の規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： GUBTCR 42 M 
認証番号: 201 NY 062 15145 

*2 実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、ソフトウエア、 Windows などの 
巧用条件によって短くなります。推奨される通信距離は 3 m な内です。 

無線 LAN *1*2 (オプション） 


準拠規格 

圧 EE 802.1 la : ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

(だ 2， W 52， W 53) 5 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 
圧 EE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

2 .4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

データ転送速度 
(規格値）* 3 

802.11 a / g : 54 Mbps 

802.1 lb : 11 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式 （ IEEE 802.11 a / g ) 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.11 b ) 

伝送距離 
(理論値） 

111 Mbps : 40 m (圧 EE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m (圧 EE 802.11 g ) /12 m ( IEEE 802.11 a ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 4 

セキュリテイ 

128/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応、802.1 

使用無線 
チヤンネル 

圧 EE 802.11 a : 34/38/42/46 ( J 52) 、 ％/40/44/48 ch ( W 52) 、 52/56/60/64 ch ( W 53) 

圧 EE 802.1 lb : 1 〜 13 ch 
圧 EE 802.11 g : 1 〜 13 ch 


W 本製品には、電波法の規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： WM 3945 ABG 
認証番号： 003 NY 0 5120 0209、 003 WY 05061 0210 
* 2 当社では、「インテル PROSet / WirelessJ で動作を確認しています。 

無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

*4 実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、ソフトウエア、 Windows などの 
巧用条件によって短くなります。 

*5 当社では 、 Windows Server 2003との IEEE 802.1 X Rad 山 S Server ( EAP-TLS 対■応認証サーバ ） +WPA ( TKIP ) 
の組み合わせによる認証にお V 、て動作を確認しています。すべての環境 下 での動作を保証するもので 
はありません。 
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解像度の変更 . 112 

を種ドライバ 
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拡張パーティション . 273 

カスタマイズ . 21 

カテゴリの表示 . 55 
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不具合 . 237 

機能キー . 76 
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使用限定について 

本製品は、 OA 機器として使用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列車-船化-自動車などの運行に直接かかわる装置-防災防犯装置-を種安全装置な 
ど機能-精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらの シス 
テム 全体の信頼性および安全性維持のために フェール七ーフ 設計や冗長設計の措置を講じるなど、 シス 
テム 全体の安全設計に ご 配慮頂いた上で本製品を ご 使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高い信頼性•安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはご使用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを 意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理•保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外では その 国の法律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 


電波障害に ついて 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置で 
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取な説明書に従って正しい取り 
扳いをしてください。 

瞬時電圧低下に ついて 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧ほ下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧ほ下が策規格に基づく表示） 

有寿命部品に ついて 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液品ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件によりおなりますが、本製品を通常巧用した場合、1 
日的8時間、1ヶ月で25日間のご{ま用で的5年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修理をお約束するものではありません。なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期 
に、あるいは製品の保証*間内であっても、部品交换（有料）が必要となります。 

《 LCD ュニットを最大輝をで常時巧用した場合の寿命は、10000時間です。 

国際 エネルギー スター プ □グラムについて 

国際 エネルギースタープログラムは、コンピュータをはじめとしたオフィス 機器 
の省エネルギー化推進のための 国際的な プログラムです。 

当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネル 
ギースタープログラムの対象製品に関するを準を満たしていると判断します。 





JIS C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 

パソコン回収について 

当社では、不要となったパソコンの回収.再資源化を行っています。 

PC リサイクルマーク付きの当社製 パソコン およびデ イス プレイは、ご家庭から廃棄 
する場合、無償で回収•再資源化いたします。 

パソコン 回収の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 

著作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに 
無断で巧用することはできません。 

テレビ. ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像やを声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像やを声 
を録画または録音することができますが、化人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、お的範困を超 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権を（放送事業をや実演まなどの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権者に無断でこれらの行為を行うと著作権をに違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ごを 意 

1 . 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしにを更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を巧して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を食いかねます ので ご了承ください。 

商標について 

• Microsoft 、 Windows , Internet Explorer、Windows Media は米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
化の国における登録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル 、 Intel ロゴ 、 Intel Core、Core Inside 、 Celeron、Intel SpeedStep は、アメリカ合ホ国お 
よびその化の国における Intel Corporation の商標です。 

• PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

• Symantec、Symantec ロゴ 、 Norton Internet Security、LiveUpdate は Symantec Corporation の登録商標です。 

• McAfee およびマカフイーは、米国を人 McAfee , Inc . またはその関連会社の米国またはその他の国にお 
ける登録商標です。 

• Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）のホ国ならびに他の 
国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick 、 マジックゲート 、 Memory Stick のロゴは、ソニー株式会社の商標です。 

• Multi Media Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

• SD ロゴは商標です。 

• Bluetooth ( R ) は Bluetooth SIG , Inc . の商標です。 

• そのほかの社名、製品をは一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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